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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか春はる香かは完全無む欠けつである。

　いやいきなりこんな頭の悪そうな表現で始めるのもアレなのだが、それは事実なのである。もう厳げん然ぜんたる事実なのである。

　背せ中なかまで伸ばされたサラサラの髪かみ。ぱっちりとした二重まぶた。少し垂たれ気ぎ味みの目には澄すんだ瞳ひとみ。そのどこか凛りんとした雰ふん囲い気きともあいまって、町を歩けばたぶんすれ違ちがった男の百人に百人がだらしない顔をして振ふり返かえるだろうな。かくいう俺もその一人だったり。何せ去年、一年生にしてミス白はく城じよう学園にダントツのトップで選ばれ、その時以来『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の二つ名で呼よばれたりしているくらいである。この一年の間に告白して玉ぎよく砕さいした野郎の数が三桁けたを越こすとか、学園長までもが会員の秘ひ密みつファンクラブがあるとかいうのもあながちウワサだけではないかもしれん。

　とはいえ、これだけならそう珍めずらしいものではない。どんな学校にも必かならず一人はいる単なるアイドル的存そん在ざいというやつである。全国を探さがせば同じようなヤツが何十人何百人と見付かることだろう。

　だが乃木坂春香のすごいところは、その特とく筆ひつすべき点が容よう姿しのみにとどまらないことにあった。

　まず性せい格かくがいい。

　しっかりとした大人びた性格で、だれに対しても分わけ隔へだてなくにこやかに穏おだやかに接せつする。まさに白しら百ゆ合りが咲くような雰囲気とでもいうか。何にせよ、美人は性格が悪いという定てい説せつをひっくり返してくれる貴き重ちような実例である。

　続いて頭がいい。

　一年前、入学してすぐに行われた実力テストでは全教科九割以上という驚きよう異いの得点をたたき出し二位以下に大差をつけての学年トップという離はなれ業わざをやってのけ、それ以来今に至いたるまで常にトップをキープし続けている。凡ぼん人じんとは根本的に頭の出で来きが違うっていうか……彼女と比べれば、きっと俺たちの脳のうミソなんてスカスカの豆とう腐ふみたいなもんなんだろうな。

　加えて教きよう養ようもある。

　日にち舞ぶに生け花、茶道に書道。彼女が幼い頃ころから習っている稽けい古こ事ごとの数は優ゆうに十を超えるというが、その全てにおいて類たぐい稀まれな才さい能のうを発はつ揮きしているというから驚おどろきである。中でも最も得意とするピアノは、もはやプロ並なみの腕うで前まえだとそっちの道ではもっぱらの評ひよう判ばんだとか。今もクラスの皆の前で優ゆう雅がに鍵けん盤ばんの上に指を躍おどらせているその姿すがたを見れば、それも納なつ得とくである。

　さらに彼女は手先も器き用ようで、英検一級の資し格かくを持っていたり、とある流りゆう派はの古こ武ぶ術じゆつの師し範はん代だいだったり、実家が代々続く貿ぼう易えき商しようであるお嬢じよう様であったり……何というか、天は二に物ぶつを与あたえずという言こと葉ばに真ま正しよう面めんからケンカを売ってかつ完かん膚ぷなきまでに完全勝利したみたいなヤツである。

　しかし。

　そんなほとんど完璧パーフエクト超人みたいな乃の木ぎ坂ざか春はる香かにもたった一つだけ弱点、というか秘ひ密みつがあった。

　ただし今のところその秘密を知っているのは俺しかおらず、それゆえに俺は彼女と個人的に関かかわりを持つことになり、結けつ果か今まで足を踏ふみ入いれたことのなかった世界へと半ば強制的に引きずり込まれていくことになるのだが──

　などと考えていると、そこで彼女の演奏が終わった。

「はい。今のがベートーヴェンのピアノソナタ第二十三番『熱情』の第三楽章です。模も範はん演奏は乃木坂春香ちゃんでした～。ありがとう、春香ちゃん」

　音楽担当の上かみ代しろ由ゆ香か里り先生（二十三歳彼氏募集中）の声に一いつ斉せいに拍はく手しゆが巻き起こる。それに対して控ひかえめに、しかし見る者全てをとろかすような微び笑しようで乃木坂春香は応こたえた。うーん、何だか見ているだけで幸せな気分になってくる。そのあまりの可か憐れんさに、普ふ通つうの男子は言うに及ばず、普ふ段だんはジョークを聞いてもにこりともしない最高裁判所裁判官のような生き真ま面じ目めクラス委員の森もり田たまでもがメガネの向こうの目をだらしなく細めてるし。さらには女子すらもが、妬ねたみの要よう素そのない、純じゆん粋すいな尊敬の眼まな差ざしを彼女に送っている。天使の笑え顔がおってのはああいう彼女みたいなのを言うんだろうな、きっと。

　そこで、ふと彼女と目が合った。南アルプスを流れる天てん然ねん水すいみたいに澄すんだ瞳ひとみ。彼女は俺を見ると、周まわりに気付かれないようにこっそりとこっちに向かって手を振ふった。他のクラスメイトたちに向けるものとは少し異ことなる親しみのこもった笑え顔がおと共に。

　うーん、やっぱりかわいい。

　思わず頰ほおが緩ゆるむ。

　こんなことは、少し前までの俺たちにはあり得えない、それこそ紅あかいブタが飛行機に乗って空を飛ぶくらいにあり得なかった光こう景けいである。少し前とは、すなわち俺が乃木坂春香の秘密を知るまでは。

　だって彼女の秘密を知るまでは、俺と乃木坂春香はただのクラスメイト──それも向こうは学園のアイドル、かたや何の変へん哲てつもないただの一学生──でしかなく、まともに口をきいたことすらなかったのだから。

　始まりを思い出す。

　僅わずか三ヶ月くらい前のことなのだが、今となってはもう遠い昔のことのようにも感じられるな。それはたぶん、俺が乃木坂春香と知り合ってからの時間の密みつ度どがあまりにも濃こかったせいだろう。

　そう。

　始まりは放課後の図書室での出で来き事ごと。

　俺が、乃木坂春香の秘密を知ってしまったあの日のちょっとした事件。

　あの日以来、平へい凡ぼん平へい坦たんな学園生活は終わりを告つげ、俺たちのある意味奇き妙みような関係は始まったのだ。







　そして。

　乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつとは──
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　その日も別に、普ふ段だんと同じ昼休みだった。

　私立白はく城じよう学園高校二年一組の教室で、俺はいつもと同じようにそれなりに仲の良いクラスメイト（永なが井い、竹たけ浪なみ、小お川がわ、通つう称しよう三バカ）たちといっしょに昼メシを食いながら、他人が聞いたら死ぬほどどうでもいいような内容の会話を繰くり広ひろげていた。

「──だからよ、俺は思うわけだ。女子の体育時の服ふく装そうは、絶ぜつ対たいにブルマの方いい。半ズボンなんて邪じや道どうだ。外げ道どうだ。人でなしだ。違ちがうって言うヤツは日本国民じゃねえ」

「そうですね。ボクもそう思います」

「ああ、そうだな」

　永井の主張に小川と竹浪の二人がふんふんとうなずく。

「裕ゆう人と、お前はどう思うよ？」

「え、いや俺はどっちでも……」

　本当に心の底そこからどうでも良かったので俺はそう答えた。

「どっちでもだと？　そういう曖あい昧まいな態たい度どが今の日本をダメにしてるんだ！　だいたいお前は普段からそうやって適てき当とうでいいかげんだからなあ──」

「綾あや瀬せくんはいつも極きわめて対たい症しよう的てきですよね。その何事にも流される主体性のない性せい格かく、直さないと今に痛いたい目を見ることは必ひつ定じようですよ」

「そうそう。そんなんだからお前はダメなんだよ。このコウモリ野郎が！」

　三人揃そろって、んなことを言いやがる。はっきり言って余よ計けいなお世せ話わだ。まあ確かに俺が適当で大おお雑ざつ把ぱでいいかげんな性格であることは（自分で言うのも悲しいが）全くもって否ひ定てい出で来きんのだが、真しん剣けんな顔でブルマうんぬん言ってるヤツらにだけは言われたくない。

「まあ、いい。今はとりあえず俺たちのディベートを聞いてろ。そしてそれらを踏ふまえた上でお前はお前の立ち位置を決めればいい。それでまずはブルマの視し覚かく的てき利り便べん性せいについてだが──」

　まったく、揃いも揃ってアホばっかである。

　心の中でため息いきを吐つきつつ、俺は何なに気げなく教室を見回した。そこにあるのはいつもと同じ風ふう景けい。皆食事を摂とるなり、友達と喋しやべるなりして思い思いの時間を過ごしている。それはどこにでもある、ありふれた昼休みの教室のワンシーンだった。

　そんな中、どうしても俺の視し線せんは廊ろう下か側がわのある席せきに吸い寄せられてしまう。動物園のサル山が行ぎよう儀ぎ良く見えるくらいに雑ざつ然ぜんとした雰ふん囲い気きの教室にあって、そこだけどこかゆったりと落ち着いた空気が流れているかのような不ふ思し議ぎな空間。

　その中心には、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の名を冠かんされた美少女がいた。

　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか春はる香かである。

　もう食事は終わったのか、少し首を傾かたむけて穏おだやかな表情で左手に持った文庫のようなものに目を落としている。時折その白くて細い指でページを繰くる姿すがたはもう何ていうか最高に絵になっていて、果はてしなく頭の悪い表現で言えばめちゃくちゃかわいかった。清せい楚そで可か憐れんなお嬢じよう様ってやつのこれ以上ないくらいの完かん璧ぺきなお手本とでも言おうか、何だか見ているだけで心が洗われるような気さえしてくる。マイナスイオンでも放ほう出しゆつしてるのかもしれん。

　ヤキソバパンを頰ほお張ばりながら（永なが井いたちのディベートとやらは完全に無む視しして）その姿にしばし見み惚とれる。うーむ、癒いやされるね。至し福ふくの時間っていうのはこういうことを言うんだろうな、きっと。
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　などとのんびり考えながらちょっとだけ幸せな気分に浸ひたること数分。

　平へい穏おんはすぐに終わりを告つげた。

　廊ろう下かの方から何やら聞きき覚おぼえのある声が近づいてくるのが聞こえた。この大してでかくない割にはムダによく通る声。たぶんというか間ま違ちがいなく信のぶ長ながだな。またアホが一人来たかと、心の中で今日二度目のため息いき……を吐つく。

「裕ゆう人と、いるー？」

　そんな俺の予よ想そうを裏うら切ぎることなく、ほどなくして見み慣なれた顔が教室の入り口に姿を現した。色しき素その薄うすい髪かみに小こ柄がらな体たい型けい、一いつ見けんすると女子と間違えてしまいそうな美少年風の男子生徒。ヤツは俺の姿すがたを目に留とめるなりこう叫さけびやがった。

「あー、いたいた。ねー裕ゆう人と、昨日の深しん夜やにやってたアニメ、見たー？　僕はねー、標ひよう準じゆんモードで録画しつつリアルタイムでも見たんだよー。やっぱりこれが正しい鑑かん賞しよう方法だよねー」

　その大声に教室中の視し線せんが集中するが、その発生源が信のぶ長ながだと分かると皆一いち様ように納なつ得とくした表情でそれまでやっていた動作に戻もどった。まあ何というか、ヤツはもうそういうキャラとしてクラス内、いや学年内ですでに認にん知ちされているのである。

「ねー、見てないのー？　昨日の『はにかみトライアングル』。来週で最終回なんだけど、クライマックスの一歩手前で主人公の親友がねー……あー、今からＤＶＤが出るのが待ち遠しくてたまんないなー。ちゃんと予約しとかないと。何たって初回限げん定てい版ばんにはヒロインの『ドジっ娘こアキちゃん』のフィギュアが──」

　こちらに駆かけ寄よってくるやいなや、一人ベラベラと、見た目からはおよそ想そう像ぞうもつかない内容を心から楽しそうに喋しやべり始はじめるこの男。名前を朝あさ倉くら信長という。俺とは幼稚園の頃ころからの付き合いにしてクサレ縁えんの代表格。まあ……いちおう親友と言って差さし支つかえのない存そん在ざいである。性格は基本的には明めい朗ろう快かい活かつ。だれとでもすぐに仲良くなれる。成績は割と優秀で、得意科目は物理と数学。で、今とさっきの言動からも分かるように少しばかり偏かたよった趣しゆ味みの持ち主だったりする。いわゆるオタク趣味……昨さつ今こんでいうアキバ系ってやつか。まるで戦国武ぶ将しよう二人を掛かけ合あわせたようないかつい名前と、それに似につかわしくない優やさ男おとこな外がい見けん、そしてまた名前とも外見とも似つかわしくないコアな中身という非常に複雑というかまぎらわしい特とく徴ちようを持ったヤツである。

「裕人もねー、あれ見ないのはほんとに損そんだよ。もともとは雑誌連れん載さいされてるマンガがアニメ化されたやつなんだけど、本編の前日談っていうのかな、なぜ主人公とその親友が対立し合うに至いたったかのその理由がねー……」

「あー、分かった分かった」

　とりあえず黙だまらせる。こいつにそのまま喋らせておくとそれこそ昼休みが全部潰つぶれかねん。実じつ際さい、過去に一度そんなことがあった経験を踏ふまえての対たい応おうだ。

「何だよー、人がせっかく気持ち良く喋ってるのに感じ悪いなー」

「人の教室に来るなり自分の趣味を一方的に喋り続けるお前の方がよっぽど感じ悪いわ」

「そうかなー、でもみんな好きでしょ？　こういう話」

「お前個人の価か値ち観かんに普ふ遍へん性せいを持たせるのはやめてくれ」

「えー、でも裕人は好きだよね？」

「俺はどっちでもない。いつも言ってるだろ」

　好きでもなければ嫌きらいでもない。肯こう定ていする気はないが否ひ定ていする気もない。俺がこいつの趣味に、アキバ系というモノに対して抱いだいている印いん象しようだ。いや、それよりもよく分からないと言った方が正解か。まあ要するに、イイ歳して何でそんなに熱心にアニメとかを見る気になるんだろうな……と素す直なおに疑問に思ってしまうのである。しかしここまで趣しゆ味みが違ちがうこいつと何で親友なんだろうな、俺。

「うーん。でも裕ゆう人とには素そ質しつがあると思うんだけどなー」

　何の素質だ。

「僕にしては最高の褒ほめ言こと葉ばのつもりなんだけどー。あ、それよりそうだ、裕人、大ニュースがあるんだよー」

「大ニュース？」

　こいつの言うことだから、どうせロクなことじゃないような気がするが。

「んー、ほら、僕がこの前探さがしてた雑誌あったよね？　あれのバックナンバーがようやく図書室に入にゆう荷かされたんだってー。図書室っていいよねー。労力を惜おしまないでちょっと申しん請せい書しよを出すだけで、今は個人じゃ入手困こん難なんなレア本も読み放ほう題だい。この学園、某ぼう所しよからの寄付金のおかげで資し金きんだけは有り余ってるからさー。ブタもおだてりゃ木に登るってほんとだねー。わーい」

　無む邪じや気きな笑え顔がおでそんなことを言う信のぶ長なが。

　雑誌って……そういえばこの前何かひどく怪あやしげなタイトルのやつを頼たのんでたな。あれでよく学園側の許きよ可かが下りたもんだ。

「……申請書偽ぎ造ぞうでもしたのか？」

　と疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けると、

「失礼だなー。そんなことしてないってー」

　さも心しん外がいだって顔で信長は頭を振ふった。そして胸むねを張はってこうのたまった。

「ただちょっと、脅おどしただけだよー」

　なお悪いわ！

　しかし俺の突っ込みなんざヤツはこれっぽっちも聞いちゃいない。

「それに『イノセント・スマイル』って、その筋すじじゃちょっとは有名な雑誌なんだよー。昨日のアニメだってもともとはこれに連れん載さいされてるやつだしー。そんなに昔のことじゃないから裕人も覚おぼえてると思うけどさー、創刊号が発売された時なんかちょっとした社会現げん象しようになったくらいで──」

　と、再ふたたびうんちくモードに入ろうとしたその時、

　ガタン、という大きな音が教室内に響ひびいた。

　聞こえてきたのは教室の中央を挟はさんで俺たちがいるのとは反対側から。もう少し具体的に言えば廊ろう下か際ぎわの後ろから二番目の席せき。それはついさっきまで俺がだらしない視し線せんを送っていた場所であり、ある意味このクラスで最も騒そう音おんなどというものとは無む縁えんの場所である。……本来ならば。

　だがその場所では今、乃の木ぎ坂ざかさんが立ち上がって俺たちの方を凝ぎよう視ししていた。その足元にはイスが横向きで転ころがっている。たぶんさっきの音はそれが原げん因いんだろうな。

　教室がシン、と静まり返っていた。それはいつも深い湖のように落ち着いている乃の木ぎ坂ざかさんの表情に、僅わずかに動どう揺ようのようなものが浮うかんでいるのが見て取れたからかもしれない。

「ね、ねえ乃木坂さん、どうしたのかしら？」

「わ、分かんない。私たち、何もしてないよね？」

「何か綾あや瀬せくんたちの方を見てるけど……」

　そんな囁ささやきも漏もれる。

　うーむ。

　もしかして俺たち、何かやっちまったか？

　身に覚おぼえはこれっぽっちもないんだが、それでもあの乃木坂さんに満員電車で痴ち漢かんを発見した女性警察官みたいなキツイ視し線せんでじっと見つめられると、何だかこっちが一方的に悪いことをしているように思えてくる。クラスのやつらも皆、お前ら何やったんだよ？　って目でじぃっとこっちを見てるし。

「裕ゆう人とー、どうするのー？　何か注目されてるよー」

「そ、そうだな……」

　原げん因いんとして考えられるのは、信のぶ長ながの大声がやかましくて読書の邪じや魔まをしちまったってことくらいか。まあ俺はもう慣なれたとはいえ、趣しゆ味みについて語ってる時のこいつの声はほんとに半はん端ぱじゃなくウルサイからな……。静かに読書をしていた乃木坂さんの気に障さわったとしても何ら不ふ思し議ぎじゃない。

　とすれば非ひはこっちにあることになる。

　だったらここはちゃんと謝あやまっておくべきだろう。

　クラス中が固かた唾ずを吞のんで見守る中、俺は意を決して乃木坂さんの席せきへと歩み寄り、

「えーと、うるさくして、ごめんなさい」

　ぐっと頭を下げる。すると乃木坂さんは途と端たんにはっとしたような表情になった。

「あ、いえ、違ちがうんです。頭を上げてください。その、あなたたちを責せめているわけじゃないんです」

「？」

　でも、こっち見てたよな？

「い、いえいいんです。と、とにかく何でもなくて……ごめんなさい、お騒さわがせしました」

　それだけ言うと礼れい儀ぎ正しくぺこりと一礼して、何事もなかったかのようにイスを起こし、乃木坂さんは席に着いた。

　だが俺たちには何が何だかさっぱりである。

「何だったんだろうねー」

「分からん……やっぱりお前がうるさかったんじゃないのか？」

「僕はそんなにうるさくないよー」

　と大声で抗こう議ぎする本ほん末まつ転てん倒とうなやつは放ほうっておいて、俺は何だかキツネにつままれたような気分で乃の木ぎ坂ざかさんを見た。『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の端たん正せいな横顔には、まだちょっとだけ動どう揺ようが残っているようにも見えた。……ほんとに何だったんだろうな。

　ちなみに余よ談だんであるが、信のぶ長ながの来らい襲しゆうから乃木坂さんの動揺に至いたるまでの間、永なが井いたちはそれらに毛ほども動じることなく、熱あついブルマ談だん義ぎに花を咲かせていた。マイペースというか単なるバカというか……確実に後こう者しやだな。

　……いや、ほんっとにどうでもいい話だが。







　そして特に何の問題もなく五時間目と六時間目も終わり。

　その日の放課後。

　俺は図書室に向かって歩いていた。

　なぜかというと信長のヤツが、

「裕ゆう人とー、悪いんだけど僕の代わりにこの本、図書室に返へん却きやくしといてくれないかなー？　裕人は放課後ヒマだよねー？　今日は僕、ワンフェスの攻こう略りやくマップを作んなきゃなんないから忙いそがしいんだよー」

　などと言いくさったからだ。……ったくワンワンフェスだか何だか知らんが（犬の祭さい典てんか何かか？　でもあいつが飼かってるのはネコだったよなあ……）、それならそれで昨日のうちに返しときゃいいだろとか思いつつも、ヤツには普ふ段だんから何かと世せ話わになっているため（教科書を忘わすれた時に貸かしてもらったり、うちのパソコンが壊こわれた時に直してもらったり色々と）渋しぶ々しぶではあったが引き受けた。まあ確かに特に用事もないからいいんだけどさ。

　と、そんなわけで普段はほとんど来ることがない図書室なんてところに来てみたわけだが。

　さて話には聞いていたが、うちの学園の図書室の利用率の低さは見み事ごとだった。閑かん古こ鳥どりが五十羽くらい大声で鳴ないているという表現がぴったりで、俺を含ふくめても片手で数えられるほどしか人がいない。学園側としては一人でも多くの生徒に快かい適てきに利用してもらおうと、コンピュータ管かん理りによる貸し出しシステムの構こう築ちくやゆったりとした閲えつ覧らんスペースの導どう入にゆう、幅はば広ひろいジャンルの書しよ籍せきの購こう入にゆうなどの試こころみを行っているそうなのだが、いかんせん活字離ばなれが著いちじるしい現代っ子には馬の耳に念ねん仏ぶつというか何というか、とにかく学園側の熱意が見事に空回りに終わっていることだけは間ま違ちがいなかった。かくいう俺も普段は図書室なんて昼寝以外にほとんど利用したことがないため大きなことは全く言えないんだが。

　ま、何にせよ人が少ないなら手続きもさっさと済すませることが出で来きそうだ。

　管理用のパソコンがあるカウンターに向かい、ちゃちゃっとキーボードを操そう作さして返却手続きを行う。貸し出し及び返却手続きは全てパソコンでやらなければならないため少々めんどくさい（信長曰いわく慣なれれば人を相手にするより早いらしい）が、まあこれくらいの手て間まに文もん句くなんて言っていたらこの文明社会では生きていけまい。働かざる者食うべからず。管かん理り番号と生徒番号を打ち込んで、っと……よし完了。最後に返へん却きやくポストに信のぶ長ながのヤツが借りた本（ちなみにタイトルは『美少女フィギュアコレクションⅢ　球体関かん節せつの歴史』。ほんと、うちの学園は寛かん容ようである）を投げ入れてミッションコンプリート。さて帰るか。

　と、出口に向かおうとした時だった。

「…………」

　怪あやしい人物を発見した。

　何ていうか、すげえ怪しい人物だった。

　だって持っているカバンで顔を隠かくしながら、まるでどこぞの忍しのびの者か暗あん殺さつ者しやみたいに、本ほん棚だなの陰かげから陰を隠れるように移い動どうしているのである。しかも女子生徒。これを怪しいと言わずして何を怪しいと言おうか（反はん語ご）。……何だあれ？　どうも姿すがたを隠しているつもりらしいが、あのナリと動きじゃ逆ぎやくに見てくれって言ってるようなもんだ。それともほんとは注目してほしいのだろうか。

　何にせよああいうのには関かかわらないのが吉。キジも鳴なかずば撃うたれないし、余よ計けいな好こう奇き心しんを持たなければネコも殺されることはないのである。何も見なかったことにして俺がその場から立ち去ろうとした瞬しゆん間かん。

　ちらりと、本棚の陰から不ふ審しん人物の顔が見え。

　一いつ瞬しゆん、自分の目を疑うたがった。

　珍めずらしく図書室なんかに来たせいで、脳のうが拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こして幻げん覚かくでも見せたのかと思った。

「……」

　なぜなら。

　そこにあったのは、これ以上ないくらいに見み覚おぼえのある顔だったから。

「あれって……」

　……乃の木ぎ坂ざかさんだよな？

　相変わらず不審な動きをしながら辺あたりの様よう子すをきょろきょろと窺うかがっているその顔は、信じられないが確かに乃木坂春はる香かだった。遠くからでもそのクレオパトラみたいに整ととのった顔立ちはまず間ま違ちがえようがない。だけど何だって乃木坂さん、あんな怪しげな動きを？

　そんな俺の疑ぎ念ねんにも、それどころか俺の存そん在ざいにすら気付いていない様子の乃木坂さんは、まるでこれから他ひ人と様さまのバイクを盗ぬすんで夜の街に走り出そうとしている十五歳みたいな神しん妙みような面おも持もちで俺の隣となりにあるもう一台の管理用パソコンまでやって来ると、何やら急いで操そう作さを始めた。傍かたわらに雑誌みたいなものが置かれているのが少しだけ見えるから、おそらくは貸し出し手続きをやっているんだろうが。

　カタカタと、キーボードを叩たたく音が聞こえる。

　やがて手続きも無ぶ事じに済すんだのか、乃木坂さんは一仕事を終えたドイツの職しよく人にんみたいな晴はれ々ばれとした表情でモニターから顔を上げた。そして出口へと足を向けようとして。

　俺と目が合ったのはその時だった。

「……」

「……」

　しばし、時が止まった。

「……」

「……」

「え……ど、どうしてここに？」

　どうしてって、それは俺が聞きたい。てかそんなＵＭＡでも見るみたいに驚おどろかんでも。そりゃ確かに俺と図書室なんかで出会う確かく率りつは、ビッグフットとの遭そう遇ぐう率りつ並なみに低ひくいかもしれんがさ。

「い、いつからいたんですか？」

「えーと、ちょっと前から」

「み、見ましたか？」

「？」

　何を？

「その、私が何を借かりたのか──」

「ああ、いやそこまでは見てないけど……」

「そ、そうですか、ほっ」

　なぜか辛からくもリストラ対たい象しようから外はずされた中年管かん理り職しよくみたいな安あん堵どの表情を見せる乃の木ぎ坂ざかさん。

「？」

「あ、い、いえ大したことじゃないんです。どうか気にしないでください。えっと、確か綾あや瀬せさんですよね。そ、それじゃ私はこれで」

　失礼します、と慌あわてつつも優ゆう雅がな仕し草ぐさで頭を下げて、乃木坂さんは出口へと歩き出す。だが俺の方に気を取られていたせいか、その進行方向に閲えつ覧らん用ようのイスとテーブルがあるのに全く気付いていなかった。

「あ……乃木坂さん、そっちは──」

「え!?」

　結けつ果か。

　ガラガラガッシャーン。

　ハデな音と共に、乃木坂さんはイスとテーブルを巻まき込こんで盛せい大だいに転ころんだ。それはもう年に一度あるかないかという、思わず拍はく手しゆをしたくなるほどの、これ以上ないくらい完かん膚ぷなきまでに見み事ごとな転びっぷりだった。

「い、いた……な、何でこんなところにイスが……」

　何でと言われても最初からそこにあるものはどうしようもないような。てか、いつも落ち着いて冷れい静せい沈ちん着ちやくな乃の木ぎ坂ざかさんらしくない失しつ態たいである。何かあったかのかな。弘こう法ぼうも筆ふでの誤あやまり？

　何にせよ放ほうっておくわけにもいかないので、とりあえず倒たおれている乃木坂さんに手を貸かす。ある意味自じ業ごう自じ得とくだろうが、さすがに目の前で転ころんでいる女の子（それもあの乃木坂春はる香かである）を助けないのは礼れい儀ぎに反する。これでも俺は全国紳しん士し検定二級の取しゆ得とく者しやなのだ。知らんけど。

「あ、す、すみません」

　目を丸くする乃木坂さんを立たせて、俺は床ゆかにばらばらと散ちらばった彼女の私物と思われるモノに目を遣やった。あーあ、ハデにやったもんだな。それらを拾い集めようと手を伸ばそうとした瞬しゆん間かん──

「だ、だめですっ！」

　信じられないような絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。辺あたりの空気が家族団だん欒らんの食事中に突然テレビでベッドシーンが始まった時みたいに一いつ瞬しゆんだけ凍とう結けつする。いや、ダメって何ですか？　まさかあなたなんかの汚きたない手で私の持ち物に触ふれるなと？　……なわけないよなあ。お嬢じよう様だけど、乃木坂さんはそういうキャラじゃないはずだし。

「？」

　乃木坂さんの制止の意味がよく分からなかったので、俺は構かまわずに落ちている雑誌を拾い上げようとした。

「だ、だからだめですってば！」

　すると乃木坂さん、何やら必ひつ死しの形ぎよう相そうでぱたぱたと、割り込むように俺の足元にある雑誌に手を伸ばしてきた。

　だが。

「えっ？」

　その進路上には、彼女の所しよ有ゆう物ぶつである数学のノートらしきものがあり──

「え、えっ!?」

　見み事ごとと言っていい命めい中ちゆう率りつで、彼女の足はそのノートの上に着地し──

「えっ、えっ、えっ!?」

　勢いよく踏ふみ出だされた足は、間にノートを挟はさむことによって、床との摩ま擦さつによる制限から限りなく解かい放ほうされ──

「きゃあああっ!!」

　そして、乃木坂さんの身体がきれいな円を描えがいて宙ちゆうを舞まった。一回転したその先には……本ほん棚だながあった。

　ガラガラガラガッシャーン！

　さっきとは比べ物にならないほどの壮そう絶ぜつな音と共に、乃の木ぎ坂ざかさんのフライングボディアタックを食らった本ほん棚だながあえなく倒たおれる。さらに倒れた本棚がその横にある本棚をなぎ倒し、さらにその本棚が隣となりの……という具合に、ドミノ倒しよろしく次々と本棚が倒れていく。

　全ての本棚が倒れきるまでに、さして時間はかからなかった。

「……」

　一いつ瞬しゆんにして、図書室は見るも無む惨ざんな廃はい墟きよへと変かわり果はてていた。

　えーと。

　何が起こったんだか、理り解かいがついてこなかった。

　目の前にあるのは、全ての本がぶちまけられ果てしなく悲ひ惨さんな状じよう態たいになった図書室と、思いっきり本棚に激げき突とつしておきながらなぜかほとんどケガのなさそうな乃木坂さん、そして床ゆかに散ちらばった彼女の私物。

　……俺、ここで何してたんだっけ？

　一いつ瞬しゆんほんとに分かんなくなりかけたが、床に散さん乱らんしている荷に物もつを見て何とか思い出せた。ああ、そういや乃木坂さんの荷物を拾い集めようとしてたんだっけな。

　乃木坂さんの方はとりあえず大だい丈じよう夫ぶそうだったので、俺は彼女の荷物集めを再さい開かいすべく一番手近にあった、すなわち足元に落ちたままであった雑誌を拾い上げ──

「……」

　──そして何となく、乃木坂さんの絶ぜつ叫きよう及び困こん惑わくの意味を理解した。

「……」「……」

　そこには、遺い伝でん子し学がく的てきにあり得えないほど蒼あお色いろの髪かみを風になびかせ、生物学的にあり得ないほど大きな瞳ひとみに数多の星を輝かがやかせている女の子が、スカートの裾すそを指でちょんと摘つまんで微ほほ笑えんでいるアニメ絵のイラストがあった。

　その下には、過か剰じように装そう飾しよくされた黄色の太字で『イノセント・スマイル』と書かれている。

「えっと……」

　言こと葉ばに詰つまる。これって……確か信のぶ長ながが言ってたやつだよな。でも何で乃木坂さんがこんなモノを──

　だがしかしそれ以上のことを考えるヒマは与あたえられなかった。

　直後に、俺の耳に信じられない音が飛び込んできた。

「う……うっ……ぐす…み、見られた。見られちゃいました」

　それが乃木坂さんの泣なき声ごえだと理解した時には、すでに状じよう況きようは俺の手ではどうしようもないものになりかけていた。

　騒さわぎを聞きつけたのか、辺あたりにはもう何人かのギャラリーが集まってきている。

「も、もうオシマイです……ぐす……」

　そう声を漏もらす乃木坂さん。

　いやむしろこの状じよう況きようでは、オシマイなのは果はてしなく俺の方な気がするが。

　周しゆう囲いの視し線せんがものすごくイタかった。放課後の図書室というロケーションということもありそこまでギャラリーは多くないのだが、それでもたまたまその場に居い合あわせた四、五人の生徒がまるで金を貢みつがせるだけ貢がせた挙あげ句く別れ話を切り出して女を泣なかせているダメ男でも見るようなイヤーな視線でこちらを眺ながめている。

「何あれ？　痴ち情じようのもつれ？　ごにょごにょ……」

「さあ？　でも男の方も大した顔してないのによくやるわ。ぼそぼそ……」

「本ほん棚だなもあの人が暴あばれて倒たおしたのかしら？　こそこそ……」

「あれって一組の綾あや瀬せくんだよね？　ひそひそ……」

　なーんて囁ささやきまで聞こえてきたりして。せめてもの救すくいと言えば、泣いているのがあの乃の木ぎ坂ざか春はる香かだとはまだ気付かれていないことくらいか。

「捨てないでって懇こん願がんする女の子を突き飛ばして、ついでに本棚まで倒したんだって」

「うわ、何それ。サイアク」

「女の敵てきよね」

「ダメ男」

　ひどい言われっぷりである。

　まあ客きやつ観かん的てきに見れば確かに俺が乃木坂さんを泣かしているように見えなくもない。というかそれ以外の何でもないだろう。ものすごく不ふ本ほん意いながら。

　何にせよ一つだけ確かなことは。

　これ以上この場に居い続つづけようものなら、明日には俺の名前が（悪い意味で）学校中に轟とどろいているだろうことは間ま違ちがいないということだった。

　そういうわけで。

　逃にげるが勝ちの先せん人じんの偉い大だいなる教えに従したがって（もう遅おそいかもしれんが）、俺は床ゆかに散ちらばっている荷に物もつを電でん光こう石せつ火かの勢いきおいで拾い集め、そしていまだに泣いている彼女の腕うでを取ると、逃げるように──いや実じつ際さい逃げるのだが──図書室を出た。後ろからは、

「あ、逃げた」

「誘ゆう拐かい？」

「愛の逃とう避ひ行こう？」

「前者でしょ。火を見るよりも明らかに」

　なんていうありがたい声が聞こえてきやがった。うう。何だって犯はん罪ざい者しや扱あつかいまでされないといけないんだ。何も悪いことはしてないのに。

　などと俺まで泣きたい気分になってきたが、女の涙なみだは真しん珠じゆであるが男のそれはただの塩水である。ナメクジは溶とかせるかもしれんが他には何の役にも立たない。

　しかし……何だってこんなことになったんだか。

　どこか人目につかない場所を探さがしながら、俺は心の中で出しゆつ荷か直前の食肉牛よりも重たいため息いきを吐ついたのだった。







　そんなわけで。

　ダメ男や犯はん罪ざい者しや呼よばわりされながら辛からくも図書室からの脱だつ出しゆつに成功した俺、というか俺たちは、現在屋おく上じようにいた。落ち着いて話が出で来き、かつ人目がないところなど、俺のキャパシティの少ない頭ではここくらいしか思いつかなかったのだ。

　乃の木ぎ坂ざかさんはいちおう泣なき止やんでいた。泣き止んではいたのだが……ただ今にも死にそうな顔で、呆ぼう然ぜんとしたまま肩かたをふるふるとチワワみたいに震ふるわせている。その姿すがたはいつもの完かん璧ぺきな『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』である乃木坂さんとはほど遠く、あまりにも弱々しいものであり、ああ乃木坂さんってこんなに小さかったんだっけなんてことを考えたりもして。

　ともあれ、普ふ段だんはあんなに落ち着いてしっかりしている乃木坂さんをここまで混こん乱らんの極きわみに陥おとしいれた原げん因いんだが、まあ一つしかないだろうな。

　俺の左手に抱かかえられた『イノセント・スマイル』。

　さっきは突とつ然ぜんのことで俺も何が何だか分からなかったが、少し落ち着いて考えてみれば何だってあんなに乃木坂さんが取り乱したのかがよく分かる。

　まあつまり。

「乃木坂さんって……アキバ系だったんだな」

　俺の言こと葉ばに、塞ふさぎこんでいる乃木坂さんが一いつ瞬しゆんだけぴくっと反はん応のうする。やっぱビンゴか。ふむ、なるほど。道どう理りで昼休みに信のぶ長ながの発した『イノセント・スマイル』の単語に反はん応のうしたわけだ。……なんて冷れい静せいに分ぶん析せきしてる場合じゃないな。

　乃木坂さん、すげえ沈しずんでるし。

　どうも乃木坂さん、自分がアキバ系であることを知られたのが相そう当とうショックだったみたいだ。まあ確かに意い外がいではあるし、世せ間けん一般においてマイノリティに属する部類の趣しゆ味みではあることは否ひ定てい出来んが、普段からこのテのモノは信長の部へ屋やで腐くさるほど（比ひ喩ゆではなく）見ているせいもあり、実のところ俺はそんなに抵てい抗こうを感じていなかったりする。

「あのさ、乃木坂さん」

　なので俺はフォローすることにした。

「……はい」

　死んだシーラカンスみたいな目。

　一瞬怯ひるむ。

「あー、今日見たことは、俺忘わすれるからさ」

「え？」

　それまで萎しおれた花みたいだった乃の木ぎ坂ざかさんの表情に、ようやく少しだけ生せい気きが戻もどる。

「なんつーか、別に俺は乃木坂さんがそうでも全然気にならないんだが……でも乃木坂さんは知られたのがショックだったんだろ？　だから、今日のことは忘わすれる。だれにも言わないし、乃木坂さんの前で蒸むし返かえすこともないから、心しん配ぱいしないでいい」

「……」

　俺の台詞せりふを、鹿しかが目の前でハンターに散さん弾だん銃じゆうを乱らん射しやされた時みたいなぽかんとした顔で乃木坂さんは聞いていた。あれ、そんな変なこと言ったか、俺？

「……」

　しばらくの間乃木坂さんはそのまま静せい止ししていた。ぴくりとも動かなかった。うーん。これはネジでも巻まいてやらないとマズイかなとか思い始めた時に。

「あの……綾あや瀬せさんは、私のことバカにしないんですか？　変な目で見ないんですか？」

　そう言った。

「変な目？　何で？」

「だって……その、あの、こういう趣しゆ味みに対して、大たい抵ていの人は否ひ定てい的てきな感情を向けるものです。だから──」

　何かヤな思い出でもあるのか、ちょっと辛つらそうに乃木坂さんはそう言った。否定的ね。まあその言こと葉ばはある程てい度どは真しん理りをついているかもしれんが──

「乃木坂さんの言ってることは分からないでもないけどな……でもそういった趣味を持ってても普ふ通つうのやつは普通のやつだし、そうじゃなくたって変なやつは変なやつだ。少なくとも俺はそれだけで人の全てを判はん断だんしようとは思わないぞ」

　信のぶ長ながなんかがいい例だろう。あいつは真性のアキバ系であり性せい格かくも少々……いやかなり変わってはいるが、それでもけして悪いヤツじゃない。そうでなきゃいかにクサレ縁えんだからって十年以上も友好関係が続くわけがないし。

「で、でも……」

　納なつ得とくがいかないという顔の乃木坂さん。うーん。どう言えばいいんだろ。

「だからさ、そういう趣味があったって乃木坂さんは乃木坂さんだろ？　それが変わるわけじゃないんだから、別にいいじゃん」

「私は……私？」

　乃木坂さんがつぶやいた。

「ああ。アキバ系だなんて言ったって結けつ局きよくは趣味の一つにすぎないんだし。要ようはそいつの性格に付いたオマケみたいなもんだと俺は思う。そのオマケが少し人と違ちがってたって、そんなのその人のちょっとした個性の一部にすぎないだろ。人としての肝かん心じんなモノはもっと根っこの方にあるんじゃないのか？　それに……」

「……それに？」

「んー、うまく言えないけど、乃の木ぎ坂ざかさんにもそういう意い外がいな一面があるって分かって、何か新しん鮮せんっていうか……」

「え……」

「何か乃木坂さんを少し身近に感じた気がして嬉うれしかったっていうか……」

　乃木坂さんの顔が完かん熟じゆくトマトみたいに真っ赤になる。

　まあ自分で言っていて果はてしなくお気き楽らくな台詞せりふのような気もするが、でも実じつ際さいこれは俺の正直な気持ちなんだからしかたないだろ。

　だけど乃木坂さんは、ものすごく真しん剣けんな目で聞いていた。

「そんなことを言ってくれた人は……初めてです」

　そりゃあそうだろう。俺だってこんな機き会かいじゃなきゃ『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にこんなことはとても言えまい。畏おそれ多くて。

「ま、とにかくそういうことだから。あんまり気にしない方がいいと思うぞ」

　何か乃木坂さんは固まったままだったので、俺は雑誌を渡わたすと、軽く彼女の肩かたを叩たたいて屋おく上じようを後にした。そのまま階段を下りて、昇降口で靴くつを履はき替かえ、校門を出る頃ころに至いたってようやく自分の行動を振ふり返かえる余よ裕ゆうが出てきた。

　……あの乃木坂春はる香かに説せつ教きようをしてしまった。

　今さらながらにとんでもないことをしちまったんじゃないかとちょっとだけ後こう悔かい。ものすごいクサイ台詞も言ってたような気がするし。てか、それまでほとんど話したこともなかったクラスメイトにいきなり偉えらそうに説教かますなんて俺の方がよっぽど変なヤツのような。まあ過すぎたことを今さら言っても後のカーニバルなのだが。

　ともあれ、こんなカタチで乃木坂春香と関かかわることは、もうあるまい。

　何せ彼女は学校一の美少女であり成績学年トップの才さい媛えんであり日本でも有数のお嬢じよう様、かたや俺はこれといって特とく徴ちようのないごくごく普ふ通つうの一般市民である。柄がらにもなく慌あわてたり動どう揺ようしたりする乃木坂さんを知って少しだけ身近に感じたりはしたんだが、しょせんは住む世界が違ちがう人間。本来交まじわることのない二本の線がほんの偶ぐう然ぜんでたまたま重なり合ったにすぎない。それだけのことだ。

　と、この時はそう思ってたんだが。
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　それからしばらくは、特に何事もなく平へい穏おんに過ぎていった。

　乃木坂さんはいつもと変わらずお嬢様だったし、俺も俺で相変わらず適てき当とうな学園生活を送っていた。朝は遅ち刻こくギリギリの時間に登校して、睡すい魔まと戦いながら授業を受けて、休み時間は永なが井いたちとだべりつつ、放課後は信のぶ長ながのやかましいうんちくを聞きながらつるんでゲーセンに行ったりする。特に目もく標ひようとか将来の夢とかもなく、だらだらと何となく過ごす退たい屈くつかつ予定調ちよう和わな日々。愛すべきルーチンワーク。

　だけどそんな変わりばえのしない日々の中、一つだけ俺にとって変化があった。

　それは。

　何だかあの日以来、乃の木ぎ坂ざかさんの姿すがたを目で追おってしまうことが多くなったことだ。教室とかで、ふと気付くと彼女のことを見ている自分がいる。うーん、これは何なんだろうね。

「それはねー、恋だと思うよー」

「うおっ」

　横からいきなり信長のアホ顔がにゅっと飛び出してきた。

「やっほー、裕ゆう人と。昼ご飯いっしょに食べようよー」

「お前……いつ来た？」

　全然気け配はいとか感じなかったぞ。

「ふふー、無音移い動どう術じゆつは僕の四十八ある特技の一つなんだよー」

　……こいつとは十年以上の付き合いになるが、いまだにその全容を把は握あく出で来きん。まあ把握したいとも思わんのだが。

　それはともかく。

「恋ってどういう意味だよ、信長」

「どうもこうもそのまんまー。あ、錦にしきとか真まとかが付く方じゃなくて、もちろんラヴの方だよー」

　それくらい分かるわ。そうじゃなくてだな──

「でもねー、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』はやめといた方が無ぶ難なんだと思うよー」

　相変わらず人の話なんて聞かずに、信長は隣となりの席せきからイスを持ってきて俺の正しよう面めんに座すわり、マイペースで話を進め始める。

「何ていうか裕人には少し敷しき居いが高すぎるっていうかー、うーん、身分違ちがいってやつ？」

「む」

「裕人は知らないと思うけどねー、入学以来約一年間で『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』に告こく白はくした人の数は男子七十八人に女子十六人、計九十四人で全校生徒の約二十パーセントだよー。んで玉ぎよく砕さい数すうもぴったり九十四人で撃げき墜つい率りつ一〇〇パーセント。あれはすごいねー、ニュータイプもびっくりだしー」

　いや……乃木坂さんが人気あるのは知ってたが、女子十六人って何だよ、女子って。それに何だってこいつはそんなに詳しよう細さいなデータを持ってやがる？

「これくらいの情報収集は現代に生きる者として当然だよー。ちなみに『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』のパーソナルデータもある程てい度どなら分かるよ。えっとー、乃木坂春はる香か、十六歳、十月二十日生まれ、身長百五十五センチ、得意科目は全科目、苦にが手て科目はなし、家族構成は祖そ父ふと両親、三つ年下の妹が一人──」

　何やらポケットから手帳のようなモノを取り出しそんなことをつらつらと語る信のぶ長なが。……こいつ、ストーカーか？

「あ、その変へん質しつ者しやを見るみたいな目、失礼だなー。僕は生なま身みの女の子になんか興きよう味みないんだよー。やっぱり女の子は二次元に限るしねー。その中でも最近はネコミミメイドさんが特にツボかなー」

　そんなことまで訊きいてねえ。それに反論するところが明らかに違ちがうだろ。

「それにねー、今のご時じ世せい、これくらい調べようと思えばだれでも簡かん単たんに調べられるんだよー。情報化社会っていいよねー。情報保ほ護ご条例だプライバシーだなんて言っても、その気になれば結局個人情報なんて筒つつ抜ぬけだしー。他にもだれかの情報が欲しい時にはいつでも言ってよー、うちの学園の生徒のことなら大たい抵てい分かるからー」

　虫も殺さないような笑え顔がおでそう言う信長。

　……恐おそろしいヤツだ。こいつだけは敵てきに回さないように気を付けよう。

「で、まあそんな感じだからさー、残念だけど裕ゆう人とが『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にアタックしても九十九・九パーセントの確率で玉ぎよく砕さいすると思うんだよねー。聞いた話によると、ふられた人たちの中にはイケメンで有名なバスケ部キャプテンの佐さ々さ岡おか先せん輩ぱいとかもいたらしいってよー。ま、この人、実はプチ整せい形けいなんだけどさー。でもそんな人でも取り付く島もないくらいにきっぱりと断ことわられちゃってるらしいしー。だから裕人じゃねー」

「……憐あわれむような目で人を見るな」

「いや裕人が悪いって言ってるんじゃないんだよー。ただ相手が悪すぎるっていうか、何しろ『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』はうちの学園最強だからねー。…………と、まあいちお忠ちゆう告こくはしてみたけどさー」

　ちょっとだけ肩かたをすくめるような素そ振ぶりをして、信長は笑う。

「でもでもー、裕人がどうしてもやるっていうなら僕は応おう援えんするよー。何てったって大事な幼おさな馴な染じみだしねー」

　男で幼馴染って、何かイヤな響ひびきだな。いやそれより、

「……って、だからそもそも俺は乃の木ぎ坂ざかさんにアタックするつもりなんてないんだっつーのに」

「そうなのー？」

　そうなのも何も、最初からだれもそんなこと言ってない。

「まあ裕人がそう言うなら別にいいけどさー、でもこういう言こと葉ば知ってるー？」

　にやり、と珍めずらしく人をからかうような表情を浮うかべて、信長のヤツはこんなことを言いやがった。

「〝気になり始めが恋の始まり〟って。ばーい朝あさ倉くら信のぶ長なが」

　めちゃくちゃ語ご呂ろの悪い格かく言げんだった。てか、格言ですらないし。




　信長のヤツにヘンなことを言われたせいで、それ以来乃の木ぎ坂ざかさんのことを目で追おってしまう頻ひん度どがさらに高くなってしまった。授業中、休み時間、放課後、気付けば彼女の姿すがたを探さがしてしまっているのである。我ながら、こりゃ重じゆう症しようだな。




　そしてそんなこんなでさらに何日かが過ぎ。

　事件が起こったのは、あの日からちょうど二週間後の朝のことだった。







　　　　３




「あー、これから持ち物検けん査さを行う。各自、カバンの中身をよく見えるところに出すように」

　担たん任にんの田た鍋なべ繁しげ夫お（三十八歳♂独身）の言こと葉ばにクラス内が少しざわめいた。持ち物検査は抜ぬき打うちで行われるのが通例だが、それでもやはり抵てい抗こうがあるんだろう。

「静かにしろー。それじゃあ今から回るんで、男子は私、女子は上かみ代しろ先生に見せるように」

　上代先生はうちのクラスの副担任であり、去年女子大を卒業したばかりのうら若き音楽教師である。先生ぶった偉えらそうなところがない気さくな人で生徒にも非常に人気がある。加えて美人だし、きれいだし、かわいいし、スタイルも……ご、ごほん。まあそれは余よ談だんだが。

　そんなことよりも、持ち物検査と聞いて一つ頭に引っかかったことがあった。

　……まさかとは思うけど、乃木坂さん、あの本を持ってるなんてことないよな？

　うちの学校の図書室の貸し出し期間は二週間。乃木坂さんがギリギリまであれを借りていたとすれば、返へん却きやく日びはちょうど今日ということになる。いやしかしいくら何でもまさかそんな運の悪いことはあり得えないだろ──

　何なに気げなく、俺は右斜ななめ後ろ遠くにある彼女の席せきを見た。

　そこには、殺人事件の被ひ害がい者しやみたいに蒼そう白はくな顔をした乃木坂さんがいた。

　……うわあ、絶ぜつ対たい持ってるよ、この人。

　それはもう明日も太陽が東から昇るのと同じくらいの確信だった。

「はい、それじゃみんな。すぐに終わるから、少しだけガマンしてね～」

　上代先生の指し示じで女子が皆カバンの中身を机に出し始める。乃木坂さんも仕し方かたがないといった感じでそれに従う。教科書や楽がく譜ふに紛まぎれて、二週間前に見たあの雑誌のようなものが机の上にちらりと見える。

　さてどうするか。

　しばし思し考こう。いや別にこのまま放ほうっておくっていう選せん択たく肢しもある。というか助けてやらなければならない必ひつ然ぜん性せいは特にはない。

　でもなあ。

　二週間前の乃の木ぎ坂ざかさんの泣なき顔がおが頭をよぎる。俺に見られただけであんな死にそうな顔して泣いていたのに、それをクラス全員に見られようものならどういう風になるのか。うーむ、まるで想そう像ぞうもつかない。だがどう考えても好ましい状じよう況きようにはならないだろうってことだけは分かる。どうも乃木坂さん、いつもは完全完かん璧ぺきなお嬢じよう様な反面、不ふ測そくの事じ態たいってやつに弱そうだし。

　ま、仕し方かたないか。たとえそれが泥どろ舟ぶねであろうとタイタニックであろうと、これも乗りかかった舟ってやつである。多少力ちから業わざになるが、相手は上かみ代しろ先生だしまあ何とか出で来きないこともなくはない。肯こう定ていの否ひ定ていの否定は肯定。助ける手しゆ段だんがあるってのにみすみす何もしないってのも目め覚ざめが悪いしな。

　俺は手を上げて言った。

「あの、急にハラが痛いたくなってきたんで、トイレに行ってきてもいいですか？」

「んー、何だ、朝から食いすぎか？　まあ別に構かまわんぞ。お前の検けん査さはもう終わっとるし。好きなだけどんと出してこい」

　無む自じ覚かくに微び妙みようにデリカシーのないことを口にする田た鍋なべ繁しげ夫お三十八歳。微び苦く笑しようがあちこちから上がる。そんなんだからいまだに結婚出来ないんだと思うんだが。まあ別にいいけどな。俺はさも辛つらそうな風を装よそおって前ぜん傾けい姿し勢せいで教室の出口へと向かう。その途と中ちゆうには……乃木坂さんの席せきがある。

「ちょっと悪い」

「えっ？」

　すでに少し泣き出しそうだった乃木坂さんにだけ聞こえるようにそう言って、俺は床ゆかに置いてあるだれかのカバンにつまずいたフリをしてそのまま彼女の机に身体ごと突っ込んだ。

「え、え、きゃっ！」

　机が倒たおれ、勢いきおいでその上にあった教科書や楽がく譜ふその他もろもろが床に散ちらばった。乃木坂さんが小さな悲ひ鳴めいをあげ、一いつ瞬しゆんだけ周しゆう囲いはちょっとした混こん乱らん状じよう態たいになる。

「乃木坂さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ちょっと綾あや瀬せ、さっさとどきなさいよ！」

「あんた、邪じや魔ま！　乃木坂さんから離はなれて」

　辺あたりからはそんな台詞せりふが響ひびく。……一人くらい俺の心しん配ぱいをしてくれてもいいのに。

「あ～、もう。何をやっているの綾瀬くん」

　見かねたのか上代先生が駆かけ寄よってきた。

「すいません。早くトイレに行こうと気が急せいて、つまずいちゃって」

「気が急せいて……ねえ。もう、いいから早く行ってきなさい。片付けはこちらでやっておくから」

「お願いします」

　どこか含ふくみのある笑えみを浮うかべる上かみ代しろ先生に頭を下げ、早足で教室を出た。

　ハラを押おさえたまま廊ろう下かを進みトイレに入る。さらに個室に入って鍵かぎを閉めたところで周まわりを確認。いや男子トイレの、それも個室を覗のぞいている物好き（というか変へん態たい）なんているはずもないんだが、念ねんには念を入れてである。トイレ内にだれもいないことを確認して、俺は制服のハラの部分から長方形の物体を取り出した。言わずと知れた『イノセント・スマイル』である。蒼そう髪はつの女の子の微ほほ笑えみがやけにまぶしい。よし、どうやら無ぶ事じ回かい収しゆうに成功したみたいだな──

「……あれ？」

　と思ったら、その下から何か出てきた。やたらと高価そうな青緑色の本。これって……楽がく譜ふか？　そういえば乃の木ぎ坂ざかさん、机の上にそんなもんも出してたような気も。どうも慌あわてていたため余よ計けいな物まで持ってきちまったみたいだな。

「フランツ = リスト作曲、メフィストワルツ第一番Ｓ５１４……」

　何やらすごいタイトルである。悪あく魔まのワルツ？　中をちらりと見てみると、何が何だか分からないほどの数のオタマジャクシが乱らん舞ぶしていた。うわ、すげえ。ピアノのことはアリンコ並なみによく分からんのだが、それでもこれが普ふ通つうの高校生に弾ひけるような代しろ物ものじゃないことくらいは見た瞬しゆん間かんに理り解かい出で来きた。乃木坂さん、こんなとんでもないもんをやってるのか。さすがというか何というか。

　改めて乃木坂さんの才さい能のうに感心し、俺はその分厚い楽譜を閉じようとして…………

　…………閉じようとして、視し界かいの隅すみにそれを見付けてしまった。

「……」

　これは、イラストなんだろうか？　楽譜の端はしっこに血に飢うえた人ひと喰くいグマのようなすさまじく目付きの悪いキャラクターが指し揮き棒ぼうのようなモノを手に立っていて、「ここは速はやく弾きすぎないように要注意♪」との台詞せりふが、イラスト本体とは対たい照しよう的てきにやたらとかわいらしいフキダシ（ピンク色）の中に書かれている。

　いや〝ような〟と表現したのは、それが人喰いタヌキにも見えるし、人喰いイヌにも見えるし、出来損そこないのゴジラのようにも見えるからであり、さらに手にしているモノもサーベルにも見えれば特とく殊しゆ警けい棒ぼうのようにも見えるし、デッサンの狂くるったライトセイバーのようにも見えるからである。

　端たん的てきに言ってしまえば、ヘタクソだった。

　絵心のある幼稚園児ならもうちょっとマシに描かけるんじゃないかってくらい、ヘタだった。

「……見なかったことにしよう」

　色んな意味でそれが正解のような気がする。きっと、世の中には知らない方がいいことってのは存そん在ざいするのだ。知らぬが仏。

　ちょっとだけ諦てい観かんして、俺は静かに楽がく譜ふを閉じたのだった。







　その日の放課後、俺は上かみ代しろ先生に職員室に呼よび出だされた。

　どうも朝のあの時にやった小こ細ざい工くを見み抜ぬかれていたらしく、

「さて、あの時、何を隠かくしたのかしら？」

　青少年には少しばかり目に毒どくなすらりとした長い脚あしを組み替えながら、いきなりそんな質問をしてきた。まあ確かにあんな三さん文もん芝しば居い、この人相手ならばれていても不ふ思し議ぎじゃない。さて何と答えようかと僅わずかに悩なやみ、

「えー、隠したのは認みとめますけど、別に校則禁止品とかじゃないんですよ。一身上の都つ合ごうというか何というか、緊きん急きゆう避ひ難なんというか乙女の危き機きというか」

　結けつ局きよく、自分でも何言ってんだかよく分からないそんな返答を返すと、上代先生は契けい約やくを完了した小こ悪あく魔まみたいににやりと笑った。

「ふ～ん、まあ裕ゆうくんがそう言うなら信じるけど。で、庇かばった相手は春はる香かちゃん？」

「いや、それは」

「違ちがうの？」

「う……」

　何か……全部お見通しみたいだな。さすが年の功こう、とか言うとおそらく本気で殴なぐられるだろうから余よ計けいなことは口にしないが。

「うんうん、みなまで言わなくていいから。そっか、そういうことならこの件は不ふ問もんということにしておきましょう。う～ん、若いって、青春っていいわねえ。煌きらめく青春、駆かけ抜ぬける十代。あ～私もあと五歳若ければな～」

　妙みように嬉うれしそうに目をキラキラとさせる上代先生。何だか確実に勘かん違ちがいしてる部分がある気がするのだが、説明してもスイッチが入ったこの状じよう態たいじゃあおそらく聞きゃあしないだろう。ムダな行動は控ひかえることにする。

「やっぱりね～、若い頃ころってのは色々な経けい験けんをすべきだと思うのよ。二ふた股また、三角関係、何でもありね。そういった経験がコヤシとなってやがて泥どろ沼ぬまの六角関係くらいに──」

　そのまま五分が経けい過か。

　ひとしきりあっちの世界に飛んで満足したのか、上代先生はもう一度その色っぽいおみ脚あしを組み替えて言った。

「うん。話はそれだけだからもう行ってもいいわよ。…………て、待った。もう一個あったの思い出した。ねえ裕くん、私の携けい帯たいどこにいったか知らない？　昼休みに楽譜を借かりに行ったあたりから行方ゆくえ不明なのよ」

「そんなもん俺が知るはずないじゃないですか……」

「そう？　実は裕ゆうくんが隠かくしたとかない？　ほら、好きな子にはついつい意い地じ悪わるをしたくなっちゃうっていう思し春しゆん期きの男の子特有の心しん理りで──」

「激はげしく否ひ定ていします」

「そこまではっきり言われるとおねいさん、ちょっと傷きず付つくわねえ」

「……」

　ウソつけ、と小声で突っ込むと。

「うわ、ひどい言い草。ウソなんだけど。……それにしてもどこに忘わすれたのかしら。おかしいわねえ。ま、いいや。今日一日探さがしてみて見付からなかったら対たい策さくを考えましょう」

「適てき当とうですね……」

　俺が言えた台詞せりふじゃないかもしれんが。

「そうかしら？　う～ん、にしてもキミと春はる香かちゃんかあ……意い外がいと言えば意外なカップリングよね」

「いやカップリングって……」

　話を戻もどされてしまった。しかもやっぱり間ま違ちがった認にん識しきだし。

「いいのよ、隠さなくても。おねいさんには全部分かってるって言ったでしょ？」

「だから隠す隠さないじゃなくてですね……相手はあの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』ですよ？　俺なんかじゃ泣なきたいくらいに釣つり合あわないし、それにそもそもが全部誤ご解かいなんですって」

　しかし。

「身分違ちがいの恋こい。ステキねえ……」

　ダメだこりゃ。まったく……ほんとに人の話なんて聞きやしない。

「……相変わらずですね、由ゆ香か里りさん」

　さすが姉貴の友達だけのことはある。ま、並なみの神しん経けいじゃあの女の友達なんて務つとまらないってことか。……しかし、俺の周まわりって何でこんな人ばっかなんだろうな。信のぶ長ながしかり、三バカしかり、由香里さんしかり、姉貴しかり。類るいが友を呼よんでるとは……考えたくない。

「こら、学校では上かみ代しろ先生って呼びなさい」

　自分は人のこと名前で呼ぶクセに……と一いつ瞬しゆん思うのだが、

「私はいいのよ。セ・ン・セ・イだから」

　などと茶ちや目めっ気たっぷりにウインクしながら言われようものなら、反論する気もなくなるってもんである。ま、とりあえず用事は済すんだみたいだしと教室に戻ろうとした俺に、由香里さんは部下のＯＬにセクハラするオヤジ中間管かん理り職しよくみたいな顔で、実に楽しげにこんなことを言いやがった。

「今日は校医の斉さい藤とう先生は出しゆつ張ちようだから、保健室のベッドは空あいてるわよ～。がんばれ、青少年～！」
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　職員室を出ると、乃の木ぎ坂ざかさんが立っていた。

　例えるならチューリップの花か壇だんに咲く一いち輪りんの白しら百ゆ合りのように、控ひかえめでありながらしかし他とは違ちがう確かな存そん在ざい感かんを持って、静かにそこに佇たたずんでいた。

「あ……」

　乃木坂さんは俺を見ると、頭の白いカチューシャをいじりながら何か言いたそうな顔で一歩前に出た。

　少しの間、乃木坂さんは何かに迷まよう素そ振ぶりを見せたまま立たち尽つくしていたが、やがて決心がついたのか、

「あ、あの綾あや瀬せさん──」

　その桜色の唇くちびるを動かして何かを言おうとしたのだが、

「あれ、あそこにいるのってもしかして『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』じゃねえ？」

　どこからか聞こえてきたそんな声にあっけなく遮さえぎられた。

「え、どこだ？」

「ほれ、あそこあそこ」

　見ると廊ろう下かの向こうで数人の男子生徒たちが、こちらをあからさまに指差しながら何やら話をしている。

「ほんとだ。ん……何か男に話しかけられてるみたいだぞ」

「ナニィ！　男だあ？」

　男子生徒の一人が、殺さつ気きだった声を上げる。

　そういえば色々あって少しだけ忘わすれかけていたが、乃の木ぎ坂ざかさんって有名人だったんだよな。それも超が付くほどの。その超有名人が職員室の前で深しん刻こくな顔をして男（俺だが）と二人きりで向かい合ってりゃあ、そりゃ目立つか。

「え、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』がいるって？」

「男と？」

「なになに、何かあったの？」

　男子生徒の叫さけびが聞こえたのか、その辺を歩いていた他の生徒まで足を止めて、興きよう味み深ぶかそうな目で俺たちをじろじろと眺ながめ始はじめる。中にはわざわざ近くまで寄ってくるやつらもいるし。あっという間まに俺たちは野や次じ馬うまに囲かこまれてしまっていた。

　うーむ。

　恐おそるべきは『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の知ち名めい度どである。公共の場で二人でゆっくり話すことも許ゆるされないってわけか。プライバシーって言こと葉ばがこれほど無意味に感じられたこともないな。まあ連中の興味は俺ではなく百二十パーセント乃木坂さんに向けられているわけであり、俺が偉えらそうに言える台詞せりふじゃないんだが。

　んなことを考えている間にも、野次馬の数はどんどんと増ふえてくる。ざっと見ただけでも……こりゃすでに二、三十人はいるな。どこから集まってきたんだか。

　何にせよ、これ以上この場に留とどまることは百ひやく害がいあって一いち利りなしだった。こんなに人がいるところで話も何もあったもんじゃない。

　ならば採とる手しゆ段だんは一つである。

「乃木坂さん、行こう」

「え？」

　生まれたてのカルガモみたいにきょとんとしている乃木坂さんの手を取って、俺はこの場から離り脱だつすべく全速力で走り出した。何か俺、乃木坂さんといっしょにいる時は逃にげてばっかな気がするな。

「おい、何だあいつ、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』と馴なれ馴なれしく手なんか繫つなぎやがって！」

「何ぃ、手だと！」

　人ひと垣がきをかき分けながら走っていると、野次馬の一角から罵ば声せいがあがる。

「ちくしょう！　待ちやがれ！」

「許ゆるせねぇ……」

「くそ、てめぇ、顔は覚おぼえたからな！　今度見かけたら簀す巻まきにして屋おく上じようから吊つるしてやる！」

　なんて、すげえ物ぶつ騒そうな台詞せりふが聞こえてきたりもした。何かそいつらの額ひたいに『春はる香か様命～星屑守護親衛隊～』とか書かれた真っ赤なハチマキが巻かれていたように見えたのは、俺の目の錯さつ覚かくだと思いたい。

　……というか、錯覚であることを心から願います。







　で、俺たちがやって来たのは、今回もまた屋上だった。

　ただしあの時とは異なり乃の木ぎ坂ざかさんは泣ないておらず、むしろ俺の方が半泣き状じよう態たいだったが。うう、まさかウワサだと思ってた秘ひ密みつファンクラブが実じつ在ざいしたとは。この分じゃ後で信のぶ長ながに頼たのんで情報操そう作さをしてもらわなきゃなるまい。ヤツにムダな借かりを作るのはイヤだが、さもないとほんとに屋上から吊るされかねんからな。

　殺さつ人じん鬼きみたいな目をしてたファンクラブ員たちを思い出し憂ゆう鬱うつになる。

　それにしても今さらながらに乃木坂さんの人気のすごさというものを思い知らされる一件だった。あの分だとファンクラブの会員数が三桁けたを超えているってのもおそらく事実だろう。三桁というと学園の総生徒の四分の一に近い数。つまり（女子も含めて）四人に一人は乃木坂さんのファンということになる。これって、ものすごいことだよな？

　その乃木坂さんであるが、さすがに疲つかれたのか今は俺の隣となりで息いきを弾はずませていた。ま、あんだけ走れば当然か。

　とりあえず乃木坂さんが落ち着くのを待って、俺は口を開いた。

「えっと、何か話、あるんだよな？」

　まあ何となく内容の想そう像ぞうはついていたが。

「あ、はい。その、朝のことで……」

　ようやく息を整ととのえた乃木坂さんが顔を上げる。

　やっぱりそうか。考えてみれば、乃木坂さんがわざわざ俺なんかに声をかけてくる理由なんてそれくらいしか思いつかない。……自分で言っててちょっと切ないが。

「あー、あの時はいきなり突っ込んで、悪かった」

　俺がそう言うと乃木坂さんはちょっと慌あわてて、

「え？　あ、ええ。それは良いんです。いえ、良くないのですけれど……」

　どっちだ。

　すると乃木坂さん、今度は突とつ然ぜんヒヨコみたいに頭をぴょこっと下げた。いっしょにさらさらの髪かみの毛が揺ゆれて、柔やわらかないい香かおりがふんわりと漂ただよう。

「その……あの時はありがとうございました。私のこと、助けてくれたんですよね？」

「あー、まあ」

　助けたというか単に放ほうっておけなかったというか。俺はいちおう乃の木ぎ坂ざかさんの秘ひ密みつを知ってしまっているわけだし。

　乃木坂さんがクスリと笑った。

「綾あや瀬せさんって、いい人なんですね」

「いい人……」

　女が男に向かっていい人と言う場合は大たい抵ていが〝どうでもいい人〟の意味なので、何だか素す直なおには喜べない。もちろん今の乃木坂さんの言こと葉ばにはそんな含ふくみはないんだろうが。

「とにかくお礼が言いたかったんです。綾瀬さんのおかげで、その、私が『イノセント・スマイル』を持っていることが知られないですみました。だから、本当にありがとうございました。そして……ごめんなさい。私のせいで呼よび出だされちゃったりして……」

　再ふたたび頭を下げられる。

「いや別にそんな気にしないでもいいって。呼び出されたっていっても上かみ代しろ先生なんだから」

「でも……」

「いいからいいから」

　何度もそう言うとようやく納なつ得とくしてくれたのか、乃木坂さんはやっと頭を上げてくれた。

「綾瀬さんには、お世せ話わになりっぱなしです、私」

　はにかんだ笑え顔がおを見せる乃木坂さん。うーん、何かそんな風に改あらためてお礼ばっかり言われると照てれるな。

　なので話題を変えることにしよう。

「そうだ、それよりこれ、返しておくから」

　いちおう周まわりに他の生徒の姿すがたがないことを確認して、カバンから『イノセント・スマイル』と楽がく譜ふを取り出す。

「あ、その楽譜も、綾瀬さんが持っていたんですね」

「ああ、回かい収しゆうする時につい勢いきおいあまって。にしてもすごい楽譜だよな、これ。乃木坂さん、弾ひけるのか？」

　尋たずねると乃木坂さんはちょっと照れたように、

「ええ、今練習中の曲なんですけど……だいたいなら」

　そううなずいた。やっぱり弾けるのか。タイトル通り、とても人間が弾くような代しろ物ものには見えなかったんだが。

　素直に感心していると、乃木坂さんは何かを思い出したかのように「そ、そういえば……」と、はっと顔を上げた。

「あ、あの……もしかして、見ました？」

　微び妙みように動どう揺ようの混まじった声で乃木坂さん。ええと、見た、と言うと？

「その……色々と、描かいてあったでしょう？」

　上うわ目め遣づかいでそう尋たずねてくる。

「あ、あー」

　あの人間を二、三人殺してエサにしてそうなクマのアレか。インパクトだけは強かったので、よーく覚おぼえている。というか一度見たら三日くらい夢に見そうだったし。もちろん悪あく夢むで。

「ごめん。見た……というか目に入った。ちらっとだけど」

「や、やっぱり見たんですね？」

　乃の木ぎ坂ざかさんが顔を伏ふせる。うーむ、やっぱりあれは見てはいけないモノだったのか。禁きん断だんの果か実じつ。どうフォローをしようか頭を悩なやませていると、だが次の瞬しゆん間かん、意い外がいな言こと葉ばが乃木坂さんから発せられた。

「それで、あの、どうでしたか？」

「え？」

　どう、と言うと？

「その……上う手まく描かけていたでしょうか？　だれかに見せるのは初めてなんです」

　目をキラキラと輝かがやかせてそう尋ねてくる乃木坂さん。その表情には少しばかり自信のようなものが感じられる。……これはひょっとして感想を求められてるのか？　何か予よ想そう外がいの展てん開かいになってきたな。

　しばし思し案あんする。うーん、何て言うべきか。指し揮き棒ぼうを持った目付きがすさまじく悪いクマ。「主食が人間みたいなクマだね」……褒ほめてねえ。「このクマ、何だかクスリでもやってそうな目してるね」……明らかにけなしてるだろ。「クマ鍋なべにしたら美お味いしそうなクマだよね」……もはや何言ってんだか自分でも分からん。

　考えに考えた末、

「でもあのクマ、目付きは悪──い、いややたらと鋭するどかったけど、見方によれば逆ぎやく説せつ的てきでなかなかかわいかったかも──」

　という無ぶ難なんなモノに落ち着きかけた俺の社しや交こう辞じ令れいも、次の乃木坂さんの一ひと言ことで全くその意味を失った。

「……えっと、クマ？　ネコですけど、あれ」

　何言ってるんですか？　って顔で首を傾かしげる乃木坂さん。

「……」

「……」

「……そ、そうそう、ネコ」

　ネコか。

　それはさすがに分からなかったな。だって普ふ通つうネコってキバ生えてないだろ。

「で、でもネコが指揮棒を持ってるってのもなかなかユニークで──」

「……それ、たぶんネコジャラシだと思うんですけど」

「……」

「……」

「……あ、ああ、ネコジャラシね」

　楽がく譜ふなんだからさ、それくらい統とう一いつ感かんを持たせておこうよ。

　しかしそんな俺の内心のぼやきに全く気付くことなく、

「どうでしたでしょうか？　自分で言うのも恥はずかしいんですけれど、あれは割と自信作なんです」

　乃の木ぎ坂ざかさん、さらにそんなことを言った。

「……」

　あなた……それ、本気で言ってるんでしょうか？

　乃木坂さんを見る。

　そこには真しん剣けんな眼まな差ざしがあった。

　これ以上ないってくらい真剣な眼差しだった。

「……」

　まあ、人間何かしら一つくらいの欠点はあるってことで。

「……な、なかなか個性的かつインパクトの強いイラストで、いいんじゃないかと思うな。うん、どこかピカソのゲルニカを彷ほう彿ふつさせるというか」

　すごく婉えん曲きよく的てきに感想を述のべた。というか、それが限げん界かいだった。

「ほんとですか？　わあ、嬉うれしいです！」

　素す直なおに喜ぶ乃木坂さんを見てちょっとだけ罪ざい悪あく感かん。いや、でもウソは言ってないわけだし。いちおう。

「本当に嬉しいです！　思い切って聞いてみた甲か斐いがありました」

「そ、そう……」

　でも他の人には聞かない方がいいと思います。

「あの……これからもよろしくお願いします」

「？」

　何のこと？

「やっぱりですね、だれかに見てもらった方が上達も早いと思うんです。一人で描かいているのも練習にはなりますが、それだけだとどうしても限界があるので……。あ、もちろんお時間のある時でいいんですけど……」

「……」

　それはまさかあの悪あく魔ま召しよう還かんが出で来きそうなナイトメアちっくイラストを、定期的に俺に見ろと言うんですか？

「どう……でしょうか？」

「そ、それは……」

「だめ……ですか？」

　さすがに即そく答とう出で来きずにいると、乃の木ぎ坂ざかさんは途と端たんに捨てられた子犬みたいな沈しずんだ表情になった。うっ……その表情は反はん則そくだろ。あの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にそんな顔をされて断ことわれるヤツなんていやしない。それに考えてみれば、乃木坂さんがこんなことを頼たのめるのは例の趣しゆ味みのことを知っちまった俺しかいないんだよな。……ええい、仕し方かたない。気が進まんどころかむしろかなり後こう退たいしてるが、これこそ本当に乗りかかったタイタニックだ。

「お、俺で良ければいつでも」

　声が上ずってたのは、まあご愛あい嬌きようってことで。

「ほんとですかっ！」

　すっげえ嬉うれしそうに乃木坂さんが笑った。ま、まあ一回見る度たびに百日寿じゆ命みようが縮ちぢまるなんてことはたぶんない……といいな。

　それから少しの間（とはいっても三十分間はみっちり）、乃木坂さんから彼女のイラストにかける意い気き込ごみを聞かされて。

「それじゃあ、今日は本当にありがとうございました。イラストは、また新しいのが出来次し第だいお見せしますね。それでは失礼します」

　これからピアノのレッスンがあるからと、乃木坂さんは去っていった。『エリーゼのために』を鼻歌で歌いながら、最高に上じよう機き嫌げんだった。

　その後うしろ姿すがたを見つめながら、俺はぼそりとつぶやいた。

「……早まったかな」







　　　　４




　さてその晩、部へ屋やで勉強をしていると、いきなり階かい下かからバカでかい声が響ひびいた。

「おい裕ゆう人と！　電話だぞ！」

　いい感じで進んでいた宿題の英語の和訳を邪じや魔まされた俺は少しむかっときたが、血を分けた実の姉の方がもっとキレやすかったみたいだった。

「電話だと言ってるだろうが！」

　半ばドアを蹴け破やぶるようにして──いや実じつ際さい留とめ金がねの一つが今の衝しよう撃げきで吹っ飛んだ──部屋に入ってくる長身の人物。

「ルコ……」

　冬とう眠みんを邪魔されたツキノワグマみたいに不ふ機き嫌げんそうな顔をした我が姉（空から手て二段、ムダに強い。両親が仕事でメッタに帰ってこない綾あや瀬せ家けでは最強の権力を誇ほこる）が、下着にワイシャツを羽は織おっただけというあられもない姿すがたでそこにいた。

「全く……人がせっかく気持ち良く寝ねていたのに台だい無なしだ。彼女だかだれだか知らんが、こんな深しん夜やに電話をしないようにお前からもよく調ちよう教きようしておけ」

　いや深夜って……まだ十時だろ？　そりゃ早くはないがそこまで言うほど遅おそい時間でもない。それにだいたい調教って何だ、調教って。それを言うなら教育だろ。

　と、ムダだと分かりつつもいちおう突っ込んではみるのだが。

「そんなものはどっちでもいい。教え込むという意味では同じだ」

　全然違ちがうわ！　それこそ月とスッポンくらい。

　しかしもともと大おお雑ざつ把ぱである上に俺以上に適てき当とうな性せい格かくをしているルコにとっては本当にどうでもいいことだったみたいだ。心から面めん倒どうくさそうな顔で、抗こう議ぎをした俺を一いち瞥べつすると、

「……ウルサイやつだな。とにかくいいからさっさと電話に出ろ。私は寝る。眠ねむいんだ。終わったら消しよう音おんにしておけ」

　子機を投げつけて、留とめ金がねが外はずれてブラブラしているドアの横をすり抜ぬけていってしまった。ったく。これで普ふ段だんは某ぼう一流企き業ぎようの社長秘ひ書しよなんてやってるんだから世の中って複雑怪かい奇きである。まあ美人はどこでも優ゆう遇ぐうされるってのが世の常つねってことか。こいつも顔だけはいいからなあ……性格は最悪だけど。平等平等言いながら世せ間けん様さまとはかくも不平等なものなのだ。

　そんなことを考えながらとりあえず電話に出る。

「はい、もしもし」

　すると。

「あ、もしもし。綾あや瀬せさんですか？　あ、私、乃の木ぎ坂ざかです」

　子機の向こうから、意い外がいな声が聞こえてきた。ここ最近になってよく聞くようになった耳みみ心ごこ地ちの良いソプラノボイス。しかし昼間に別れた時の上じよう機き嫌げんぶりからうって変わって、何やら深しん刻こくそうな声である。む、何かあったのかな。

「夜遅くにごめんなさい。実は、その綾瀬さんにお願いがあって……」

　お願い？　そのそこはかとなく心ときめく単語に何となく胸むねがドキリとする。

「……突とつ然ぜんこんなことを言うのはとても心苦しいのですけど、でも、でも今言わないと後で絶ぜつ対たいに後こう悔かいすると思ったんです」

　真しん剣けんな、それでいてどこか恥はじらうような声。こ、これは……これはもしや？　いやいやしかしあの乃木坂さんが俺にそんなことをするなんて、エリマキトカゲが逆さか立だち歩行をするくらいにあり得えない。

「聞いて……もらえますか？」

「え、あ、ああもちろん」

　聞かないわけがありません。

「良かった……あの、綾瀬さん、これから私と会っていただけないでしょうか？」

「えっ……」

　一いつ瞬しゆん思し考こうがスパークする。

「えっと、会うって、二人で？」

「はい」

　こんな時間に二人で会いたいって……まさか深しん夜やの逢あい引びき？　人ひと気けのない公園。二人きりで座すわるベンチ。止まる時間。そして二人は……っていかんいかん、何か妄もう想そう入ってきた。これじゃよくある三流恋れん愛あい小説もどきだろうが。

　頭をぶんぶんと振ふる。落ち着け、俺。

　何とか心を静めようと頭の中で必ひつ死しに九九を暗あん誦しようしていると、乃の木ぎ坂ざかさんが続けた。

「あの……実は、私といっしょに学園まで行ってほしいんです」

「学園？」

　学園って……当然俺らが通っている白はく城じよう学園のことだよな。肝きも試だめし大会でもやるわけじゃあるまいし何でまたこんな時間にそんなところに──

「……本を、返し忘わすれてしまって」

　ウスバカゲロウの羽は音おとみたいな弱々しい声が俺の思し考こうを遮さえぎった。

「最初は……綾あや瀬せさんと会った後にそのまま返しに行こうと思ったんです。でも何だか一安心して気持ちが緩ゆるんでいたからつい後あと回まわしにしてしまって。そうしたら……そのまま忘れてしまったんです」

「あのさ……本ってまさか」

　例の『イノセント・スマイル』ですか？

「…………はい」

「……」

　いやそりゃあ……かなりマズイんじゃないか。うちの学園、基本の校則はヘンに緩いクセに備び品ひんとか施し設せつの利用管かん理りとかにはやたらとうるさく、確か図書室の本も期き限げんまでに返へん却きやくしないと翌よく日じつに放送で呼よび出だされるシステムになってたような。生徒の学年クラス氏名及び借かりた本のタイトル付きで。

「……そうなんです。もしも呼び出されることになったりしたら私、わ、私……ぐすっ」

　考えられる不ふ吉きつな未み来らいを想そう像ぞうしてか、乃木坂さんの声に湿しめり気けが混まざった。

「だ、だから今から返しに行こうと思って。ぐすっ、で、でもこんな時間に一人で学園に行くのは……その怖こわくて。それで、だれかにいっしょに行ってくれるように頼たのもうと思って……だ、だけど」

　涙なみだ声ごえでそう語る乃木坂さん。

　ナルホド。確かにその事情だと俺以外に頼たよるヤツはいないわな。ヘタにだれかを頼って『イノセント・スマイル』を見られようものなら、それこそ藪やぶを突つついてヤマタノオロチを出すようなもんだし。

「あの、ぐすっ、だから……ダ、ダメですか？　あ、綾あや瀬せさんには度たび々たび迷めい惑わくをかけて、ひくっ、本当に悪いって思って、いるんですけど、でも……」

　とはいえ、頼たよられるのは悪い気はしない。それに……そもそもこんな本ほん泣なき状じよう態たいの乃の木ぎ坂ざかさんを放ほうっておくことなんて、まともな神しん経けいを持った男なら出で来きないだろうし。

　だから。

「えっと、直接学園に行けばいいのか？」

「ぐすっ、えっ……」

　受話器の向こうで驚おどろいたような声。

「行って……くださるんですか？」

「ああ、どうせやることもないし」

　そうすることに決めた。まあ英語の宿題はまだ残っていたが、んなもんこの際さいどうでもいい。乃木坂さんの涙なみだと英語教師（♂四十二歳属ぞく性せいイヤミ）のねちねちとしたお説せつ教きよう。どちらを避さけたいかなど（そりゃあ出来れば両方避けたいが）、改めて考えるまでもないってことだ。

「あ、ありがとう……ぐしゅ、本当にありがとう」

　感かん極きわまったような乃木坂さんの声。よっぽど一人で行くのがイヤだったんだろうな。気持ちは分かるが。

　こうして、真夜中の学園に不法侵しん入にゆうすることが決まったのだった。







　夜の校舎ってやつは、なかなか不ぶ気き味みだった。

　築ちく三十年以上は確実なコンクリート製の白い校舎が、真っ黒な闇やみの中にボウっと浮うかび上あがって、見る角度によってはまるで廃はい屋おくみたいに見える。何とも言えないイヤーな感じ。テレビに出て来る霊れい能のう力りよく者しやとかがこの場に居い合あわせたら「ああ、何か非常に悪いオーラを感じます。おおう」みたいなことを言って悶もだえ苦くるしみそうな、そんな雰ふん囲い気きだ。隣となりで乃木坂さんもちょっと泣きそうな表情で校舎を見上げている。

　さてどこから入ったもんか。

　当然こんな時間に昇しよう降こう口ぐちが開いているわけあるまい。とすれば職しよく員いん用ようの通路か何かを探さがすのが確実かもしれんが、職員用というからには職員室やらの近くにあるんだろう、ヘタをすれば宿直の教師に見付かる恐おそれもある。うーむ。手近にある窓をちょっと損そん壊かいして鍵かぎを開けるとか、昇降口にかけられている南なん京きん錠じようをペンチでぶった切るとか、もっと簡かん単たんに鉄パイプか何かで昇降口をぶち破って直接侵入するとかの方法もあるが、それだと本格的に犯はん罪ざいになってくるんだよな……

　何とかスマートに侵入する手しゆ段だんはないかと（注：スマートに侵入しても犯罪は犯罪です）思し案あんしていると、

「あの、綾あや瀬せさん、こっちです」

　腕うでをくいっと引ひっ張ぱられた。

「裏うら口ぐちからなら入れるんです」

「裏口って……何でだ？」

「合あい鍵かぎが、あるんです」

「合鍵？」

　なぜにそんなもんを？

「ええと……父の書しよ斎さいにあったものを、こっそりと拝はい借しやくしてきたんです。必ひつ要ようになると思ったから」

　ああなるほどお父さんの書斎から……って、一いつ瞬しゆん納なつ得とくしそうになっちまったが、だから何でそんなところに合鍵が置いてあるんだ？

「私もよくは知らないのですが……何でも父はうちの学園に多た額がくの出しゆつ資しをしているらしくて、非常時に備そなえて、秘ひ密みつ裏りに学園の全ての合鍵を作っていると言っていました」

　出資……そうか、そういえばそんな話をちょっとだけ小耳に挟はさんだこともあるな。乃の木ぎ坂ざかさんが入学して以い降こう、白はく城じようの寄付金の実に九割は乃木坂家からのもので占しめられるようになったとか何とか。まあ、それなら合鍵くらいは持っててもオカシクはない……のか？

「？　どうかしましたか？」

「いや……」

　どうかしたかといえば何から何までどうかしている気もしなくもないのだが。くわえて学園の合鍵を全て所しよ有ゆうしてるんなら、昇しよう降こう口ぐちの鍵を持ってきた方が話は早かったのではと思ったけど、口には出さなかった。

「それでは行きましょう」

「ああ──」







　図書室は二階にあるので、俺たちはまず階段に向かうことにした。

　当たり前だが校舎の中には人の姿すがたはなく、まるで真夜中の墓はか場ばみたいにシンと静まり返っている。

「不ぶ気き味みですね……」

　無人の廊ろう下かを見回しながら、乃木坂さんがまんまな感想を口にする。ただその手は万まん力りきのごとき強さでしっかりと俺の服の袖そでを摑つかんで離はなさない。

「ゲームだったら、その角の向こうからゾンビとか出て来そうです」

「あー」

　そのゲームなら俺もやったことがある。ゾンビやら巨きよ大だい蜘ぐ蛛もやらを倒たおして洋館から脱だつ出しゆつするゲーム。開始十分でゾンビ三匹に囲かこまれて食い殺されたような気もしたが。……忘わすれよう。

「綾あや瀬せさん、うちの学校の七なな不ふ思し議ぎって知ってますか？」

　ようやく階段まで辿たどり着ついた辺あたりで、唐とう突とつに乃の木ぎ坂ざかさんがそんなことを言い出した。七不思議ね。ベタだがうちの学校にもいくつかあったはずだ。ええと確か……

「『屋おく上じようの死の十三階段』とか……」

　他には『理科室の踊おどる人体模も型けい』『ひとりでに鳴なる音楽室のピアノ』『ボールが弾はずむ無人の体育館』。俺が知っているのはそれくらいか。

「ええ、そうです。あとは『トイレの花子さん』『死後の姿すがたが映うつる保健室の大鏡』。そして……『読書する死者』」

　乃木坂さんが後を継つぐ。

「……」

　あの、今、ものすごく不ふ吉きつな台詞せりふが聞こえたような気がするんですが。

『読書する死者』。初めて聞く話だが、読書っていうからには当然図書室絡がらみだろう。そして俺たちが今向かっているのがどこかって言うと。

「……」

　……俺、帰っていいかな？

「だ、だめです」

　潤うるんだ瞳ひとみの乃木坂さんに腕うでをがっしりと捕つかまれた。逃とう亡ぼう不ふ可か能のう。

　そんなことをしているうちに、問題の図書室に到とう着ちやくした。昼間見た時はただの木製のでかい扉とびらだなあくらいにしか感じなかったが、今はまるで地じ獄ごくの門みたいな威い圧あつ感かんを伴ともなって俺たちの前にある。

　非常にヤな感じだ。

「ちなみに……『読書する死者』って、どんな話？」

　尋たずねると、乃木坂さんはこう答えた。

「むかしむかし、この学校がまだ木造校舎だった頃ころ、とても本好きだった生徒がいたそうです。その生徒は本当に本が好きで好きで、毎日のように図書室に通っていました。だけどある日、その生徒は図書室に向かう途と中ちゆうで事故にあって……不幸にも亡なくなってしまいました。その生徒が、死んだ今でも本を読むために毎日図書室に通ってきているって話なんです。だれもいないはずの図書室から真夜中に足音が聞こえたり、本ほん棚だなから本が落ちる音が聞こえたり、窓に読書する人ひと影かげが映ったりするらしいです」

「詳くわしいね……」

「余よ談だんですけど、この話を聞いた人が真夜中に図書室に行くと、その人の前に本当に『読書する死者』が姿を現すとか」

[image: ]

「……」

「私、一昨日たまたまその話を聞いてしまったんです。聞かなければ良かったって、今すごく後こう悔かいしているんですけど……」

　乃の木ぎ坂ざかさんが顔をうつむかせる。いやでもその理り屈くつだと──

「……その話って、知らない人に言っちゃまずいってことにならないか？」

「そう……なりますね」

「でもって、俺はその話を今の今まで知らなかったわけなんだが」

「ええと、それって……」

　乃木坂さんが唇くちびるに指を当てて考え込む。

「……もしかして、今、初めて聞いたんですか？」

「まあ、そういうことに」

「……」

「……」

　沈ちん黙もく。

「ご、ごめんなさいっ。やっちゃいました……」

　心しん底そこ済すまなそうな顔で、叱しかられた仔こ犬いぬみたいにおろおろと慌あわてる乃木坂さん。何かそんな姿すがたを見ていると文もん句くを言う気もなくなってくるな。

「あー、いいさ。別に乃の木ぎ坂ざかさんも悪わる気ぎがあったわけじゃないんだし」

　それに、そもそも詳くわしい内容を訊きいたのは俺の方である。

「で、でも、もしも今の私の話が原げん因いんで綾あや瀬せさんが読書する死者と遭そう遇ぐうして取り殺されたりしたら……」

　蒼そう白はくな顔になる乃木坂さん。いや勝手に人を殺さんでくれ。

「まあ大だい丈じよう夫ぶじゃないか？　その話を聞いたからって必かならず読書する死者が出て来るってわけでもないんだし。それに俺は身体が頑がん丈じようなのだけは取とり柄えだから、幽ゆう霊れいにちょっとやそっと攻こう撃げきされても何てことないと思うぞ」

　ガキの頃ころからルコのヤツにさんざん鍛きたえられてるしな。

「け、けど……幽霊の攻撃って、物理的なモノじゃなくて精せい神しん的てきなモノじゃないですか？　……呪のろい、とか」

「そっちもばっちり」

　精神的攻撃の方は、ルコのみならず由ゆ香か里りさんからも叩たたき込こまれている。むしろ物理的攻撃よりも耐たい性せいがあるかもしれん。全然嬉うれしくないが。

　だけど俺のそんな言こと葉ばを強がりと受け取ったのか、乃木坂さんはちょっと目を細めて笑った。

「……優しいんですね」

「な、そんなんじゃなくてな……」

　何を突とつ然ぜん言い出すんですか、この人は。

「ふふ」

「だ、だからなあ……」

　否ひ定ていしようと思うのだがうまく言葉が出て来ず、俺は赤くなった顔を見られないように図書室の方に向き直った。

「ご、ごほん。で、そんないわく付きの図書室なわけだが……当然入るんだよな？」

　確認すると、乃木坂さんは真しん剣けんな表情に戻もどってこくりとうなずいた。

「ええ。せっかくここまで来たんですもの、手ぶらでは引き返せません」

　いや手ぶらになるためにここまで来たんだがね。

「い、行きましょう」

　そうは言うものの、乃木坂さんはその場から動こうとしない。ただ目でじーっと俺に何かを訴うつたえかけている。……つまり、怖こわいから俺に先に入れってことね。やれやれ。

　仕方なくバカデカイ木もく製せいの扉とびらに手をかける。ギギギという音がやけに耳に残り、扉が真っ二つに割れる。その向こうにあるのは……無人の図書室。とりあえず、扉を開いたらいきなり『読書する死者』とご対たい面めん、というホラー映画とかにありがちな最悪の事じ態たいだけは避さけられたみたいだった。もっとも、無人の図書室ってのもそれはそれで十分に怖いんだが。真っ暗な本ほん棚だなの陰かげから今にも青白い顔をした何かが出て来そうっていうか……そんな雰ふん囲い気きだ。

「わ、私から離はなれちゃダメです。というか、むしろ離れないでください、お、お願いだから」

　俺の腕うでにしがみつくように摑つかまってそう懇こん願がんする乃の木ぎ坂ざかさん。ふわり、と何やら甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。いや心しん配ぱいしなくてもそんなに引っ付かれちゃ離れられないです。というか歩けないだろ、これじゃ。

「あ、そ、そうですね」

　慌あわてて離れる乃木坂さん。ようやく少しだけ密みつ着ちやく状じよう態たいから解かい放ほうされる。あ、何かちょっとだけ残ざん念ねんかも。

「じゃ、じゃあこれくらいで。でも、絶ぜつ対たいに離れないでくださいね？」

　上うわ目め遣づかいで見上げて、俺の腕にぶら下がるようにしながら乃木坂さんが言う。それにうなずいて、俺たちは暗くら闇やみの中を並ならんで貸し出しカウンターに向けて歩き出した。

　距きよ離りにして約五メートル。慎しん重ちように進む。

　その間、ふとした拍ひよう子しに何度か乃木坂さんの整ととのった顔がこちらに接近する。琥こ珀はく色いろのキレイな瞳ひとみに白い肌はだ。ピンク色の唇くちびる。その度たびに何やら心臓が少しどくりと動いたりして。……不ふ整せい脈みやく？

「きゃっ」

　と、乃木坂さんが何か──閲えつ覧らん用ようのイスか？　──につまずいて体たい勢せいを崩くずした。そのまま顔がん面めんからハデに転ころびそうになるのを、危あぶないところで何とか支ささえることに成功する。

「な、何でこんなところにイスが……」

　何でと言われても最初からそこにあるものはどうしようもない。つーかそれ、この前もつまずいたイスじゃないか？

「……や、やっちゃいました。私って、ドジですね」

　苦く笑しようして再ふたたび歩き出す乃木坂さん。すると今度は別のイスにつまずいてトテン、とコケた。

「……」

　まさかとは思ったけど。

　乃木坂さんって少しばかり……いやかなり抜ぬけてる？

「……昔から、よく転んだりモノにぶつかったりはするんです」

　俺の内心の疑問に答えるかのように乃木坂さんがそう言った。

「歩いていると何もないところで転んだり、電柱にぶつかったり、停とまっている車にぶつかったこともありました」

「でも乃木坂さん、運動神経は悪くないよな？」

　体育の時間とかも、別に普ふ通つうだったと思うし。

「あの……運動神経とはあまり関係がないみたいで。注意力とか、そっちの話みたいなんです」

「それは……何ともまあ」

　そういうこともあるのか。でも教室とかでは別にそんなドジっぷりを発はつ揮きしたことはないと思うんだが。

「普ふ段だんは気を付けているんです……。でも綾あや瀬せさんにはもうさんざんかっこ悪いところ見られちゃっているから……油ゆ断だんしたのかもしれないです」

　照てれくさそうに微ほほ笑えむ乃の木ぎ坂ざかさん。何か彼女は彼女なりに色々と苦労してるみたいだな。

「……あ、な、何を言っているんでしょう、私。それより早く手続きを済すませなきゃ」

　頰ほおを染そめたまま思い出したように立ち上がって、今度はつまずくことなく貸し出しカウンターまで辿たどり着つくと、乃木坂さんは手早く管かん理り用ようパソコンを起き動どうさせた。ヴィン、という音とともにＯＳのロゴがディスプレイに浮うかび上あがる。

「あのさ、今ふと思ったんだが」

「はい。何でしょう？」

「いや、よく考えてみたら、今その雑誌を返へん却きやくしても、パソコンにデータが残るんじゃないのか？」

　そのための管理用パソコンである。貸し出し及び返却の日付と時間、それらは正確にパソコンに、細かく言えばそのハードディスク上に記録される。四月二十二日木曜日、二十三時八分、管理番号千二百三番『イノセント・スマイル』返却、という風に。

「……」

　乃木坂さん、きっかり五秒間停てい止し。

「……それは、全然考えていなかったです」

　おいおい。

「う～ん、でも何とかなるんじゃないでしょうか？　ほら、普ふ通つうに考えればこんな時間に本を返却しにやって来る人なんていないですし、司し書しよの方々も何かの間ま違ちがいだと思って見過ごしてくれると思います。人は細かい間違いには、もっともらしい理由をつけて正せい当とう化かしてしまうものですから」

　まあそりゃあそうかもしれんが……でも案外適てき当とうだな、この人も。

「それでは作さ業ぎようを済ませてしまいます。ちょっとだけ待っていてくださいね」

　そう言って乃木坂さんは作業に集中し始めた。

　その間やることもないので、俺は何となくディスプレイと睨にらめっこをしている乃木坂さんの横顔を眺ながめていた。

　サラサラの黒くろ髪かみ。雪のように真っ白な肌はだ。整ととのった鼻はな筋すじ。窓から薄うつすらと差し込む月光とディスプレイからの光に照らされて蒼あおく白く輝くその姿すがたは、まるで神話か何かに出て来る癒いやしの女神のように神しん秘ぴ的てきだった。容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、品ひん行こう方ほう正せい、ピアノの腕うではプロ級、深しん窓そうのお嬢じよう様、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』。しかしそんな完全無む欠けつの彼女の肩かた書がきも、今のこの光こう景けいの前ではどうでもいいものに思えてくる。

　だいたい乃の木ぎ坂ざかさん、そもそもが全然イメージ通りのキャラじゃなかったし。

　少し前までは、落ち着いていて大人で人間のよく出で来きた、見かけ通りの清せい楚そなお嬢じよう様キャラなのかと思っていた。クラスのヤツらもおそらく同じ評ひよう価かだろう。

　しかし人間やっぱり見かけだけじゃ判はん断だん出来ないってことを、今この場にいる俺は心の底そこから思い知らされていた。

　だってどこの世界に、アキバ系の雑誌をこっそり図書室に返へん却きやくするために真夜中の学校に不法侵しん入にゆうをするお嬢様がいようか。おまけによく泣なくし、どこか抜ぬけてるところがあるし、かなりドジだし、絵は凶きよう悪あくにヘタだし……

　でも普ふ段だんの完全無む欠けつすぎる乃木坂さんより、こっちの乃木坂さんの方が身近に感じられて、俺は絶ぜつ対たいにいいと思うんだがな。まあ俺にいいと思われて乃木坂さんが嬉うれしいと思うかどうかは棚たな上あげにしておいて。

「なあ乃木坂さん」

「はい？」

　俺の視し線せんには気付かずに、作さ業ぎよう中ちゆうの乃木坂さんが返事をする。

「乃木坂さんは、何でこういった趣しゆ味み……アキバ系になったんだ？」

　ついそんなことを訊きいてしまった。ああ、何言ってんだ俺。もう蒸むし返かえさないって約やく束そくしたのに。

　けど、乃木坂さんは、

「う～ん、なぜなんでしょう？」

　大して気に留とめた風もなく答えてくれた。

「自分でもそんなにはっきりと分かってはいないんです。気が付いたらいつの間にかこうなっていたっていうか……ただ、最初のきっかけはたぶん、アレだと思います」

　口元に指を当てて小首を捻ひねる。アレとは？

「はい。今から六年くらい前のことなんですけど……私、お稽けい古こ事ごとのことでちょっと両親とケンカして、近所にある公園で泣いていたんです。確か……お友達と遊ぶ約束をしていたのに日本舞ぶ踊ようのお稽古のせいでダメになってしまったとか、そういった理由だったと思います。私、お友達に遊びに誘さそってもらったのってその時が初めてで、すごく楽しみにしていたのに、それなのに突とつ然ぜん入った特別のお稽古でダメになってしまって……すごく悲しくて悔くやしくて、一人でわんわんと声を上げて泣いていました。周まわりを憚はばかることなく、本当に大声で。きっとだれかに慰なぐさめてもらいたかったんだと思います。大声で泣いていればそのうちにだれかが自分に優しくしてくれる。子供心にそう思っていたんでしょうね。でもやっぱり世の中はそんなに甘いものじゃなくて……通りかかる人は何人かいましたけど、皆見て見ぬフリをして通り過ぎていきました。泣いている子供なんて、厄やつ介かいなだけですものね。だけど……一人、一人だけそんな私に声をかけてくれた人がいたんです」

　どこか遠くを見るような目になる。

「その方は泣ないている私を、ぶっきらぼうに、でもとっても一いつ生しよう懸けん命めいに慰なぐさめてくれました。あの時のことは今でも忘わすれられません。そして……その時に見せてくれたのが、『イノセント・スマイル』の創刊号だったんです」

　少し誇ほこらしげに、乃の木ぎ坂ざかさんはそう言った。

「私、それまでマンガとかそういったモノを見たことがなかったからとっても新しん鮮せんで……一いつ瞬しゆんでトリコになっちゃいました。見るだけで人を楽しい気分にさせてくれるその雰ふん囲い気きに惹ひかれたというのか……。結けつ局きよくその方にお願いして、創刊号はもらっちゃったんです」

　えへ、と苦く笑しようする乃木坂さん。

　へえ。何かいい話だな。まあ小学生の女の子を慰めるために『イノセント・スマイル』を見せたっていう、そのお方の何考えてるんだかよく分かんない選せん択たくはともかくとして。

「それが始まりと言えば始まりかもしれないです。それ以来、またあの楽しい気分を思い出したくて、こっそりとマンガとかを読むようになったから。だから……今でも『イノセント・スマイル』には特別な思い入れがあるんです」

　なるほどね。だから決して小さくないリスクを冒おかしてまでわざわざ図書室から借かりるなんてことをしたわけだ。確か『イノセント・スマイル』のバックナンバーはレア物だとか信のぶ長ながも言ってたし。目的のためには手しゆ段だんを選ばず。ようやく納なつ得とくがいった。

「ええと……これでお終いです」

　ぽん、とエンターキーを押おす音が聞こえた。どうやら作さ業ぎようは無ぶ事じに終わったらしい。

　とそこで乃木坂さん、ようやく俺の視し線せんに気付いたみたいだ。モニターの前で伸びをしたままの姿し勢せいで電池の切れたアイボみたいに固まった。

「な、何でしょう？　私の顔に何かついてますか？」

　少し慌あわてたように頰ほおを赤らめる。やっぱりこれも教室じゃ見られない反はん応のう。とても新鮮である。

「いや……ヘンなお嬢じよう様だな、って思って」

　俺は思ったままの感想を口にした。

「えと、本人に面と向かってそういうことを言うのは失礼だと思います……」

　とは言いつつも、そんなにイヤそうではない。というかどこか嬉うれしそうですらある。

「それにお言こと葉ばですが……私に言わせれば、綾あや瀬せさんの方がずっとヘンですよ？　うん、すごくヘン。全日本変人王選手権があったら間ま違ちがいなく上位入賞出で来きそうなくらい。私が保ほ証しようします」

「そりゃどうも」

　何の選手権だ、それは。

「……」

「……」

　一いつ瞬しゆん、辺あたりに柔やわらかい沈ちん黙もくが落ちて。

「……ふふっ」

「……はは」

　次の瞬しゆん間かん、俺たちはお互たがいの顔を見合わせてどちらともなく笑い出していた。真夜中の図書室に響ひびく男女の楽しげな笑い声。だれかに聞かれたらほぼ確実に新たな七なな不ふ思し議ぎが誕生しそうである。『恐きよう怖ふ、真夜中の図書室で笑い狂う男女の霊れい』。

　どれくらいそうしていたかな。

　しばらくしてようやく笑いの渦うずが収おさまると、乃の木ぎ坂ざかさんがちょっとだけ真ま面じ目めな顔になって、

「私……もうオシマイだと思ってました」

　唐とう突とつにそんなことを語り出した。

「オシマイ？」

「はい」

　乃木坂さんがこくんとうなずく。

「あの時、綾あや瀬せさんに私が『イノセント・スマイル』を借かりたのを見られて、さらにとっても混こん乱らんした姿すがたを見られてしまって……ああ、これでもう私がそういう趣しゆ味みを持っていることが皆に知られてしまう、そうしたら皆は私のことをバカにするだろう、ヘンな目で見るだろう、って、そういう風に思ったんです」

　まあそれは否ひ定てい出で来きんかもしれない。俺は普ふ段だんから信のぶ長ながを見ているためそうでもないが、世の中には妙みような偏へん見けんを持ったヤツが数多くいる。『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』がアキバ系だなんてことを知ったら面おも白しろおかしく騒さわぎ立たてるヤツが絶ぜつ対たいにいそうだしな。

　ん、でもちょっと待てよ。乃木坂さんのその口ぶりからすると──

「あのさ、もしかして乃木坂さん、俺が乃木坂さんがアキバ系だってこと、周まわりに広めると思ってた？」

　そういうことになるよな？

　すると気まずそうにちょっと目を横に逸そらす乃木坂さん。

「ご、ごめんなさい。あの時はまだ綾瀬さんのことどういう人なのかよく分からなかったから、そういう可か能のう性せいも否定出来ないかなって……。それに私、そもそもあんまり男の人と喋しやべったことがなくて、綾瀬さんのことも……少しだけ怖こわかったの」

「喋ったことがないって……」

　乃木坂さんが？　『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』が？　それは甚はなはだしく意い外がいというか何というか。

「男の人はみんな、どうしてか私に対しては余よ所そ余よ所そしくて……。他の女の子にするみたいに、気軽に接してくれないんです。普ふ通つうに話してくれるのは、綾瀬さんくらい」

　それはたぶん、乃の木ぎ坂ざかさんがあまりにも可か憐れんすぎて完かん璧ぺきすぎて気き後おくれしてるだけだと思うんですが……まあ、他の男のフォローまでしてやらなきゃいかん義ぎ理りはないか。

　乃木坂さんが続ける。

「そんなわけだから、あの時はもう本当に何もかもオシマイだと思ったんです。いっそそのままどこか遠くへ旅に出てしまおうかと思ったくらいで……。でも、私の認にん識しきは間ま違ちがっていました。綾あや瀬せさんは約やく束そく通り黙だまっていてくれましたし、それに私の趣しゆ味みを知ってもバカにすることもなく普ふ通つうに接してくれた……それどころか助けてさえくれました。今日だって綾瀬さんがいてくれなかったらどうなっていたことか……。綾瀬さんを信じることが出で来きなかった自分が恥はずかしいです。あの時の自分にバカって言ってやりたいくらい。私……綾瀬さんには本当に感かん謝しやしているんです」

　だから、と言って、乃木坂さんは俺の前にちょこんと立ち、

「本当に……ありがとうございました」

　はにかみながらスカートの裾すそを指でちょんと摘つまんで、ぺこりと頭を下げた。それは何かつい先日どっかの雑誌の表紙で見たようなポーズなのだが……それでも乃木坂さんがやると、それはもう世紀末的にめちゃくちゃかわいくて可憐で愛らしくて──

　思わず理り性せいを失いそうになったその時だった。

　ガタリ、バサバサ。

「!?」

　書しよ架かの奥おくの方で、何やら物音がした。

「い、今の……何の音でしょう？」

　乃木坂さんが光速を超える驚おどろくべきスピードでいつの間まにか俺の身体にしがみついていた。火事場のバカ力。いやこの場合はバカ脚きやく力りよく？　どっちでもいいか。それはともかく腕うでに何やら柔やわらかいモノが当たるんですが……

「ほ、本ほん棚だなの方から聞こえてきましたよね？　もしかして『読書する死者』……」

「まさか、幽ゆう霊れいなんて……」

　いない。……と、思いたいが。

「ど、どうするんですか？」

　不安げに乃木坂さんが俺の顔を見上げてくる。ここでの選せん択たく肢しは三つ。①好こう奇き心しんにかられて見に行く。②大人しく逃にげ出だす。③怖こわがるフリをしてさりげなく乃木坂さんを抱だきしめる。個人的には③を選びたいところだが……い、いや世よ迷まい言ごとだな。ヘタすりゃ犯はん罪ざいだし。

　ともあれここは普通に考えれば②が妥だ当とうなとこだろう。もう用事は済すんだことだし、わざわざ自分から深しん遠えんなる大だい霊れい界かいの一部を垣かい間ま見みようとする必ひつ要ようもない。ないんだが……でも、それも何か釈しやく然ぜんとしないんだよな。

「あ、綾瀬さん!?」

「ちょっと様よう子すを見てくる。乃の木ぎ坂ざかさんはここで待ってて」

　と、腰こしをぎゅっと摑つかまれた。

「わ、私も行きます」

「え、でも怖こわいんじゃ……」

「ここに一人で置いていかれる方がよっぽど怖いですっ」

　そりゃそうかもしれんな。

「じゃ、行くか」

「は、はい」

　というわけで二人して、怪かい音おんの発生源と思われる方へと向かう。

「たぶん、聞こえてきたのは楽がく譜ふのコーナーの方からだったと思います」

「楽譜？」

　そんなものまで置いてあるのか。ま、『イノセント・スマイル』が認みとめられるくらいだ。別に驚おどろくべきことじゃないかもしれない。

「こ、こっちです」

　勝手知ったる乃木坂さんに導みちびかれて、奥おくにある本ほん棚だなの一角に近づいた時、

　ヴィンヴィンヴィン。

　再さい度ど、さっきとは違ちがう異い音おんがして、

　バサバサバサ。

　続いて本が落ちるような音がした。

「ひっ……」

　乃木坂さんが、器き用ようにも俺の腕うでに摑まったまま自分の耳を塞ふさいだ。

「い、い、今の……」

　目に涙なみだをためて、乃木坂さんが俺を見上げた。

「や、やっぱり『読書する死者』……に、逃にげましょう、綾あや瀬せさん」

「いやちょっと待て……これって」

　本が落ちる音は止んだが、もう一つの異音はいまだに聞こえている。ヴィンヴィンヴィンヴィンヴィン。どこかで聞いたことがある音だな。えーと……あ、これってまさか。

「あ、綾瀬さん！」

　本棚に近づいてみると、その推すい測そくが正しかったことが分かった。

「……携けい帯たい、ね」

　楽譜がいくつも収おさめられている本棚に載のっかっている白い物体。周まわりの楽譜をなぎ倒たおして床ゆかに落としながら振しん動どうし続けているそれは、ただ今着信中の携帯電話だった。

「……しかも、何か見み覚おぼえがあるし」

　アルファベットが集まってYUKARIと、なっているストラップ。ああ、そういやあの人、携けい帯たい失なくしたとか言ってたっけなあ……。まあ大おお方かたここで借かりる楽がく譜ふを選んでいて、たまたま置おき忘わすれたとかそんなとこだろう。まったく、人ひと騒さわがせな。とりあえずこれは後あとで本人に届とどけてやるとして今はウルサイから電源オフ。

「乃の木ぎ坂ざかさん、もう大だい丈じよう夫ぶ。原げん因いん、分かった」

　本ほん棚だなの陰かげで死にそうな顔で震ふるえている乃木坂さんを呼よぶ。異い音おんが消えたので少しは安心したのか、恐おそる恐おそるといった足取りでこちらにやって来た。

「原因分かったって……」

「ああ、人騒がせな原因はコレ」

　持ち主の心とは正反対の真っ白な携帯を見せると、気が抜ぬけたのか乃木坂さんはその場にぺたりと座すわり込こんだ。

「あ、安心したら力が抜けちゃいました」

　ほんとに腰こしが抜けてるみたいだった。うーむ、腰を抜かした人って初めて見た。それもあの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』がねえ……。もう何だかほとんどコメディの世界だ。

「ぷっ……」

　思わず笑ってしまった。すると乃木坂さん、ぷーっと頰ほおを膨ふくらませて、

「な、何でそこで笑うんですか。そこは笑うところじゃないです。しょ、しょうがないじゃないですか。ほんとに怖こわかったんですから！」

　と抗こう議ぎをしていたが、やがて呆あきれたような顔になって口元を緩ゆるませた。

「もう……ほんとにヘンな人」

「それはお互たがいさまってことで」

　そしてまた二人して顔を見合わせて、思いっきり笑った。近きん隣りんの住民に聞こえるくらい、盛せい大だいに笑った。

　もしかしたら、明日あたりには新しい七なな不ふ思し議ぎが生まれているかもしれないな。
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　さてこれにて任にん務むは完了。

　校門を出たところで、乃木坂さんがぺこりと頭を下げた。

「今日は本当にありがとう。綾あや瀬せさんのおかげで助かったし、それに……不ふ穏おん当とうかもしれないけれど、とっても楽しかったです」

　楽しかった。うん、確かにその表現は不穏当だが、不ふ適てき当とうではないな。だから俺も笑え顔がおでこう返した。

「どういたしまして。俺も楽しかった」

　これは正直な気持ちだ。

「あの……春はる香か、でいいです」

　照てれたような顔で、でも改まって乃の木ぎ坂ざかさんが言った。

「あ、呼よび名なのことなんですけど。その、乃木坂さん、っていうのは何だか他た人にん行ぎよう儀ぎじゃないですか。いえ、確かに他人は他人なんですけど、そういう意味じゃなくて……。う～、うまく言こと葉ばに出で来きないです。でも……とにかく私のことは春香って呼んでほしいんです。乃木坂さん、じゃなくて」

　その表情は結けつ構こう真しん剣けんだったりする。

　うーむ。何を混こん乱らんしていたのかはよく分からんが、その申し出自体は受け入れることに何の問題もなかった。てか、むしろ嬉うれしいし。

「分かった。春香……でいいんだよな？」

「うん！」

　すげぇ嬉しそうな顔でうなずく乃木坂さん……いや、春香。うう、何か今さらだけど春香って、めちゃくちゃかわいいんだよな。

「……だったら、俺のことも裕ゆう人とでいい。仲いいヤツは、だいたいそう呼んでるから」

　何となくそれ以上春香を見ているのが照てれくさくなり、半ば目を逸そらし気ぎ味みにそう答える。

　すると「仲いいヤツ……」とつぶやいた後に、春香はもう一度笑った。教室では見せない、心からの笑え顔がおで。

「分かりました。裕人さん、これからもよろしくお願いしますね」







　これが俺と乃木坂春香との、ある意味奇き妙みような関係の始まりでもあった。







[image: 第二話]
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　それは五月にしてはやけに暑い、ある日曜日のことだった。

　日本一の電気街にある、とある店頭。

　俺は目の前で繰くり広ひろげられている奇き異いな光こう景けいに、心の中で深い深いため息いきを吐ついていた。

「……どうして出ないんでしょうか？　こんなにやっているのに──」

　そうつぶやきながら、心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに首を傾かたむける超美少女の姿すがた。

　いや別にそれ自体はそんなにおかしな光景じゃない。美少女だって人間なんだから（否ひ定ていするヤツもいるが）、何か謎なぞに直面し思い悩なやむことだってあるだろう。だからそれはいい。それはいいんだが……

　問題は……その美少女の右手に握にぎられているモノと、彼女の眼がん前ぜんにあるモノにあった。

「これも外はずれです。こっちも違ちがいます……」

　白しら魚うおみたいに細くてきれいな指の先にあるのは直径六センチほどの球形の物体。硬こう貨かと引ひき換かえに、先ほどから直方体の販売機から吐き出され続けているソレは、俗ぞくにガチャポンと呼よばれるアレだったりする。

「おかしいです……」

　ガチャポンの中身を確認するごとに段々と声に力がなくなってきている。それでもレバーを回す手は休めない。見かけによらず案外諦あきらめが悪いというか何というか……

「次こそは……次こそは出ますように」

　にしてもやっぱり……目が眩くらむばかりの生きつ粋すいの美少女が、ガチャポンを前にしょんぼりと硬貨を投とう入にゆうし続ける姿にはめちゃくちゃ違い和わ感かんを覚おぼえるな。通りかかるやつらもちらちらとこっちを見てるし。

「なあ春はる香か……もうそのへんにしといたらどうだ？」

　彼女の傍かたわらには、すでに十を超える数のガチャポンが転ころがっている。だけど春香はふるふると首を横に振ふった。

「……だって、まだあのアキちゃんピアノバージョンが──」

　それはつまり出るまでやるってことか？　うーむ、見み事ごとにメーカーの思おも惑わくにハマっとるな……

「……」

　ゴリゴリと、レバーを回す音が響ひびく。出てきたガチャポンの中身を見て、彼女は悲しそうにその整ととのった眉まゆをひそめた。

「また外れです……」

　もう何か、どう言こと葉ばをかけたらいいのかもよく分からん。新たに硬こう貨かを投とう入にゆうする彼女を黙だまって見守りながら、俺は再さい度どマリアナ海かい溝こうよりも深いため息いきを吐ついた。

　俺……何をやってんだろうね？

　何だか自分で自分が分からなくなってくる。何だって俺はせっかくの春はる香かと二人きりの買い物中にこんなところでこんなことをやってるんだろう？　一ヶ月前のあの時から微び妙みように脇わき道みちに逸それ始はじめてる気がする自分の人生について、ちょっとだけ考え直してみたくなってしまう今日この頃ごろである。

　さて、実じつ際さいのところ俺はどうしてこんな状じよう況きように陥おちいっているのか。

　そもそものコトの発ほつ端たんは……三日ほど前に遡さかのぼるのである。
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　日本語に直すと黄金週間と呼よばれる大型連休も瞬またたく間まに終わりを告つげ、来るべき中間試験に向けて学園全体が少しずつ慌あわただしくなり始めたある日の放課後。副担任である音楽教師に残ざん業ぎようの手て伝つだい（職員用トイレの掃そう除じ。一人でやれよ、んなもん）を半なかばムリヤリに付き合わされて、くたくたになって教室に戻もどってきた俺は、机の中に入っていた一枚の便びん箋せんを発見した。

『放課後お時間がありましたら、音楽室まで来ていただけないでしょうか。ご相談があります』

　いつから入ってたんだろうな。間ま違ちがいなく段持ちだと思われるとてつもない達たつ筆ぴつ。一見して、それだけならラブレターか何か（しかも本命用）と間違えてもおかしくはない代しろ物ものである。

「…………」

　ただしその横に、それを全て台だい無なしにするような、物心がついた子供が見たら確実にトラウマになるんじゃないかってくらい目付きの悪い動物（みたいなモノ）のイラストがなければの話だが。

　それを見ただけで、だれからの手紙か一発で分かった。もう分かりすぎるくらいに分かった。というか、こんなある意味才能とさえいえる凶きよう悪あくなイラストを描かける人物を俺は他に知らん。

「春はる香か……だよな、やっぱり」

『乃の木ぎ坂ざか春香』

　予想通り、便箋の下の方にはそう書かれていた。

　クラスメイトにして、才さい色しよく兼けん備びを地で行く深しん窓そうのお嬢じよう様。『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の異い名みようを持ち、会員数三桁けたを越すというファンクラブをも有する学園の超有名人。学園長の名前を知らないヤツはいても乃木坂春香の名前を知らないヤツは我が白はく城じよう学園にはいない。そんな存そん在ざいである。

　で、そんな有名人が何だってとりたてて特とく徴ちようも取とり柄えもない俺ごとき一般学生を放課後の音楽室なんかに呼び出すのかというと……それにはまあ彼女が周しゆう囲いにひた隠かくしにしているとある秘ひ密みつが関係してくるのだが──

　と、そこまで考えて、俺は時計を見た。時刻はまもなく午後五時。放課後と呼よばれる時間帯からすでに一時間半ほど経けい過かしている状じよう態たいである。不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、これではいいかげんお姫ひめ様も待ちくたびれてるかもしれん。

　教室を出て早足で音楽室へと向かう。黄昏たそがれに染そまった廊ろう下かには人ひと気けはなく、窓の外からは運動部が発する「だっしゃー！」やら「きえぇぇー！」やらの、やたらと元気のいい（方向性は確実に間ま違ちがっている気がするが）掛かけ声ごえが響ひびいてくる。何かサルの求きゆう愛あい時じの声を彷ほう彿ふつさせるな。

　まだ五月だというのにここのところやたらと暖あたたかい日が続いていて、こんな時間にもかかわらず歩いているだけでじっとりと汗あせがにじんでくる。カバンから取り出したタオルで汗をふきふき、帰りに自販機でマンゴスチンジュース（夏季限定）でも買っていこうと決めた。あー、あちぃ。

　音楽室の前に到とう着ちやくすると、扉とびらの隙すき間まからピアノの音に紛まぎれて何やら話し声のようなものが微かすかに聞こえた。それも複数人。おや？　ピアノはまあ春はる香かだとして、他にだれかいるのか？

　防ぼう音おん設せつ備びの施ほどこされた分ぶ厚あつい扉を開ける。その向こうには……何か禁きん断だんの花園があった。

　まず春香がいた。これはいい。俺をここに呼んだ張ちよう本ほん人にんである。てか、いてくれないとこっちとしては逆ぎやくに困るってもんだ。

　だが……何だって春香の周まわりにあんなに大量の女子生徒がいるんだ？

　ピアノを弾ひく春香を取り囲むように集まっている女子生徒。ざっと見積もっても十人以上いることは確実だ。学年も様々で、同学年もいれば一年生もいるし、三年生のお姉さま方もいたりする。まさか……『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の人気を妬ねたんでのいぢめ？

　……なわけないな。春香は妬まれるようなキャラじゃないし、それに鍵けん盤ばんに指を躍おどらせる春香を見つめる女子生徒たちの目に浮うかんでいるモノは、明らかに憧あこがれとかそういうもんだし。

　てことは答えは一つだろう。乃の木ぎ坂ざか春香＠『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』は男子の間ではもう当然のごとく当然として、女子の間でもそれに勝まさるとも劣おとらない驚おどろくべき人気を誇ほこる。同性の目から見ても、春香の存そん在ざい感かんってやつは飛び抜けてるってことなんだろうな。そんな学園のアイドル的存在が放課後の音楽室で一人静かにピアノを弾いてれば、そりゃあ人も集まってくるってもんだ。

　曲が終わると、女子生徒たちは一いつ斉せいに大きな拍はく手しゆをした。

「今の曲、とってもキレイでした。何て曲なんですか、春香先せん輩ぱい？」

「はい。今のはラヴェル作曲の『水の戯たわむれ』です」

「わ～、うんうん、ほんと水って感じだった。あたし、思わず聴きき惚ほれちゃったよ」

「川のせせらぎとか、渓けい流りゆうとかを思い出しちゃいました」

　きゃっきゃっ、っとそんな感じの会話が繰くり広ひろげられる。

　うーん、何だかほんとに女の子の世界というかバックに大量の百ゆ合りの花が見えるっていうか……すげえ近寄りがたい雰ふん囲い気きを感じるんですが。おまけに女子生徒たちは春香に夢む中ちゆうで、春香はその相手にいっぱいいっぱいで、いまだにだれ一人として音楽室に入ってきた俺の存そん在ざいにすら気付いていないってのもどうかと思うんだがな。……寂さびしい。

　仕し方かたなく、ちょっとばかり自己表現してみた。

「おーい、春はる香か」

　音楽室の隅すみっこからパタパタと軽く手を振ふってみる。俺としてそれはほんのささやかな抵てい抗こうのつもりだったのだが……その一ひと言ことで場の雰ふん囲い気きが一いつ変ぺんした。

「……あの人、だれ？」

「今、春香先せん輩ぱいのこと呼よび捨すてにしてたよね？　どういう関係？」

「あれって一組の綾あや瀬せだ……」

　冷たいというよりもどこか殺さつ意いすらこもった視し線せんが集中する。あ、あれ……何かミスった、かな。

　背せ中なかにツララを二、三本差し込まれたみたいな悪お寒かんを感じ一歩あとずさると、そこでようやく俺の存在に気付いたのか、春香がこっちを見て顔を綻ほころばせた。

「あ、裕ゆう人とさん。いらしてたんですね。お待ちしていました」

　だがそんな春香の言こと葉ばも火に油を注そそぐハメになった。

「春香先輩が男の人を名前で……」

「何か春香ちゃん、嬉うれしそう……」

「何なの、あいつ」

　周しゆう囲いの視線がさらにキツくなる。針のムシロっていうか、エクスカリバーのムシロに正せい座ざさせられてモモの上に石いし布ぶ団とんを敷しかれてる気分だ。

「あの、みなさんすみません。約やく束そくしていた方がいらっしゃいましたので、残ざん念ねんですけれど今日のところはこのへんで……」

　春香が頭を下げると、女子たちは「え～」とか「もっと春香ちゃんの演奏聴ききた～い」とかひとしきり残念そうな声を上げていたが、それでも春香の言葉に異いを唱となえるつもりはないらしく、大人しく帰っていった。ただ中には、俺の横を通り過ぎる時に確実に殺やる気な目で睨にらんでいったヤツとか、「春香先輩にヘンなことしたら、刺さします」だとか、「夜道では背中に気を付けることね」だとか、ぼそりと一言「……青せい酸さんカリ」だとか、非ひ常じように恐おそろしい捨すて台詞ぜりふを残していったヤツらもいたりした。……こ、こええ。







「……で、話っていうのは？」

　女子生徒（殺さつ人じん鬼き）たちが完全に視し界かいから消えたのを確認してから（そうしないと何か危き険けんがありそうだからな）本題に入る。すると春香は少し恥はずかしそうにもじもじと顔を伏ふせて、

「裕人さん……明後日の日曜日、おヒマですか？」

　そう訊きいてきた。

「日曜日？　いや特に用はないけど」

　何だってそんなことを訊いてくるのか疑問に思いながらも、休日にやることといったらダメ姉の代わりに掃そう除じ洗せん濯たく（要するに家事）をするくらいしかなかったためそう答えると、春はる香かは一いつ瞬しゆんほっとしたような表情を見せた後、再ふたたびもじもじとしながらこう続けた。

「あ、あの……それでしたら、私に付き合っていただけませんか？」

「……」

　一瞬何を言われたのか理り解かい出で来きず、脳のう細さい胞ぼうが完全にフリーズする。

　えっと。

　いきなりのことで頭が全くもって付いて来ないんだが、それってもしかして……

「デート？」

　ってやつでしょうか？

「ちちち、違ちがいますっ！　そそ、そんなんじゃないんです！　デ、デートだなんて……」

　顔を茹ゆでたエビのように真っ赤にしてぶんぶんと激はげしく頭を振ふる春香。いやそんな速そつ攻こうかつ全身全ぜん霊れいで否ひ定ていせんでも……。あ、何かちょっとショックかも。

「そ、そうじゃなくてですね、実はちょっと買い物に行きたいところがあるので、それにごいっしょしていただけたらいいなぁと思ったんです」

　真っ赤な顔のままそう付け加える春香。ああ、そういうことね。そりゃここ一ヶ月でちょっと仲良くなったとはいえあの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』が俺なんかをデートに誘さそうわけないか……。ん？　でもよく考えてみれば、世せ間けん一般ではそういったこと（二人で買い物）をデートっていうんじゃないかそうなんじゃないか？

「ど、どうでしょうか？　あ、も、もちろん気が進まないようならムリにとは言いませんが……」

「いや、おっけ。行く」

　光よりも速く即そく答とうした。

　だってせっかくの春香の誘いを断ことわるなんて、そんなもったいないオバケが出そうなことは死んでも出来ない。

「ほ、本当ですか！」

　春香がぱっと顔を輝かがやかせる。

「よ、良かったです。初めて行く場所なので一人じゃ心こころ許もとなくて……裕ゆう人とさんに断られたらやめようかと思ってたんですよ」

　うーん、何やらやたらと喜んでくれてるな。まあこっちとしては素す直なおに嬉うれしいが。

「で、買い物ってどこに行くんだ？」

　根本的なことを尋たずねると、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』はそれだけで巷ちまたの思春期な男子中高生の実に十割を恋に落としそうなスバラシイ笑え顔がおで、こう答えたのだった。

「はい。アキハバラに、です」




　まあつまり……そういうことなのである。これこそが乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつ。俺だけが知っている『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の意い外がいな一面にして、彼女と俺とをつなぐ奇き妙みような糸。

　そう。

　何というか、乃木坂春香は……プチアキバ系なのである。
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　そういう次し第だいで、俺の休日の過ごし方が決まったわけだったが。

　正直そんなに乗り気なわけじゃなかった。

　いや春香と過ごすのがイヤだってわけじゃない。というかそれ自体はその場で三遍べん回ってワンと鳴ないてもいいくらいに喜ぶべきことである。『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』と二人きりで過ごす休日。特にやることもなく家で一人ごろごろと過ごすよりも格かく段だんに有ゆう意い義ぎだと言えよう。……それに春香はかわいいし、いっしょにいるのは楽しいし、ごにょごにょ。

　にもかかわらずいまいち気乗りしないのは、何というか、俺にとってアキハバラという街にはあまりいい思い出がないからである。

　俺がこの日本最大の電気街に来るのは生しよう涯がいでこれが三度目であるが、その過去に訪おとずれた二度が二度ともさんざんな思いをしていたりして……もちろんそれはこの街が悪いわけではなく、俺をここに連れて来たアホに問題があるわけなのだが、それでも心に刻きざまれた傷ってやつはそう簡かん単たんに消えてくれないらしい。

　最初に連れて来られたのは、小学校一年生の時だった。

　その頃ころからすでにどっぷりと骨ほねの髄ずいまでアキバ系だったクサレ縁えんの幼おさな馴な染じみ（♂）の朝あさ倉くら信のぶ長ながに誘さそわれて、ちょっとした冒ぼう険けん気分で家から遠く離はなれたこの街にやって来たのだが、到とう着ちやくから僅わずか一時間後には俺はもうその選せん択たくを後こう悔かいしていた。

　迷まい子ごになっていた。

　ムダに雑ざつ然ぜんとして、不ふ必ひつ要ように入り組んだ街のど真ん中で、俺は一人ぽつんと取り残されていた。

　理由は至し極ごく簡かん単たん。俺をここに連れて来た当の張ちよう本ほん人にんが、人のことをすっかり忘わすれて自分の買い物に走ったからである。その歳にしてすでに日本一の電気街の地理を熟じゆく知ちしていたそのバカとは違ちがい、この街の右も左も上も下も分からない俺が（まあそれが普ふ通つうなんだが）、ヤツとはぐれるのにそう時間はかからなかったってことだ。

　で、そんな俺が迷まい子ごになって一人で駅まで戻もどれるはずもなく。

　泣なきじゃくる俺が警察に保ほ護ごされたのは、それから二時間後のことだった。

　二度目はそれから何年か経たった後、小学校高学年くらいの時。

　もはや二度とあそこには行くまいと固かたく心に誓ちかっていたのだが、どんな心境の変化だったのか、再さい度どヤツの誘さそいに乗ってしまった。その時もその時でアキハバラ中の本屋巡めぐりをさせられた挙あげ句くにやっぱり自分の買い物に走りやがったヤツとはぐれてしまい、さすがにその時は自力で家まで帰り着くことが出で来きたのだが、そこに至いたるまでの間にちょっとしたゴタゴタがあったりなかったり。

　まあとにかくそんなこともあって、俺はこの街があんまり得とく意いじゃなかったりするんだよな。

　ちょっとだけ複雑な気分で周まわりを見回す。

　待ち合わせ場所でもあるアキハバラ駅前。休日ということもあり辺あたりにはエサに群むらがるアリの集団のように人が蠢うごめいている。そういえば春はる香かはこの街が初めてとか言ってたか。最初は、なんつーか意い外がいだなと思ったんだが、よく考えてみるとそうでもないのかもしれん。この一ヶ月で分かったことなのだが、春香の本質は基本的には見たまんまのお嬢じよう様のそれなのである。容よう姿し端たん麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、性せい格かく温おん厚こう、品ひん行こう方ほう正せい。ゆえにアキバ系としての経けい験けん値ちは決して高くない（というか低い）。とはいっても、その潜せん在ざい的てきな素そ質しつがエベレスト並なみに高いだろうことだけは何となく窺うかがえるんだがな。

　などとぼんやりと考えていると、

「あ……もしかして待たせちゃいましたか？」

　ウワサをすれば影かげが差す。いつの間まにか春香がやって来ていた。

「ごめんなさい……時間通りに着いたつもりだったんですけど」

「いや、春香は遅おくれてない。俺がちょっと早く来すぎただけだから」

　これはほんとのことである。もう少し詳くわしく言えば、春香と休日に二人で会えることが楽しみで、早起きしすぎてしまったという事じ情じようもあるのだが、それは何となく遠足前にはしゃぐ小学生みたいでカッコ悪いので口には出さない。

　にしても──

「……うーむ」

　春香の私服姿すがたをお日様の下で見るのは初めてだが……何ていうか、かなりかわいい。さらさらのロングヘアーを白いカチューシャでまとめたお嬢様スタイルに白いワンピースとクリーム色のカーディガンというお嬢様なコーディネイトがまたこれ以上ないくらいばっちりハマっていて、ただでさえお嬢様なのが二・五倍増し（当社比）で超お嬢様になっている感じでさらにその全身に纏まとわれた上流階級なオーラがまた……あー自分でも段々何言ってんだかさっぱり分かんなくなってきたが、一言で言ってしまえばその姿はとにかく殺人的世紀末的致ち死し量りよう的てきにめちゃくちゃかわいいのである。

「あ、あの……どうしたんですか？　そんなにじっと見られると恥はずかしいのですが……」

「あっ、悪い」

　思わずぼーっと見入ってしまっていたみたいだ。だけどそんな恥ずかしそうにちょっと上うわ目め遣づかいで頰ほおを染そめる姿すがたもまたかわいくて……い、いやこのヘンにしておこう。いいかげん自分の頭の中身が心しん配ぱいになってきたし。

　煩ぼん悩のうを追おい払はらうべく、頭をぶんぶんと振ふる。そんな俺の姿を春はる香かが不安そうに見つめた。

「？　私……どこかおかしいでしょうか？　このお洋服、今日おろしたばかりのものなのですが……似に合あっていないのかな」

「いやそんなこと」

　全くありません。むしろ似合いすぎていて怖こわいくらいです。

　それに春香は気付いてないが、さっきから周まわりの視し線せん（特に♂）がものすごかったりする。そりゃあ春香ならどこを歩いても否いやが応おうにも注目を集めるだろうが、場所が場所だけにその目立ち方が半はん端ぱじゃない。かなり半端じゃない。まさに貧ひん相そうで小こ汚ぎたないガチョウ（俺含ふくむ）の群むれの中に舞まい降おりた、美び麗れいで優ゆう雅がな白鳥といった感じである。

「そ、それじゃ行くか」

「あ、はい」

　促うながすと、ワンピースの裾すそをひるがえして春香がにっこりと笑った。そのあまりに愛くるしい仕し草ぐさに、周しゆう囲いから一いつ斉せいにため息いきがこぼれる。マジで……かわいい（しつこい）。

　眼がん福ぷくって言こと葉ばを心から嚙かみ締しめて、俺は春香といっしょに歩き出した。







　さて、この辺で俺たちがこの街にやって来た理由をちょっとばかり説明しておくべきだろう。

　いやもちろん買い物に来ているわけだが、そういうことではなくて具体的に何を買いに来たのかということである。

　以下はちょっと前に交かわされた会話である。

「あのですね……銀色の『ぽーたぶる・といず・あどばんす』が欲しいんです」

　春香の口から出たのは、俺でも知っているくらい有名な携けい帯たいゲーム機の名前だった。『ポータブル・トイズ・アドバンス』。略して『ＰＴＡ』である。『銀色の』とは、おそらくその中でも手に入れるのが特に困こん難なんだという限げん定てい版ばんのシルバーモデルのことを言ってるのだろう。確か信のぶ長ながのやつもかなり欲しがってたっけな。

「てことは、オモチャ屋に行くってことか？」

「う～ん、オモチャ屋さんというか電気屋さんだと思います。たぶん。私もよく分からないのですが、雑誌にそう書いてあったので」

　何か頼たよりないな……

「じゃあまず電気屋か？　といってもこの街は電気屋ばっかだからな……」

　むしろここではそうでない店を探さがす方が難むずかしいくらいである。

「だったら、まずその辺の電気屋を片かたっ端ぱしからあたってみるか？」

　とりあえずそう提てい案あんしてみると、

「あ、ちょっと待ってください」

　止められた。

「あ、あの、実は今日のために用意したものがあるのです」

　何やらカバンをごそごそと漁あさり、春はる香かが取り出したのはレポート用紙のような二枚の紙だった。

「えと、こちらが裕ゆう人とさんの分です。お役に立てばいいのですが……」

「……これは？」

「〝お買い物のしおり〟です」

　にっこりと春香。

「は？」

　何だそれは。

「今日に備そなえて私が作った特製のしおりです。行きたい場所とそこまでの道のり、到とう着ちやくする予定時刻を簡かん単たんにまとめたオールインワンの万ばん能のうマップです。これさえあればもうばっちり。作るのに三時間もかかったんですよ。えへ」

　控ひかえめに春香が笑う。

　なるほど地図ね。いや、まあ行きたいところを事前にまとめておいてくれたのはいいんだが、ひょっとしてこのミミズがのたくってヘビとケンカしてるみたいなけったいな線が地図だとか言うんじゃないだろうな。

　内心の不安を面おもてには出さず、お買い物のしおりとやらをもう一度よく見てみる。地図の部分はもう絶ぜつ望ぼう的てきなくらいアレだったが、それ以外はよくまとまっているみたいだ。これなら行き先をどこにするかに迷まようことはないだろう。……そこまで無ぶ事じに到着出で来きるかはまた別問題だが。

　で、このお買い物のしおりとやらによると、携けい帯たいゲーム機購こう入にゆうは最後（予定時刻午後五時）になっていた。

「なあ、何で肝かん心じんのモノが最後なんだ？　そんなに欲しいものなら最初に確保しといた方がいいんじゃ……」

　先せん手て必ひつ勝しようは日本人の定番だと思うんだが。それとも最後に買うことに何か意味でもあるのか。残り物には福がある？

　俺の質問に、春香はちょっとイタズラっぽく目を細めた。

「だって最初に買ってしまったら、それでお買い物が終わってしまいますよ。せっかく楽しみにしていたお買い物なのに……そんなのもったいないです。それに──」

「それに？」

「それに……一番のお楽しみは、最後に取っておくものだと思って」

　どうやら好きなオカズは最後に食べるタイプみたいである。







　とまあ、それ（携けい帯たいゲーム機購こう入にゆう）が本日の主目的らしい。

　とはいってもメインイベントに至いたるまでにもいくつかサブイベントがあるようで、お買い物のしおりとやらのタイムテーブルに従したがって、俺たちはアキハバラの街を歩いていた。

　しかし……相変わらずすごい街だな、ここは。

　歩いていると目に入ってくるのはアニメやゲームなポスターやらカンバンやら、中には等身大のポップなんてものまでありやがる。まるっきり異世界、アナザーワールドって感じだ。じっと見てると何か頭がくらくらしてくる。

「えと……そこの道を左に曲がって、少し進んだところを右に曲がって直進して──」

　その異世界を、春はる香かが地図を見ながら先せん導どうしてくれていた。

　……何であの地図で分かるんだろうな。俺には何をどう見てもウナギが腹痛を起こしてうねうねとよじれている図くらいにしか見えん。あんな地図を描かけるのもある意味才さい能のうながら、それを正確に読み取れるのはもっとすごい才能のような気がする。……全くもって完かん膚ぷなきまでにうらやましくはないが。

「次にこの道を右ですね。そうしたら白い建物が見えてくるはずです」

　ともあれ春香のおかげで、ここまで俺たちはほとんど迷まようことなく目的地へと到とう着ちやくすることが出で来きていた。順じゆん調ちようにサブイベントとやら（アニメショップの見学とかグッズショップのウインドウショッピングとか）を消化して、現在はお買い物のしおりにおける四番目の目的地である専門書店へと向かっているところである。

　大通りを並ならんで歩いていると、何だかあちこちで行列のようなものが見えた。ざっと見て三、四十人くらいの人間がぞろぞろとレミングスみたいに列をなしている。何かイベントでもあるのかね？　この暑い中ご苦労なこった。代われるもんなら代わってあげたい。まあ実じつ際さいムリなんだけど。

　などと完全に他ひ人と事ごとで眺ながめていると、

「あっ、あれは」

　隣となりにいた春香が突とつ然ぜんとてとてと走り出した。あー、またか。走り出した先にあるのは一軒けんの店。その後うしろ姿すがたを黙だまって見守る俺。これで本日三度目である。さすがにもう驚おどろかん。

　ゆっくりと歩いて春香の後あとを追おう。

　春香は、店のディスプレイの前にぴったりと張り付いていた。

「かわいいです……」

　視し線せんの先にあったのは赤色の髪かみをした女の子がヴァイオリンを弾ひいているフィギュア（定価二万五千円、高ぇ……）。それをまるでお気に入りのトランペットを見るため楽器屋に毎日通っている少年みたいな目をして、春はる香かはじ～っと見つめていた。

　どうも春香はお気に入りのモノが目に入ると周まわりが見えなくなるらしく、隣となりを歩いてる俺の存そん在ざいすらもすっかり忘わすれて、真っ赤な布を見つけて興こう奮ふんする闘とう牛ぎゆうのごとく、単たん独どく特とつ攻こうをかけるのである。

　おかげでその度たびに、俺は荷に物もつを持ったまま一人ぽつんと取り残されるという放ほう置ちプレイを食らうハメになり、まあ寂さびしいというか空むなしいというか何で俺ここにいるんだろうなとか自分の存そん在ざい意い義ぎについて少しばかり疑問を抱いだいたりもしたんだが……何だかそれも段だん々だんと気にならなくなってきた。

「かわいいものって、見ているだけで幸せな気分になりませんか？」

　と、学園では絶ぜつ対たいに見せない幸せそうな笑えみを浮うかべる春香。その生き生きとした姿すがたを見てると、そんなこと（俺への放置プレイ）なんて非ひ常じように些さ細さいなことに思えてくるんだよな。ま、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』のこんな無む邪じや気きな顔が見られただけで報ほう酬しゆうとしては十分ってことで。

　──それから十五分ほどが経けい過かしたが、春香は一向にディスプレイの前から離はなれようとしなかった。

「なあ……そんなに気に入ったんなら、買えばいいんじゃないのか？」

　さすがにこれ以上ここにいるのも少し営業妨ぼう害がいっぽいんで、そう提てい案あんしてみたところ、春香はその整ととのった顔を曇くもらせて答えた。

「そうしたいのは山々なんですけど……予算がないんです」

「予算？」

　天下の乃の木ぎ坂ざか家けのお嬢じよう様からそんな言こと葉ばを聞くとは思わなかった。小こ遣づかい月百万とかお年玉五百万とか、そういうレベルじゃないのか？

　と尋たずねてみると、

「そんな……とんでもないです」

　春香は大きく首を振ふって力いっぱい否ひ定ていした。

「私のお小遣いなんて本当に少しばかりで……毎月どう節せつ約やくするかに頭を悩なやませているくらいです」

「ちなみに、いくらくらい貰もらってるんだ？」

　参考までに訊きいてみると、

「ええとですね──」

　春香の口から出たのは、俺の月の小遣いとほとんど変わらない額がくだった。

「意い外がいだ……」

　激はげしく意い外がいである。あの由ゆい緒しよ正しい上流階級の代表格の乃の木ぎ坂ざか家けのお嬢じよう様と、ちゃんとした家系図が残っているかどうかも怪あやしい中流階級のステロタイプである綾あや瀬せ家けの一いつ子しにすぎない俺の小こ遣づかいが同どう額がくなんて、普ふ通つうは考えられない。

「うちはお父様が厳きびしくて……今日だって、この日のために取っておいた大事な一万円札を貯ちよ金きん箱ばこから出してきたんです。……おかげでブタさんが天に召めされてしまいました」

　ブタさん……貯金箱のことか？

「だからムダ使いは出で来きなくて……。でも、いいんです。見ているだけで、十分満足ですから」

　えへ、と健けな気げに笑う春はる香か。うう、何ていじらしい……。そういう理由なら（店の人に文もん句くを言われるまで）好きなだけ見なさい。おじちゃんが許ゆるすから。







　そしてさらにディスプレイの前で十分ほどの時間を過ごし。

「ありがとうございました。おかげさまで幸せなひと時を過ごせました」

　とのことらしいので再ふたたび歩き出した俺たちであったが──

「あっ」

　また何か見付けたのか、大通りに出るなり春香が四度目の特とつ攻こうを見せた。忙いそがしいな。

　向かった先はとあるグッズ系の専門店。だが店内には入らずにその店先に置いてある直方体の物体に駆かけ寄よっていく。これはあれか、いわゆるガチャガチャだとかガチャポンだとか呼よばれる類たぐいの玩がん具ぐ自動販売機か。うーむ、懐なつかかしい。俺も小学生の時によくやったもんである。某ぼう機動戦士や某筋肉超人のデフォルメされたゴム人形なんかは、今でも押入れをひっくり返せば大量に出て来るんじゃなかろうか。

「これって、アレですよね？　確かお金を入れると中からお人形とかが出てくる……。あっ、あれって……もしかして、『ドジっ娘こアキちゃん』？」

　……何かどっかで聞いたような固有名詞だな。春香が指差した先には、やはりどこか見み覚おぼえのある蒼あお色いろの髪かみをした女の子がピアノを弾ひいているフィギュアの写真が貼はられた四角い筐きよう体たい（長い……）があった。

「あれ……とってもかわいいです」

　再び少年の目になる春香。うーん、何となく春香の好みの傾けい向こうが分かってきた気もするな。

「だったらやってみたらどうだ？」

　さっきのやつとは違ちがって、これならリーズナブルだし。

「え？　やるって、これをですか？」

「ああ」

「え、でも……」

　勧すすめてみたものの、春はる香かは何やらもじもじと躊ちゆう躇ちよしている。あれ、もしかしてあんまり乗り気じゃないのかな？

　すると春香は小さな声で言った。

「あの……実は私、初めてなんです」

「初めて？」

　って、ガチャポンが？

「は、はい」

　恥はずかしそうにこくりとうなずく。

「見るのも触さわるのも今日が初めてなんです。えっと、こういうのを何ていうのかな……初はつ体たい験けん、でしょうか？　なのでちょっとだけ心配だったのですが……あの、私にも出で来きるのでしょうか？」

「……」

　いやまあ言こと葉ばとしては正しいんだが。でもこんな真っ昼間から人前で初体験とか言うのはやめてほしいです。

「ど、どうでしょうか？」

「うーん、まあ平気だろ。特に難むずかしいもんでもないし」

　ガチャポンなんて、硬こう貨かを入れてレバーを捻ひねるだけだ。その気になれば幼稚園児でも出来る。

「そうなんですか。それならやってみます」

　ようやく春香もその気になったようだった。おもむろに財さい布ふをカバンの中から取り出し、新たに支し給きゆうされたパソコンに向かう機械オンチの中年サラリーマンみたいに、すげぇ真しん剣けんな顔をしてガチャポンと向き合う。ま、ここはとりあえず温あたたかい目で見守っておくか──

「あ、あれ？　あれ？　おかしいな……どうなってるんでしょう？」

　と思ったのだが、いきなり春香が何やら困こまっていた。

「どうした？」

「裕ゆう人とさん……これ、壊こわれているんでしょうか？　お金が入らないんです」

「ん、そんなことないと思うが……どれどれ」

　覗のぞき込こんでみる。

「……」

　そこには硬貨投とう入にゆう口ぐちに必ひつ死しに一万円札を押し込もうとしている春香の姿すがたがあった。……いや春香さん、それはいくら何でも。

「??」

「……春香、ガチャポンは紙し幣へいは使用不ふ可か。硬貨のみ可だ」

「えっ、そうなんですか？」

「……そうなんです」

　いやマジ顔で訊きき返かえさないでくれ。

「分かりました、硬こう貨かですね」

　再ふたたび財さい布ふを開く春はる香か。そして次の瞬しゆん間かん、ご馳ち走そうを目の前にしてお預あずけをくらった豆まめ柴しばみたいに悲しそうな顔になった。

「……硬貨がないです」

「……とりあえず、俺が立て替えておくから」

　このままじゃいつになったらスタート出で来きるのか分からなかったため、そう提てい案あんした。

「……お手数をおかけします」

　千円札を両替機に吞のみ込こませて、百円玉に替かえる。何か紙し幣へいが硬貨に替わると損そんした気分になるのは俺が小市民だからだろうか。

「ほい、これ」

「は、はい」

　緊きん張ちようした面おも持もちで俺から百円玉を受け取る春香。

　そして春香のガチャポン初体験が始まったわけなんだが……ちょっとばかり危き惧ぐすべきことがあった。

　それは中ちゆう毒どく性しようである。

　経けい験けん上じよう、この手のガチャポンは一度ハマるとなかなか抜ぬけ出だせないことを俺は知っている。どうしても手に入れたいモノがある場合、それが出るまでやめられないのだ。

　それでもやるのが小学生ならまだいい。いくら続けたくてもなけなしの小こ遣づかいがなくなれば物理的に続行が不ふ可か能のうになる。何ていうか、財ざい政せい的てきに抑よく止し力りよくがかかるのだ。まあそんな時に限って自分の次に並ならんでいたヤツが目当ての品をゲットしたりして涙なみだを吞のむことになるのだが、そういった苦にがい経験を繰くり返かえして少年は大人へと成長していくのだ……って、ちょっと話がズれたな。

　結けつ局きよく俺が言いたいのは、しかしそれをやるのがそれなりに財ざい力りよくを持った高校生だとしたらどうなるか？　ということなのである。その答えを想そう像ぞうすると……眩暈めまいを覚おぼえるんだよなあ。

　願わくばその答えが外はずれてくれることを期き待たいしたのだが。

　現実ってやつは……そんなに甘くなかった。




　案あんの定じよう、ハマりまくった春香がお目当てのモノ（『ドジっ娘こアキちゃん』ピアノバージョンとやら）を手に入れる頃ころには、漱そう石せきさんが四枚ほど羽を生はやして天へと飛んでいき、代わりに俺たちの周まわりには山ほどのハズレカプセルが、河かわ原らに落ちている丸石のごとくごろごろと転ころがっていたのだった。
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　昼メシの時間となった。

　しおりによると、昼食は『キャロット・キュロット』という店に決まっているらしい。

「この店、どんな店なんだ？」

　ファミレスか何かだろうか。店名だけじゃよく分からん。

　俺のその質問に、春はる香かは待っていましたと言わんばかりに、にっこりと笑った。

「喫きつ茶さ店てんです。雑誌で見て、前からぜひ一度行ってみたいと思っていたお店なんですよ。メインイベントに次ぐ重要なイベントになっていますので、楽しみにしていてくださいね」

　重要イベントね。ふむ、よく見ると確かにしおりの店名の横に花丸が付いてるな。ちなみに今まで気付かんかったが（というか心が拒きよ否ひしてたのかもしれんが）、メインイベントの某ぼう大型電気店の横にも何やらイラストのようなモノが描かかれている。針のようなヒゲとナイフのようなツメを生やし、目を血の色に染そめた化け物。……これはネコ、のつもりなんだろう、たぶん。

「ふんふ～ん♪」

　歩きながら、隣となりで楽しそうに『乙女の祈り』の鼻歌を歌う春香。

　だがそれとは正反対に、俺の心は果はてしない不安でいっぱいだった。イメージにすると、それまで真っ青だった夏の空に突然黒あん雲うんが現れてゴロゴロとカミナリが光りだす、みたいな（古典的）。

「着きました。ここです」

　春香の声で我に返る。どうやらうだうだと色々考えているうちに、いつの間まにか目的地へ到とう着ちやくしていたらしい。

「良かった、空すいているみたいです。早く入りましょう、裕ゆう人とさん」

　春香の声は弾はずんでいる。

　さて、春香お薦すすめとはどんなに怪あやしい（かなり失礼）店なのか。意を決して頭を上げた俺の視し界かいに入ってきたのは──

「……あれ？」

　別に、どこにでもある普ふ通つうの喫茶店だった。

　ちょっとこじゃれた感じの、いかにも女の子ウケしそうなかわいらしい外観。窓ガラスからちらりと見える内ない装そうも落ち着いた感じで、ぱっと見る限りなかなか良さそうな雰ふん囲い気きである。店中に入ってみても、特に変わったところは見受けられなかった。白を基き調ちようとした落ち着いた内装。男の客がやけに多い気がするのが少し気にはなったが、それくらいは許きよ容よう範はん囲いというか、とりたてて問もん題だい視しするようなことでもない。

　窓まど際ぎわの席せきに座すわりメニューを開く。メニューも──ちょっとファンシーな名前のモノが多いけど──いたって普ふ通つうだった。ううむ、この様よう子すだと、どうやら俺の心しん配ぱいも今回は（初めて）杞き憂ゆうに終わったみたいだな。きっと春はる香かも、この店のかわいらしいデザインに惹ひかれてここを重要イベントにしたんだろう。うん、そうに違ちがいない。何だかんだいって春香も、基本的には普通の女の子だしな。

　幾いく分ぶんほっとした気分でメニューを選えらんでいると、頭上から黄色い声が降ふってきた。

「いらっしゃいませ～。ご注ちゆう文もんはお決まりでしょうか？」

　おっと、もうウェイトレスさんが注文を取りに来たか。まだこの『不ふ思し議ぎの国のパスタ』と『七人の小人のアップルパイ』のどっちにしようか決めてないのに。春香もメニューを見ながらうんうんと悩なやんでいる。よし、ここはもうちょい待ってもらおう。

　俺はメニューから顔を上げて、

「あー、すみません、まだかかりそうなのでもう少し──」

　待ってください、とは続けられなかった。

　視し線せんの先にあったものに、俺の動きは完全に停てい止しした。

　ついでに思し考こうも完かん璧ぺきに停止した。

「……」

「どうかなさいましたか、お客様？」

　そこにいたのは……何というか、メイドさんだった。白いフリフリのエプロンドレスに同色のカチューシャ（みたいなもの。正式には何ていうのかは知らん）を装そう備びしている。加えて何か頭にネコミミみたいなもんが付いてるように見えるのは俺の目の錯さつ覚かくか？

「お連れのお客様もまだでしょうか～？」

「あ、はい。もう少し待っていただけますか」

「そうですか～。了りよう解かいいたしました」

　銀色のトレイを持ったネコミミメイドさんがうなずく。……ネコミミメイドさん。自分で言ってて何だが、すごい表現だな。

「それではご注文がお決まりになったらお呼よびください～」

　愛あい想そ良よく笑ってネコミミメイドさんがシッポをふりふり立ち去っていった。それを確認して俺は春香に尋たずねた。

「あの春香……ここって」

「？　喫きつ茶さ店てんですよ？」

　いやそれくらいは分かってるんだが……。そうじゃなくて、いつから日本の喫茶店はメイドさんが標ひよう準じゆん装備になったんだ。

「ここのウェイトレスさんの衣い装しよう、とってもかわいいんです。何と言ってもみなさん、メイドさんですから」

「……」

　……ちょっと待て。今、みなさんって言ったか？

　春はる香かを席せきに座すわらせたまま、ダッシュで店の表にある看かん板ばんまで走る。さっきは気付かなかったが、そこには確かに〝メイド喫きつ茶さ〟『キャロット・キュロット』と書かれていた。

　なるほど……やっぱそういう店だったわけだ。

　非ひ常じように疲つかれた気分になって席へと戻もどる。

　メイド喫茶。確かにそれならメイドさんがウェイトレスをやってるのにもうなずける。というかそれが売りなんだろうから当然だろう。メイド喫茶でメイドさんがいなかったらそれはそれで羊よう頭とう狗く肉にく、看板に大きな偽いつわりありだ。

　だからまあ百歩譲ゆずってそれはいいとしよう。いやあんまよくない気もするがそれを気にすると話が進まなくなるんでいいことにする。でもな──

「……なあ、何でみんな、頭にネコミミが付いてるんだ？」

　そこが最大の疑問だ。おまけによく見ればシッポが付いているメイドさんまでいるし……。あれには学術的に一体どんな意味があるのか。

「ええと、かわいいからじゃないでしょうか」

　春香は実に単純明快な答えを出してくれた。

「メイドさんはそのままでもかわいいですけれど、そこにネコミミを付けることによってさらにかわいさあっぷです。一＋一が二じゃなくて三にも四にもなる好こう例れいですよね？」

　にこにこと笑う春香。そんなかわいく同意を求められても困こまるんだが……

「いいなあ、かわいいなあ……私も着てみたいなあ。今度葉は月づきさんに貸かしてもらおうかな……」

　夢見るような瞳ひとみでネコミミメイドさんを見つめる春香。うーむ、春香にメイド服か……。ちょっとだけ想そう像ぞうしてみる。エプロンドレスを着てネコミミを付けた春香。にっこりと笑って「ご主人様♪」。………………い、いいかもしれない。

　──って何考えてんだ俺は！　これじゃネコミミメイドがツボだとか何とか言ってたあのアホと変わらんだろうが！
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　あまりに頭の悪い妄もう想そうをしてしまい自己嫌けん悪おに身み悶もだえる俺を尻しり目めに、いまだに春香は店内を優ゆう雅がに闊かつ歩ぽするネコミミメイドさんたちをぼ～っと至し福ふくの表情で見つめている。そして突とつ然ぜん、何かを思い付いたかのように左手の上に右手をぽんと落とした。

「裕ゆう人とさん、私……いいこと考えついちゃいました」

「……何でしょう？」

　それはきっと俺にとってはいいことでないと思う。もう断だん言げん出で来きるのが怖こわい。

「写真を撮とらせてもらいましょう」

「は？」

「せっかく来たんですから、メイドさんといっしょに記念撮さつ影えいです」

「いやちょっと待て──」

　俺が止める間まもなく、どこからともなくデジカメを取り出した春はる香かは行動に出た。

「すみません、あの……いっしょに写真を撮とらせていただいてもよろしいですか？」

　テーブルの脇わきを歩いていたネコミミメイドさんを呼よび止とめて、そうストレートに切り出した。しかし、

「すみません、当店では写真撮影はご遠えん慮りよいただいていますので……」

　とネコミミメイドさん。

「え、そうなんですか……？」

「はい。申もうし訳わけありませんが……」

　ネコミミメイドさんが頭を下げる。よ、良かった。春香には悪いが、おかげで店内での写真撮影なんて半ば羞しゆう恥ちプレイに近い恥はずかしいマネをしなくて済すんだな。

　──と安あん堵どするのはまだまだ早かったみたいだった。

「ダメ……ですか。メイドさんと写真、撮りたかったのですが……」

　捨てられた仔こ猫ねこみたいにしょぼんとする春香。そのあまりに落らく胆たんした姿すがたを見かねたのか、ネコミミメイドさんはちょっと考える素そ振ぶりを見せて「う～ん、少しだけお待ちください。もしかしたら何とかなるかもしれないです」と言って店の奥おくに小走りで消えていった。いや何とかしてくれなくていいです……などと突っ込むヒマもなく、すぐにネコミミメイドさんは戻もどってきた。

「お客様、こちらまでお越こしください」

「？」

「え～と今、店長に事じ情じようを話して撮さつ影えいの許きよ可かをもらってきました。私でよろしければ、どうぞ写真を撮とってもらって結けつ構こうです。ただし他のお客様の手前、お店の奥おくでこっそりと撮影ということになっちゃうんですが……」

「ほんとですか？　ええ、それでいいです。ありがとうございますっ」

　花が咲くような笑え顔がおで春はる香かがぺこりと頭を下げた。それを見たネコミミメイドさんが何やら恥はずかしそうに頰ほおを染そめている。何というか、春香の笑顔は男女関かかわりなく全ての人のハートをがっちりとキャッチするエンジェルスマイル（必ひつ殺さつ）なのである。ううむ、もしかして希き少しような女性ファンクラブ員を一人増ふやしちまったんじゃないのか（星屑守護親衛隊。現在の男女比五：一）。




　かくしてこの日、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』とネコミミメイドさんそして俺の三人が仲良く笑っている（俺は引ひき攣つってたかもしれんが）という、後こう世せいまで語かたり継つがれそうな非ひ常じようにコメントがしづらい写真が生まれたのだった。







　さて（満まん面めんの）笑みのネコミミメイドさんに見送られ、俺が心の底そこから疲ひ労ろうしてメイド喫きつ茶さを出た直後のことだった。また何か新しいモノを見付けた春香が本日五度目の特とつ攻こうをかけ、いいかげん慣なれてきた俺が店の前にあった汚きたないベンチに腰こしを下ろしてぼんやりと景け色しきを眺ながめていた時のことだった。

「あれー、もしかして裕ゆう人とじゃない？」

　人ゴミの中から、あり得えない声が聞こえた。

　とりあえず他人のフリをしてあさっての方向を見たのだが、ヤツはそれで諦あきらめてくれるような殊しゆ勝しような性せい格かくをしていなかった。

「ねー裕人だよねー？」

「……」

「裕人ー？」

「……」

「あー、ムシだー。そういうことするんなら僕にも考えがあるよー」

「……」

「ふーん、いいんだねー。あのねー、白はく城じよう学園二年一組の綾あや瀬せ裕人くんは幼稚園の時にバラ組担たん任にんの岩いわ倉くら先生に──」

「……分かった。俺が悪かった、信のぶ長なが」

　観かん念ねんすると、見み慣なれたというよりはもはや見み飽あきた顔の幼おさな馴な染じみは「うんうん、それでいいんだよー」と子供みたいに嬉うれしそうに笑った。

「けど信長……何でお前がここに？」

「ん？　変なこと訊きくねー、僕が休みの日はほとんどここに来てるってこと、裕ゆう人とが一番よく知ってると思うけどー。僕らの聖地サンクチユアリだしねー」

　……そういやそうだった。

「ま、今日はちょっと用事があったんだけどねー。あ、正確には昨日からかー。てゆーかこっちにしてみたら裕人がここにいるってことの方が驚おどろきだよー。普ふ段だん僕が誘さそっても全然乗ってくれないのにー」

　お前の誘いだからイヤなんだよ。こいつとこの街の組み合わせは俺にとって最悪のカップリングである。盆と正月どころか仏ぶつ滅めつと葬そう式しきがいっぺんにやって来たって感じだ。

　まあそれはともかくとして、確かにこいつの言う通りこいつがこの街にいることは驚くべきことじゃない。それはある意味海に魚がいることが当たり前のようなもんだ。真性アキバ系であるこいつが、休日にここにいなくてどこにいるのかって感じである。

　問題は、春はる香かと二人で出かけるということに気を取られすぎてそのことをすっかりさっぱりキレイに忘わすれていた俺の脳のうミソの方にある。ちっ、覚おぼえていればそれなりに対たい策さくも立てられたものを。

「どしたの裕人ー、顔色悪いよー」

「いやちょっと頭ず痛つうが……」

「へー、大たい変へんだねー。成分の半分が優しさで出で来きてる頭痛薬、あげようかー？」

　頭痛のタネがそんなことを言いやがる。

「あー、それより信長、お前も色々忙いそがしいんだろ？　俺に構かまわず行ってくれていいぞ」

「えー、そんなことないよー。メインイベントはもう終わったしー、特に急いでやらなきゃいけないこともないしー」

「でも俺といても退たい屈くつだろ？　せっかくの休日なんだから好きに羽はねを伸ばした方が……」

「何か裕人、僕にどっか行ってほしいみたいだねー」

「い、いやそんなこと……」

　めちゃくちゃあるんだがな。少なくとも春香が戻もどってくる前に消えてくれないと、色々と厄やつ介かいなことになるのはもう明白である。火か炎えんを見るよりも明らかである。

「ふーん……ま、何でもいいけどさー。分かったよー。もう用事は済すんだしー、僕は眠ねむいから、大人しく帰って寝ねることにするー」

　本当に眠そうな顔でカバみたいに大きな欠伸あくびをして信長が伸びをした。ムダにタフなこいつにしては珍めずらしい。

「昨日からちょっとしたイベントがあってねー。並ならびっぱなしでほとんど寝ねてないんだよー。でもおかげで目的のブツは無ぶ事じゲット出で来きたからいいんだけどねー。あははー」

　何かこいつはこいつで色々と大たい変へんみたいだな。

「じゃーねー裕ゆう人と、また明日学校でー」

　右手に持った紙袋をぶんぶんと振ふりながら、信のぶ長ながは駅へと歩いていった。
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　そして何だかんだで時間は過ぎてゆき。

　いよいよ（春はる香かにとって）本日のメインイベントである、携けい帯たいゲーム機購こう入にゆうの時間が近づいてきた。

「時刻は現在午後四時四十八分……いよいよメインイベントです」

　ここまで順じゆん調ちようにイベントをこなしてきて上じよう機き嫌げんの春香の後を付いて、最終目的地である電気屋へと向かう。ちなみに俺の両手には二つの紙袋。本日の（春香の）入にゆう手しゆ物ぶつである。中身はほとんどがあちこちでもらった無料配はい布ふの冊子やカタログ、ポスター等で、その他にもマンガ（『イノセント・スマイル』今月号やら）に小説などが少々。量はそんなに多くないが、紙モノが多いためけっこう重い。

「裕人さん……だいじょうぶですか？　あの、やっぱり私、半分持ちます」

「いや、平気」

　気き遣づかってくれるのは嬉うれしいが、荷に物もつ持もちくらいしないとほんとに何しに来たんだか分からんからな。

「でも……」

「ほんとに大だい丈じよう夫ぶだって。重い荷物を持つのは昔から慣なれっこだし」

　小学生の頃ころからルコやら由ゆ香か里りさんやらに時給五十円で（ほとんど強制的に）荷物持ちをやらされてたからな。真夏のあっつい日に俺がクソ重い荷物にひーひー言ってる横でヤツらは楽しそうにソフトクリームを舐なめてたっけ。……いや、今になって冷れい静せいに考えてみると、それって児童虐ぎやく待たいとかそういうのじゃないのか、おい。

　自らの被ひ虐ぎやくの思い出を振り返り少し鬱うつになった俺を、春香が心しん配ぱいそうに覗のぞき込こんできた。

「何か顔色が悪いような気がするのですが……あ、あの、やっぱり荷物、重いんじゃないですか？」

「いや……ちょっと過か酷こくな過去を思い出して」

「過酷な……ですか？」

「ちなみにシャレじゃないぞ」

「？」

　春はる香かの頭の上にでっかいハテナマークが浮うかぶ。

「あー、何でもない。こっちのこと。それよりさっさと行こう。せっかくここまで来たのに、売り切れでもしてたら悲ひ惨さんだからな」

　と、荷に物もつを勢いきおいよく持ち上げ春香の前に立って歩き出した俺だが、

「裕ゆう人とさ～ん」

　すぐに春香に呼よび止とめられた。

「道、そっちじゃないですよ？」

「……」

　そういえば、俺は行く先がどこだか正確には分かってなかったんだっけ。

「こっちです」

「……はい」

　うなずいて、春香の後に続く。

　しかしあれだ。

　まさかこの時何なに気げなく言った言葉がまさか現実のものになろうとは、全く想そう像ぞうもつかなかったね。







「……売り切れ？」

「はい。真まことに申もうし訳わけございませんが……」

　メガネをかけたいかつい顔の店員さんが深々と頭を下げる。

　現在俺たちがいるのは、某大型電気店３Ｆのゲームコーナーである。ぴったりお買い物のしおり通りの時間にここに辿たどり着ついた俺たちを待っていたのは、『ポータブル・トイズ・アドバンス』限げん定てい版ばんシルバーモデルの空き箱の上に貼はられた〝売り切れ〟の文字だった。

「限定版のシルバーモデルは大たい変へんな人気でございまして、予約分で七割方が販はん売ばい済ずみで、残った三割も午前中に完売してしまっております」

　それも大変な混こん雑ざつで、開店前もしくは前日から並ならんでいないと購こう入にゆうはまずムリだったでしょう、とフォローだか何だかよく分からんことを付け加えた。

「どうにかして、手に入りませんか？」

「当店の系列店にも在ざい庫こはございませんし、他店に行かれたとしてもこの時間ではもうムリではないかと──」

　俺の質問に丁てい寧ねいに答えてくれる店員さん。マウンテンゴリラみたいな顔の割わりに実はけっこういい人かもしれない。

　まあつまり話を総合すると。

「見込みが甘かった……ってことか」

　本気でその限げん定ていシルバーモデルとやらが欲しかったら、開店前──それこそ早朝くらい──から並ならぶくらいの覚かく悟ごが必ひつ要ようだったってことだろう。午後五時にのんびりと来店なんてそれこそ問題外だ。

「……」

　隣となりを見ると、魂たましいが抜ぬけかけて頭の上にふわふわと浮ういているのが見えそうなほど愕がく然ぜんとした顔の春はる香かが立っていた。

　完全に、茫ぼう然ぜん自じ失しつって顔だった。

「あー、春香」

　普ふ段だんはほとんど完全無む欠けつなのに、ここ一番の肝かん心じんなところが抜けてるのは春香の特性だが、そこまでアレな顔をされると、何て声をかけていいんだか分からなくなってしまう。

「まあ今回は、運が悪かったってことで」

「……」

「春香？」

「……え？　あ、はい」

　虚うつろな瞳ひとみで何とか返してくる春香。目が完全に死んでる。こりゃ……相そう当とうのダメージみたいだな。

「とりあえず出よう。これ以上ここにいてもしょうがないし」

　むしろいたたまれない気分になるだろう。

「……はい。そうですね」

　力のない声でそう答えて、春香はエスカレーターのある方へと歩き出そうとした。その身体が途と中ちゆうでふらりと揺ゆれる。

「春香？」

「あ、あれ？」

　俺が声をかけるのと、春香の身体がそのまま床ゆかに向かってゆっくりと傾かたむいていくのとはほとんど同時だった。

「！」

　床に着く寸すん前ぜんに何とか春香の身体を受け止めることに成功する。うわ、腰こし細いな。おまけにいい匂におい……ってそんな不ふ埒らちなことを考えてる場合じゃないだろ！

「大だい丈じよう夫ぶか、春香！」

　俺の腕うでの中で、春香はまぶしそうに目を細めた。

「は、はい。何だか少しふらっとして……」

　貧ひん血けつか何かだろうか。確かにただでさえ白い春香の顔が、今はさらに紙のように白くなっている。どうする……ここは店の人に助けを求めるかあるいは救急車でも呼よぶか──

「あの、裕ゆう人とさん。私、平気です。これくらいなら少し休めば楽になると思います」

　俺の考えていることが分かったのか、春はる香かが力なく首を振ふった。

「でもな……」

「お願いします。大おお事ごとにして裕人さんに迷めい惑わくをかけたくないんです」

　……仕し方かたない。ここは春香の意い思しを尊そん重ちようしよう。

「……分かった。じゃあとりあえず店を出て、どこか休める場所に行くぞ。──ちょっとガマンしてくれ」

「え？　ゆ、裕人さん!?」

　目をシロクロさせる春香を抱だき上あげる。何を勘かん違ちがいしたのか周しゆう囲いから口くち笛ぶえやら歓かん声せいやらが上がったがムシして、俺はダッシュで店を出た。

　……しかしお姫ひめ様さま抱だっこなんて、するのもされるのも（されたくないが）生まれて初めの経けい験けんだな。







　休めそうな場所を探さがして、着いた先は小さな公園だった。

「つ、疲つかれた……」

　さすがに人一人抱きかかえての全力疾しつ走そうは身体に堪こたえる。いや春香は全然重くなく、むしろ羽う毛もうみたいに軽かったのだが、それでも帰宅部で万年運動不足の身には少々辛つらいものがあった。俺ももうトシだな……。今度通販のアレでも購こう入にゆうすることを本気で検けん討とうした方がいいかもしれん。ちなみにどうでもいいが、アレとは深しん夜やに外人さんがさわやかな笑え顔がおで宣せん伝でんしていた怪あやしげなルームランナーの出で来き損そこないのような一品──「ＨＥＹ、ナンシー！　今日はいいものがあるんだ！」「わあ！　何かしら、ビル！」みたいなくだりで始まるアレである。確か分ぶん割かつ払ばらい可かで税込み一万二千八百円也だったか。……いや、ほんとにどうでもいい話だな。

「よいしょっと」

　抱かかえて走っている最中に眠ねむってしまったのか、眠り姫よろしく穏おだやかな寝ね息いきを立てる春香をベンチに寝ねかせて、俺は一ひと息いき吐ついた。

　──それにしても倒たおれるなんてな。

　まあ、あそこまで楽しみにしていたゲーム機購入である。それだけに失敗した反動はものすごいのかもしれんが……

　ベンチの上で、規き則そく正しく胸むねを上下させている春香を見る。

　何にせよあと少し待ってみて目を覚さます様よう子すがないようなら、本気で救急車を呼ぶこととかも考えた方がいいかもしれん。いくら大事にしたくないからって、春香の身体の方が大切だ。

　さて救急車を呼ぶとしたら携けい帯たいで呼ぶべきか、それとも今ではもう化石並なみにすっかり少なくなってしまった公衆電話を探さがしてそっちで呼よぶべきか迷まよいながら、もう一度春はる香かの方に目を遣やると──

「あっ……」

　いつの間まに起きていたのか。

　こっちに顔を向けていた春香とぴたりと目が合った。それはもう、これ以上ないってくらいのばっちりのタイミングだった。

「……」

「……」

　……何か、気まずい。

「あ、身体はもう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「は、はい」

　慌あわてたように春香がうなずく。

「おかげさまでだいぶ落ち着きました。あの、昨晩はあまり眠ねむれなかったので、おそらくはそのせいだと思うのですが」

「眠れなかった？」

「え、その、はい……今日のお買い物が楽しみでわくわくして、遠足の前日みたいに目が冴さえてしまって──」

「そ、そうか」

「……」

「……」

　沈ちん黙もく。

　目が合ったままの状じよう態たいで、俺も春香も石せき像ぞうのように固かたまってしまう。

　視し線せんを外はずしてしまえばいいだけの話なんだろうが、どうしてかそれが出で来きないんだよ。近きん距きよ離りにある春香の整ととのった顔。汗あせでほんのりと濡ぬれた髪かみ、澄すんだ瞳ひとみ、薄うつすらと赤く染そまった頰ほお、かわいらしい桜色の唇くちびる。それらから目が離はなせない。なぜか春香もこっちをじっと見つめたまま全然動かないし。

　心臓がどくんどくんとやかましく動く。ノドがやたらと渇かわくし、何やら少し息いき苦ぐるしいような気もする。まさか、まさかこれって……心しん筋きん梗こう塞そく？　……って俺にそんな持じ病びよう（成人病）はねえ！　身体が健康なことは（体力は六十歳のおじいちゃんレベルだが）、給食の肉ジャガに入っている肉の量並なみに数少ない俺の長所の一つなのだ。

　けど……だとしたらこれは一体何なんだ？

　動どう悸きはいまだにちっとも収おさまらず、それどころか壊こわれたエンジンのようにますますその勢いきおいを増ましていく。もうほとんどオーバーヒート寸すん前ぜんである。

　このままこの状じよう態たいがあと十秒も続いたら死ぬんじゃないかと思われたその時、突とつ然ぜんポケットから鳴なり響ひびいた不ぶ気き味みな音によって空気が動いた。

「……あ」

　金かな縛しばりが解とける。

〝ワルキューレの騎き行こう〟

　映画『地じ獄ごくの黙もく示し録ろく』に使われた、ワーグナー作曲の仰ぎよう々ぎようしい音楽である。着信じゃなくてメールのようだが……この着信音ってことは、もう該がい当とう者しやは一人しかいないんだよな。

「ルコ……」

　予よ想そう通り、携けい帯たいの液えき晶しよう画面には我が姉上様からの簡かん潔けつなことこの上ない文面が表示されていた。

『今日の夕食はカレーが食べたい。材料買って、七時までには戻もどってこい』

　……まあ、二十三にもなって好物がカレーなのはどうだろうだとか、料理はおろか洗せん濯たく掃そう除じの全てを弟に任まかせっきりなのは女として姉として何かが間ま違ちがってるだろだとか、いきなりメールしてきて七時までに帰れなんて少しはこっちの都つ合ごうも考えろだとか、言いたいことはそれこそ山ほどあるんだが……今回ばかりはこのタイミングにスズメの涙なみだくらいは感かん謝しやしてやってもいいかもしれん。

「メ、メールですか？」

「あ──ああ、姉貴から」

　なぜなら、そのおかげで辺あたりを覆おおっていた妙みような雰ふん囲い気きが少しだけ解かい消しようされたから。

「お姉さんがいるんですか？」

「あ、あれ。言ってなかったっけ？　七つ年上なんだけど……」

「そ、そうなんですか」

　とはいえそれは完全に消え去ってくれたわけではない。

　おかしな沈ちん黙もくだけはなくなってくれたが、春はる香かは郵便ポストみたいに頰ほおを赤らめたままだし、俺も俺で油ゆ断だんすると妙な行動をとりそうになる。……ほんとに何だろね、これ。

　とにかく、ここは少しインターバルを取らなきゃマズイ。

「ま、まあそういうわけなんだが。それより……あ、そうだ。春香、ノド渇かわいたろ？　何か飲み物でも買ってくるから、そこに座すわっててくれ」

「あ、ええ。あの……」

「すぐ戻ってくるから」

　何か言いたげな春香をベンチに座らせて、俺はその場から駆かけ足あしで離はなれた。うう、だってあのままあそこにいたらヘンな気分になりそうだったんだよ。

　近くにある自販機でコーヒーと紅茶を買う。そのついでに息いきを大きく吐いて深しん呼こ吸きゆう。落ち着け、俺。何だか知らんが鎮しずまれ、心臓。そのまま五回ほど息を吸ったり吐いたりを繰くり返かえすと（客きやつ観かん的てきにはかなり怪あやしい人物だが）、ようやく胸むねの動どう悸きが収おさまってくれた。ふう、これでとりあえずは一安心だ。あまり待たせるのも春はる香かに悪いのでさっさと戻もどらんと。

　再ふたたび駆かけ足あしで春香のところへと戻る。

「ほい、紅茶で良かったよな？」

「は、はい。ありがとうございます。私、紅茶大好きなんです」

　黄色いレモンティーの缶を渡わたすと、嬉うれしげに春香は微ほほ笑えみ、こくりと口をつけた。

「何か……新しん鮮せんな味。こういうのも……美お味いしいかも」

「新鮮？」

　別にどこにでも売ってる汎はん用ようレモンティーだと思うんだが。

「私、缶に入っている紅茶を飲むのって、初めてなんです」

　……ナルホド。そういえば学園でもブリック（パック入りジュース）とかを飲む姿すがたを見たことがない。いつも専用の水すい筒とうとティーカップ（ウエッジウッド製）を持じ参さんしてるし。

　こくこくとレモンティーを飲む春香。その隣となりで俺もコーヒーをちびちびと口にする。頭上では、山で七つの子が待っているのか真っ黒なカラスが一羽、カーカーと切せつなげに鳴ないていた。

「あの……さっきはすみませんでした」

　黄昏たそがれの中、春香がぽつりとつぶやいた。

「あんなに大おお勢ぜいの人の前で倒たおれてしまって……裕ゆう人とさんに、とってもご迷めい惑わくをかけてしまいました」

「ん、あー、いや」

　まあ確かに倒れた春香をお姫ひめ様さま抱だっこして運ぶのは少々周しゆう囲いの視し線せんが痛いたかったが、それは春香が悪いわけではない。それにちょっとした役やく得とくもあったし。

「……ほんとにすみませんでした。今日はムリを言って、せっかく裕人さんにこんなところまで付き合ってもらったのに」

　春香がうつむく。

「……私、ほんとにダメですね。おまけに私がぼやぼやしていたせいで『ぽーたぶる・といず・あどばんす』も売り切れちゃうし……。目的も果はたせないうえに裕人さんに迷めい惑わくまでかけて……もうダメダメです。『ダメっ娘こメグちゃん』くらいにダメダメです。こんなことなら来ない方が良かったって、裕人さんも思ってますよね……」

　缶をきゅっと握にぎり締しめて、そう息いきを吐つく春香。うーん、テンションが地の底そこまで下がってる感じだ。落ち込む気持ちは分かるんだが……そこまで自分を卑ひ下げせんでもいいだろ。ていうかメグちゃんってだれだよ。

　それに春香。お前の言ってることには一つだけ大きな間ま違ちがいがあるぞ。

「待った。確かに限げん定ていモデルが買えなかったのは春香のミスかもしれんし、ちょっとばかり困こまったのも事実だ。でもな……別に俺はムリして付いてきたわけじゃない。俺は春香と来たかったから来たんだ。そこだけは聞き捨てならない」

「え……」

「それに何だかんだいっても……今日は楽しかった。色々と俺の知らない新しい世界（ネコミミメイドとかネコミミメイドとかネコミミメイドとか）も見られた。だから来ない方が良かったなんてこれっぽっちも思ってないし、むしろ春はる香かと来られて良かったと思ってるぞ」

　これは本ほん音ねだ。

「裕ゆう人とさん……」

　春香が、くしゃっと顔を歪ゆがめた。

「う……ぐすっ、あ、ありがとうございます。わ、私も、今日は楽しかったです。だ、だれかと買い物に行くなんて初めてで……本当に楽しかったんです。でも、でも楽しかったからこそ肝かん心じんの『ぽーたぶる・といず・あどばんす』が買えなかったのが、最後の最後にこんな風になっちゃったのが悔くやしくて、申もうし訳わけなくて、それでそれで……」

「あー、泣なくな」

「はひ……」

　とは言いつつも春香は泣いていた。マジ泣きだった。ポケットからハンカチを出そうとして……ハンカチなんて上品なものは持ってきてなかったことに気付いて、街でもらったポケットティッシュ（配布元：最近社長が逮たい捕ほされた某ぼう有名消しよう費ひ者しや金きん融ゆう）を差し出した。

「ぐしゅ……すみません」
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　涙なみだを拭ぬぐう。春はる香かが使うと大量頒はん布ぷ用ようの安物ティッシュさえもシルク質しつ感かんの高級ティッシュに見えるから不ふ思し議ぎだ。

　それから春香が泣なき止やむまで十分ほど要ようした。







「そろそろ帰るか」

「……はい。そうですね」

　すっかり泣き止んだ春香が、笑え顔がおでベンチから立ち上がる。

「でも……まだちょっとだけ残ざん念ねんです、『ぽーたぶる・といず・あどばんす』」

「まあ、また今度の休みにでも探さがしてみるか。もしかしたらどっかで売れ残りとかがあるかもしれないしな」

　俺が言うと、春香はキツネに両頰ほおをつままれて左右に力いっぱい伸ばされたみたいな顔をした。

「い、いいんですか？」

「ああ。言ったろ？　俺も今日は楽しかったって。だから春香とまた出かけられるんなら、望むところだ」

「う、嬉うれしいです！」

　スキップをしながら前に出る春香。その先には──

「春香、前！」

「え？」

　遅おそかった。

　ガンッ、と鈍にぶい音。

「……痛いたいです」

　──公園の外がい灯とうがあった。そりゃ痛いだろうよ。相変わらずドジというか抜ぬけてるというか……。でもそんな春香を見ていると頰が自然と緩ゆるんできてしまう。

「……裕ゆう人とさん、人の不幸を笑うのはヒドイと思います」

「え、笑ってないぞ」

「わ、笑ってますよ！　思いっきり笑ってます」

　ぽかぽかとゲンコツで俺の胸むねを叩たたく春香。いや全然痛くないんだけどな、これが。

「あー、分かった分かった、俺が悪かった」

「……誠せい意いが感じられません」

「いや誠意って言われても」

　どうすりゃいいんだか。助けを求めるべく周まわりを見み渡わたすと、視し界かいの隅すみに何やら直方体の物体が映った。アレって……お、そうだ。

「だったら最後にもう一回アレやってくか？　俺のオゴリで」

　公園の外を指差す。そこにあったのは昼間に春はる香かがやっていたガチャポン。ここってあの店の裏うらだったんだな。

　それまでぷ～っと頰ほおを膨ふくらませていた春香の顔が、一いつ瞬しゆんでぱあっと輝かがやいた。

「ほんとですか？　やったあ！」

　百円玉を渡わたし、春香がそれを硬こう貨か投とう入にゆう口ぐちに押し込みレバーを回し、ガチャポンっと丸い物体が転ころがり出て来る。透とう明めいのプラスチックケースに包つつまれたその中身を見て、春香が叫さけんだ。

「こ、これって……〝はにトラポーズ〟です！」

　……は？　何？　今のって日本語？

「『はにかみトライアングル』のヒロインで『ドジっ娘このアキちゃん』が得とく意いとする決めポーズです。ほら、かわいいでしょ？」

　春香の手の平の上では、蒼あお色いろの髪かみをした女の子がスカートの裾すそを指ゆびでちょこんと摘つまんでぺこりと頭を下げている。なるほど、略りやくして〝はにトラ〟ってわけか。……にしてもこのポーズ、どっかで見たことねえか？

「私、これ宝たから物ものにしますね」

　嬉うれしそうにフィギュアを胸むねに抱だいて、春香がにっこりと笑った。

「……これを？」

　このワケの分からんポーズをしたやつをか？　これならあのピアノを弾ひいてるフィギュアの方が数段マシのような気がするんだが。

　だけど春香は静かに首を横に振ふり、

「このポーズ、とってもかわいいんでお気に入りなんです。それに──」

　ちょっとだけ頰を染そめて、

「それに……裕ゆう人とさんが買ってくれたものです。それだけで、私にとっては大事な大事な宝物です」

　そんなことを言ってくれた。

　……まいったな。

　真しん剣けんに照てれた顔してそんなことを言われるとこっちとしても何て答えればいいのやら。てかそれ以前に、顔が火ほ照てってまともに春香の方を見られやしない。

　夕方の涼すずしい風が頰に当たる。その心地ここちよい涼りよう気きで顔を冷やしながらしばし（三分ほど）熟じゆつ考こうして、俺はようやく何とか返事を捻ひねり出だすことに成功した。

「……大事にしてやってください」

　……ま、それが気の利きいた返事であったかどうかはともかくとして。

　こうして、俺と春香の初めての買い物は終わったのだった。







　ちなみに後日信のぶ長ながに聞いた話であるが、例の妙みようなポーズをしたフィギュアはレア中のレアモノで、全国でもいまだ五十体程てい度どしか確認されていない天然記念物みたいな代しろ物ものであるとか。……世の中って分からん。
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　六月に入り、梅つ雨ゆ真まっ只ただ中なかだというのに全然雨が降ふらないのはいいんだが、代わりに一足早く夏を迎むかえたような蒸むし暑あつい日々が来る日も来る日も延えん々えんと続き、いっそオーストラリアにでも移い住じゆうしてコアラやカンガルーと戯たわむれるムツゴロウさんもどきな毎日でも送ろうかなどと考えてしまうくらいにほどよく脳のうが腐くさってきたある日のことである。

　放課後、俺はせっせと音楽準じゆん備び室しつの掃そう除じをしていた。

　床ゆかにばらばらと散ちらばっている資し料りようの数々を、系統別にまとめ直して本ほん棚だなへと仕し舞まう。部へ屋やの片かた隅すみでいくつも折り重なって、捨てられた自転車の成なれの果はてみたいになっている指し揮き台だいを起こし、その下した敷じきになっているスピーカーを引ひっ張ぱり出だす。事務机の上にゴミのように積み重なっていた楽がく譜ふを引き出すと、途と端たんにホコリが粉こな雪ゆきのように辺あたりに舞まった。

「ごほっ、げほげほ……」

　音楽準備室は荒こう廃はいしていた。

　妻に三み行くだり半はんを叩たたきつけられて出て行かれた、甲か斐い性しようなしの男やもめの自宅のように荒すさみきっていた。

「ひでぇ……」

　思わずそんな言こと葉ばが口をついて出る。

　ある程てい度どの惨さん状じようは予よ想そうしていたが、まさかこれほどとは思わなかった。どうやら俺はあの人のポテンシャルをまだまだみくびっていたらしい。

　片付けても片付けても片付かない音楽準備室（最悪）を見て、深々とため息いきを吐つく。

　さて、何だって俺がこんなことをやっているのかというと、これもひとえにこの部屋の主である音楽教師にしてうちのクラスの副担任（片付けられない女）が原げん因いんだったりするのである。

　今から遡さかのぼること三時間前の会話。

「ねえ裕ゆうく～ん、今日ってヒマかな～？」

　ホームルームも終わり、帰り支じ度たくをしていた俺のところにやって来た音楽教師は、ネコがアゴの下を撫なでられたときのような甘い声でそうささやいた。

「全然ヒマじゃありません。まったくもって、これ以上ないくらい完かん璧ぺきに、予定が入りまくってます」

「実は、裕くんにお願いがあるのよね～」

「イヤです」

「聞いてくれたら、おねいさん、後あとでイイコト（はあと）してあげたりするんだけどな～」

「結けつ構こうです」

「松コースと竹コースと梅コースがあるんだけど、どれがいい？」

「……俺、帰りますんで」

　相変わらず人の話を全く聞かないアホな人は放っておいて帰ろうとすると、

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　がっちりと腕うでを摑つかまれた。ちっ、逃とう亡ぼう失敗。

「……何ですか？」

「だから、お願いがあるって言ってるじゃない」

「だから、俺もイヤだって言ってるじゃないですか」

　この人の『お願い』にはロクなものがない。経けい験けん上じよう、それはもう分かりすぎるくらいに分かりきっているのだ。

「そんなこと言わないで、聞くだけでも聞いてよ、ねっ？」

　とはいえ、聞くだけは聞かないと帰してくれなさそうな勢いきおいである。仕方なく、嫌いや々いやながらも俺はうなずいた。

「……まあ、聞くだけなら」

「うんうん、裕ゆうくんのそういうところ、おねいさん大好きよ」

　ぎゅっとその豊ほう満まんな胸むねに抱だきしめられる。うう。頰ほおに触ふれた柔やわらかい感かん触しよくと甘い匂においに思わずくらりとくるが、ここで負けては由ゆ香か里りさんの思うツボだ。

「で、何なんですか？」

　尋たずねると、由香里さんは神しん妙みような顔をして語り始めた。

「実はね～、今朝、学年主任の先生から直じき々じきのお達しがあったのよ～」

「何て？」

「今日中に、音楽準じゆん備び室しつを片付けなさいって」

「……さようなら」

　くるりと踵きびすを返そうとした俺の腕を由香里さんががっちりと摑む。

「ま、待ってってば。何で最後まで聞かないうちに帰ろうとするのよ～」

「聞かなくても分かりますよ。どうせ俺に片付けを手て伝つだえって言うんでしょう。そんなの一人でやってくださいよ。この前だってトイレ掃そう除じに付き合ったばっかりなんですから」

「あ、惜おしい。近いけど違ちがう」

「違う？」

　絶ぜつ対たい当たりだと思ったんだが。さすがにこの人もそう毎回毎回、他人に迷めい惑わくをかけるようなことばかりをやるわけではないのか。

　と、この人に限ってそんなことを考えたのは甘かった。

「うん、違う。あのね、手伝ってほしいっていうか、私の代わりに一人で掃除をやっといてほしいのよね～」

「……」

　この人、何考えて生きてるんだろう。

　図ずう々ずうしいにも程ほどがある。

「……いっぺん死んでください」

　吐はき捨すてるようにそう言ってその場から立ち去ろうとした俺の身体に、由ゆ香か里りさんがすがりついてきた。

「だ、だから待ってってば。私だって本当は手て伝つだいたいと思ってるんだけど、今日はどうしても外はずせない大事な大事な用事があるのよ」

「……どんな用事ですか？」

「『ＳｅｒａｐＨセラフ』のライブ（ぼそっ）」

「……は？」

　空そら耳みみだと思いたかった。

「だから～、今日はこれから『ＳｅｒａｐＨ』のライブがあるのよ。半年前に予約してやっとのことで取ったプラチナチケットなの～。これに行けなかったら私、欲よつ求きゆう不ふ満まんで死んじゃうかもしれない」

「それ……本気で言ってるんですか？」

「もちろん。本気よ」

　授業中にも見せたことのない真ま面じ目めな顔で言い切る由香里さん。

　ちなみに『ＳｅｒａｐＨ』とは由香里さんお気に入りのビジュアル系バンドの名前である。

「お願い裕ゆうくん～、助けると思って私の代わりに掃そう除じして。してくれたら、お礼に今度いっぱいイイコト（はあと）してあげるから～。裕くんの他にこんなこと頼たのめる人いないの。ね、一生のお願い～」

　ほとんど押おし倒たおさんばかりの勢いきおいで俺の身体にぴったりと密みつ着ちやくし、泣なきそうな顔でそう懇こん願がんしてくる。

　そうまでされると、自じ業ごう自じ得とくとはいえさすがに無む下げに断ことわるのにも気が引ける。はあ……まあしょうがないか。今日のところは放課後もヒマなことだし、ここは一つ貸しを作っておくことにしよう。

「……分かりましたよ。分かりましたから胸むねを押し付けないでください。音楽準じゆん備び室しつをキレイにしておけばいいんですね？」

「えっ、やってくれるの？」

「……まあ、いちおう」

　そう答えると、ビジュアル系大好きの二十三歳女教師は身体いっぱいに喜びを表現した。

「ありがとう～。だから裕くんって好き♪」

「……それはどうも」

　と、そういうことである。

　以上のような経けい緯いでこのゴミタメの掃そう除じを引き受けたわけだが、今となってはその選せん択たくを激はげしく後こう悔かいしていた。

「ひどすぎる……」

　部へ屋やの主の限りなく大おお雑ざつ把ぱな性格は、僅わずか二ヶ月でそれまで小ぎれいだった音楽準じゆん備び室しつを混こん沌とんあふれる夢の島へと変へん貌ぼうさせていた。

　半ば鬱うつになりながら、ホコリまみれになったベートーヴェンの肖しよう像ぞう画がをハタキではたく。降ふり積つもったホコリの下から出てきたいかめしい顔には、額ひたいに大きく『肉』と書かれていた。小学生レベルのイタズラである。……楽がく聖せいも草くさ葉ばの陰かげで号ごう泣きゆうしてるぞ、これじゃ。

　何だかものすごく疲つかれた気分で『肉』マジックを落としていると。

　ポロン♪

　ふいにピアノの音が聴きこえたような気がした。

　空耳かと思い最初は気にしないことにしたが、しばらくしてどうもそうじゃないらしいことに気付いた。耳を澄すますと確かに旋せん律りつが聴こえてくる。重々しく激はげしくも、どこかもの悲しい旋律。隣となりの音楽室からみたいだ。

　ちらりと壁かべにかかった時計を見ると、時じ刻こくはすでに午後七時近い。部活をやっている生徒ですらもうほとんど下校している時間である。こんな時間にピアノ？

　真っ先に頭に浮うかんだのは、七なな不ふ思し議ぎの一つ、『ひとりでに鳴なる音楽室のピアノ』だった。

　──まさか、なあ。

　そっと音楽準備室の扉とびらを開き、隣となりを覗のぞいてみる。ここからだと死し角かくになっていて弾ひいている人物（であってくれ）の姿すがたはよく見えないが、確かにピアノからは音が発せられているみたいだ。

　少し迷まよったが、俺は音楽室へと足を踏ふみ出だした。足音を忍しのばせながらピアノに近づいてみる。人間の演奏者がいてくれることを心から願いながら、鍵けん盤ばん側がわを覗のぞき込こんだ俺の目に映うつったのは──

「……」

　春はる香かだった。

　黄昏たそがれの中、春香が真しん剣けんな顔をしてピアノを弾いていた。

　一気に力が抜ぬけた。いや、何で春香がここに？

「……」

　演奏に集中しているのか、春香は俺の存そん在ざいに気付いていないみたいだった。ただ一いつ心しん不ふ乱らんに鍵盤に指を躍おどらせている。しなやかで優ゆう雅がでそれでいて柔やわらかい動き。ピアノを弾いているというよりも、まるで何かダンスでも踊おどっているようにも見えるその姿に、俺は思わず見入ってしまった。

　時間にして五分くらいだろうか。

「ふう……」

　ようやく曲が終わり、春はる香かが息いきを吐ついた。

「お疲つかれさん」

「えっ？」

　俺が拍はく手しゆをすると、真冬にカブトムシでも見つけたみたいな顔で春香が目を丸くした。

「あ、あれ？　どうして裕ゆう人とさんがここに？　入ってきた時には確かだれも……」

　まあ演奏を終えたらいきなりいるはずのない俺が隣となりにいたんだから、驚おどろくのもムリはない。

　俺はざっと事じ情じよう（準じゆん備び室しつの掃そう除じをしていたこと）を説明した。

「あ、そうなのですか。それはとってもお疲れ様でした」

　にっこりとねぎらいの言こと葉ばをかけてくれる春香。それだけであのゴミ部べ屋やの掃除で蓄ちく積せきした疲ひ労ろうが癒いやされていくような気がする。まさに癒しの天使って感じだ。

「それより春香こそ何でこんな時間に？」

　むしろそっちの方が謎なぞだろう。春香が音楽室にいること自体は全然おかしくないが、今は時間が時間である。

　すると春香は、ちょこんと小首を斜ななめに傾かたむけて言った。

「それはですね、ええと、話すと少しややこしくなるのですが……」

「聞かせてくれ」

　興きよう味みある。

「はい、それでしたら。あのですね、実は私、さっきまで図書室で勉強をしていたんです。世界史の勉強をしていたのですが、そこにシェークスピアについての記述が載のっていまして──」

「シェークスピアって、劇作家の？」

「はい。私、大好きなんです。『マクベス』とか『真夏の夜の夢』とか、とっても素す敵てきだと思います」

「そ、そうだな」

　曖あい昧まいにうなずく。

　いやシェークスピアなんて『ロミオとジュリエット』くらいしか知らんし。それもだいたいのあらすじしか。

「けど、それとピアノとどこが結びつくんだ？」

「あ、はい。それはですね、シェークスピアの作の中に『テンペスト』というお話があるのですが、同名のソナタがベートヴェンの作品の中にもあるんです。ピアノソナタ第十七番『テンペスト』。シェークスピアの名前を見ていたら何だか急にそれが弾ひきたくなって……コンクールも近いことですし、その練習も兼かねて帰る前にちょっとだけ弾いていこうかなって思ったんです」

「な、なるほど」

　勉強→世界史→シェークスピア→『テンペスト』→ピアノ、との思し考こう経けい路ろを辿たどったわけだ。確かになかなかややこしいが、いちおう理り解かいは出で来きた。

「それにしてもこんな時間まで勉強してたのか……」

　放課後すぐからやっていたとして、ざっと三時間半である。俺の一週間の総勉強時間よりも多いかもしれん。

「はい。中間試験も近いですから」

「……中間試験」

　その言こと葉ばに、一気に現実に引ひき戻もどされた気がした。

　そうだ。今の今まですっかり忘わすれていたが（というよりも心が考えることから逃にげていたのか）、二週間後には地獄の中間試験が待まち構かまえている。

　前期と後期の二期制を採とる白はく城じよう学園では試験の回数自体は年に四回と少ないが、代わりにその成績が悪かった者には鬼おにのような処しよ遇ぐうが用意されていたりするのだ。端たん的てきに言えば赤点（三十点未満）を取った者には夏休みのおよそ三分の一を占しめる補ほ習しゆうが義ぎ務む付づけられる。いや三十点以上なら楽勝に聞こえるかもしれんが、あいにく俺の出来の悪いスイカみたいな頭だとそれもかなり危あぶなかったりするんだよ。

「裕ゆう人とさんも、中間試験の勉強は進んでいますか？」

「いや全然」

　何せ今初めて思い出したくらいである。進むどころかスタートすらしていない。

「全然、ですか。でもこれからやる予定はあるんですよね？」

「そりゃあ、まあ。俺、バカだし」

　やりたくはないが、やらなきゃ今年の夏はないものと覚かく悟ごしなきゃならない。二度とない十七の夏を、狭せま苦くるしい教室で山のようなプリントと気温以上にむさ苦しい教師陣じん（なぜか白城学園は男性教師の独身率が高い）と向かい合って過すごすなんてまっぴらごめんだった。

「けどよく考えたらノートからしてまともに取ってないんだよな……」

　普ふ段だんの授業の七割を睡すい眠みん学習にあてている俺のノートの日付は、三日坊ぼう主ずかつ気まぐれな人がつける日記帳のごとく、四月の次は六月だったりするのである。

「……だれか、ノートを写うつさせてくれる人を探さがさんと」

　とはいえこれといったアテがあるわけではなかった。去年までなら信のぶ長なが（なにげに成績優秀）が第一候こう補ほだったんだが、今年からやつとは違ちがうクラスになってしまったため、あまり期き待たいは出来ない。かといって同じクラスのやつだと三バカ（名は体を表すの代表格ども）とかしかいないし。

　……やばいかもしれんな。冗じよう談だん抜ぬきで。

　そんなかなりテンションの下がった俺を見て、春はる香かは何かを考えこんでいるようだった。口元に指をあてながら、首を斜ななめ四十五度にちょこんと傾かたむけている。

　そのままの状じよう態たいで三十秒。

　やがて何かを考えついたのか、俺の顔を見て春香はこうつぶやいた。

「あの裕ゆう人とさん、でしたら……いっしょに勉強しませんか？」

「え……」

　勉強？　俺と春香が？

「はい。ノートも、私のでよろしければどうぞ写うつしてください。あんまり上じよう手ずにまとまっていないかもしれませんが……」

　いやそれは大だい丈じよう夫ぶだろう。春香、字は上手だし。

「だけど迷めい惑わくじゃ……」

　俺と春香じゃ天と地ほどに学力が違ちがう。ゆえに俺にとっては助かるが、春香にとっては何のプラスにもならんだろう。それどころかヘタすりゃマイナスである。

　でも春香はふるふると首を振ふる。

「そんなことないです。お勉強も、一人でやるよりだれかといっしょにやった方が楽しいです」

　そういうもんなのか？　普ふ通つうは一人の方が集中出で来きるという話をよく聞くが。しかし春香さえオッケーならばこの申し出はかなりありがたい。

「……ほんとに、いいのか？」

「はい。もちろんです」

　春香即そく答とう。

「だったら……頼たのむ」

　ここはお言こと葉ばに甘えておこう。実じつ際さい、今のままじゃかなりピンチだし。

「で、時間と場所はどうする？　春香がヒマな時で構かまわないが……」

「あ、そうですね……」

　再ふたたび春香がううん、と考え込む。

「それでは、日にちは日曜日でどうでしょうか？　時間は一時くらいからで、場所は……えと、私の家でよろしいですよね？」

「ああ、それで大丈夫──」

　あまり深く考えずに返事をしようとして。

「……ん？」

　その言葉の中に、何かとんでもない単語が含ふくまれていたことに気付いた。今、私の家とか何とか言ったような……

「あの、何か？」

「い、いや……」

　たぶん聞きき違ちがいだろうな。いくらなんでも春はる香かが俺なんかを家に招しよう待たいするわけがない。きっとそれを望のぞむあまりに、俺の心が幻げん聴ちようを作り出したんだろう。うん、そうに違いない。そう納なつ得とくしかけた俺に、春香はにっこりと笑いながらもう一度繰くり返かえした。

「では日曜日に私の家でいっしょにお勉強です。忘わすれないでくださいね？」
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　というわけで、なぜだか春香の家でいっしょに試験勉強をすることになったのだが。

　日曜日。

　俺はいきなり迷まい子ごになっていた。

「えと、これがうちまでの地図です。駅からは歩いて十分くらいなので、迷まようことはないと思うのですが……」

　と、春香から地図を受け取った時点で気付くべきだったのだが、あいにく春香の自宅にご訪ほう問もんということで傍はたから見たらちょっとやばいくらいに浮うかれまくっていた俺はそのことを全く失しつ念ねんしていた。ようやくそれを思い出したのは最も寄より駅に着いて初めて地図を見た時だったのだが……まったくもって後こう悔かい先に立たずというやつである。

　春香からもらった地図を開く。

　そこには、八目ウナギが十五匹ほど集団ヒステリーを起こして狂きよう乱らん麗れい舞ぶしている図があった。

　しかも脇わきにはパラノイアみたいな目をした（おそらく）小鳥であろう生物が不ぶ気き味みな笑いを浮うかべながら「こっちだよ♪」とウナギのハラに尖とがった棒ぼうのようなモノを付き立てている。……これは何だ？　新あら手ての心理テストか？

「……」

　本気で泣なきたくなった。

　地図の隅すみっこに小さく書かれている〝ぷろでゅーすどばい春香〟の美しすぎる文字が今は恨うらめしい。

　しかし……どうしたもんか。

　適てき当とうに進んでみようにも、最初の交差点ですでにどっちに行きゃいいのかすら分からん（絶ぜつ望ぼう的てき）。電話して直接道を訊きこうにも春香は携けい帯たいを持ってないし、乃の木ぎ坂ざか家けの電話番号なんて覚おぼえてない。住所こそまともに記き載さいされているものの、それを見ただけじゃ地元民じゃない俺にはさっぱり分からんし、辺あたりには交番もないときてる（お手上げ）。

「ダメだこりゃ……」

　途と方ほうに暮れて、旅に疲つかれた渡わたり鳥どりのごとくぐったりと道みち端ばたに座すわり込こんでいると、突とつ然ぜん背はい後ごから声をかけられた。

「どうかしたんですか、おに～さん」

　振ふり返かえると、女の子がこっちを覗のぞき込こんでいた。中学生くらいの、きらきらとした目の輝かがやきが印いん象しよう的てきな子で、かなり整ととのった顔立ちをしている。服ふく装そうは薄うすいピンク色のサマーセーターにプリーツスカート。頭の横でちょこんと二つに結んだ髪型がかわいらしい。あと一、二年もすれば間ま違ちがいなく美少女と呼よばれるレベルだろう。

「さっきからうーうー唸うなってるけどお腹なかでも痛いたい？　霊れい柩きゆう車しや呼ぶ？」

「いや火か葬そう場ばへ送ってどうする……」

「あ、こういう場合は救急車か」

　女の子が屈くつ託たくなく笑う。あんま笑うところじゃない気もするんだがな。

「で、ほんとどうする？　具ぐ合あい悪いんなら人を呼ぶけど？」

　ちょっと真しん剣けんな顔になった女の子。

「いや別にそういうわけじゃないんだ。ただ道に迷まよってただけで──」

　と、そこでふと思った。どうも感じからしてこの子は地元の子みたいだ。だとしたらこの地図が分かるんじゃないか。春香の地図も、もしかしたら俺が読み取れないだけで、見る人が見たらちゃんと地図としての役割を果はたしているのかもしれない。

　一いち縷るの希望を託たくして地図を見せると、女の子はあからさまにイヤそうな顔をした。

「何これ？　妖よう怪かい画が？　姑う獲ぶ女めとか……」
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「……」

「百ひやつ鬼き夜や行こう？」

　希望は一いつ瞬しゆんにして完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされた。……まあ、分かっちゃいたが。

「……それ、地図らしいんだ。いちおう」

　真しん実じつを告つげると、女の子は飛び上がらんばかりに驚おどろいた。

「……地図って、これが？　ウソ!?」

「いやほんと」

　俺としてもあんまり信じたくないんだが、ホントなのである。

「うわ～、どう見てもこれ、妖よう怪かい画がとか悪あく魔ま画がとかにしか見えないんだけど──」

　女の子が珍めずらしいモノでも見るような目で地図（？）を眺ながめる。その点に関しては俺も全く同意見だ。

「ひょっとしてこれが道のつもりなのかなあ。このヤマタノオロチみたいなの。うわ、こっちにはぬらりひょんみたいなのがいる。あっ、ここには唐から傘かさオバケも」

　などと騒さわいでいた女の子だったが、

「……って、ん？」

　その視し線せんがある一点に差さし掛かかったときに、動きがぴたりと止まった。

「……げ、これってまさか」

　そして無む言ごんでびりびりと地図を破り捨てた。

「お、おい……」

　いや破りたくなる気持ちは痛いたいほど分かるんだけど、それがなくなると乃の木ぎ坂ざか家けへの手がかりが全く完全になくなるんだが。

「えっと、おに～さん。たぶん、あれ見ても永久に目的地に辿たどり着つけないよ？」

「それはそうなんだが……」

　しかしあんなもんでもないよりはマシかもしれない。……タダより高いものはないって言こと葉ばはこの際さい気にしないとして。

「あれならない方がマシ。うん、絶ぜつ対たいマシ。だから、わたしが新しいの描かいたげます。おに～さん、何か描くモノ持ってる？」

　女の子は一いつ刀とうのもとにそう斬きり捨すて、右の手の平をひらひらと差し出した。よく分からんが、どうも地図を描いてくれるらしいので、素直に持っていたメモ帳とボールペンを差し出す。

「住所はいちおうこれらしいんだが……」

　細切れになった地図の、住所が書かれている部分（達たつ筆ぴつ）を拾って女の子に見せるが、女の子はそれをちらりと見ただけで、すぐに腕うでを動かし始めた。

「はい。さらさらさら、と」

　慣なれた手付きでペンを走らせる女の子。早いな。

「出で来きたよ。はい」

「おお」

　そこには、春はる香かが描かいたアレとは月とスッポンどころか満月とミドリガメ、比べるのも失礼なくらい見み事ごとな地図があった。

「うまいもんだな……」

　これならきっとサルでも辿たどり着つける。

「そんなことないよ～。すっごく簡かん単たんな道のりだもん。さっきの妖よう怪かい画がみたいに、分かり難にくく描く方が難しいくらいで」

　とは言うものの、女の子はまんざらでもないようだった。

「でもとにかく助かった。ほんとにさんきゅー」

「いいっていいって。こんなの感かん謝しやされるほどのことじゃないよ。──それに、こっちにも責せき任にんがあるわけだし……」

「？」

「ん、え、えっと何でもないの。それじゃわたしはもう行くから。またね、おに～さん！」

「あ、ちょっと！」

　呼よび止とめる間まもなく、女の子は風のように走って行ってしまった。

　……一体何だったんだろうな。まあおかげで助かったけど。
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　女の子が描いてくれた地図のおかげで、何とか無ぶ事じに乃の木ぎ坂ざか家けに辿り着くことが出来た。

　出来たんだが……

「何だ、こりゃ……」

　それが俺の口から出た最初の言こと葉ばだった。

　目の前にあるのは巨大な門。視し界かいに収おさまりきらないほど長く、アルカトラズ刑務所並なみに高い塀へい。その遥はるか向こうに見えるは中世ヨーロッパの貴き族ぞくが住むような豪ごう壮そうな屋や敷しき。庭にはローマの休日に出てきたみたいな噴ふん水すいなんかもありやがる。

　ここが本当に日本なのか、少しばかり疑いたくなるような光こう景けいだった。いや乃木坂家が金持ちだってことは知ってたが……これはいくら何でも限げん度どってもんを超えてるだろ？

　だがまだこれで終わりではなかった。

　全然終わりではなかった。

　さらに我が目を疑いたくなることに、呼よび鈴りんを鳴ならした俺を出迎えてくれたのは……何とメイドさんだった。メイドさん。この前アキハバラで亜あ種しゆ（ネコミミ付き）を見たが、まさかこの現代日本家庭に実物が存そん在ざいしていようとはね。もう驚おどろきを通り越して言こと葉ばも出ない。

　メイドさんは俺を見ると、恭うやうやしく頭を下げた。

「綾あや瀬せ裕ゆう人と様ですね？　春はる香かお嬢じよう様からお話は伺うかがっております。どうぞお入りください」

「は、はあ」

　生まれて初めての『様』付けに感動するヒマもなく、アホみたいに広い庭をメイドさんの案内で進んで行く。うわ、何か森みたいなのがあるし。おまけにその脇わきにはさらさらと小川までもが流れている。もうちょっとした自然公園だな、これ。

「こちらになります」

　広い広い庭を抜ぬけ、屋や敷しきの中に足を踏ふみ入いれる。半ば城みたいな外がい観かんの屋敷は、やっぱり中も城みたいだった。てか吹き抜けのホールなんて初めて見たし、豪ごう華かなシャンデリアやアンティークの鎧よろいの置物がデフォルトで装そう備びされているなんて、平均的な中流家庭に育った俺からすればほとんど正しよう気きの沙さ汰たではない。

「すげえ……」

　というかすごすぎる。

　呆あつ気けにとられていると、メイドさんがさらりと怖こわいことを告つげてきた。

「私の後あとを離はなれないようにしてください。はぐれると大たい変へんなことになりますので」

　どこの迷めい宮きゆうだよ……。とはいえ確かにこの広さ。方向音おん痴ちな俺が迷まよったらたぶんえらいことになるな。屋敷内で遭そう難なんなんて恥はずかしいことはしたくない。

　それからメイドさんの先せん導どうで、角を七つ曲がり、やたらと長い廊ろう下かを二つ直進し、階段を三つ上り下りしてようやく辿たどり着ついた客間らしきところ（つーか広すぎて客間なんだかホールなんだか分からん）で、やっと春香と会うことが出で来きた。敷しき地ちに入ってからここまでの所しよ要よう時間二十分……あり得えない。

「あ、裕人さん、いらっしゃいませ」

　部へ屋やの中央にでん、と置かれていたアンティークっぽいソファから立ち上がって、白いサマードレス姿すがたの春香が満まん面めんの笑えみで迎えてくれた。

「葉は月づきさんも、案内ごくろうさまでした」

「いえ、仕事ですので」

　そっけなくメイドさんが答える。

「立ち話もなんですから、どうぞくつろいでください」

　勧すすめられてソファに腰こしを下ろす。おお、ふかふかだ。

「よろしければお茶をお淹いれいたしますが」

「あ、お願い出来ますか？」

　メイドさんの申し出に、春香が答える。

「はい、もちろん。葉はいかがなさいますか？」

「えっと、確かニルギリのファーストフラッシュがありましたよね。それでロイヤルベンガルタイガーを二つお願いします」

「ティーフードはどうしましょう？　マドレーヌとプラムプディング、ビクトリアケーキでしたらすぐにご用意出で来きますが」

「う～ん、それじゃプラムプディングで」

「分かりました。では十分ほどお待ちください」

　そんなやりとりを交わしてメイドさんが出て行った。いやどうでもいいが出てきた単語の半分くらいが分からんかったんだが……。ロイヤルベンガルタイガーって、モンスターの名前か何かですか？

「少し待っていてくださいね。葉は月づきさんの淹いれる紅茶、とっても美お味いしいんですよ」

　……紅茶の名前だった。

　紅茶なんてそれこそ缶とかペットボトルに入ってるやつしか飲んだことない俺に、そんなのが分かるはずもない。ていうか、普ふ通つう分からんだろ。

　十分きっかりで、メイドさんは戻もどってきた。

「ロイヤルベンガルタイガーと、プラムプディングになります」

　俺たちの前にカップとお茶ちや菓が子しを配はいし、メイドさんは背せ筋すじをぴんと伸ばして春はる香かの後ろに立った。どうもそこが定てい位い置ちらしい。

　そんなメイドさんに、春香が顔を向ける。

「え～と、ちゃんと紹しよう介かいしておきますね。こちらは桜さくら坂ざか葉月さん。私たちの身の回りのお世せ話わ等をやってくださっているメイド長さんです」

　メイド『長』ってことは他にもいるんだろうか、メイドさん。

「桜坂葉月と申します。以い後ごお見知りおきを」

　そつのない動どう作さでメイドさんがぺこりと頭を下げる。言こと葉ばこそ丁てい寧ねいなものの、その表情はぴくりとも動かない。うーん、春香に対するさっきの反はん応のうといい、クール系の人なのかな。美人なんだけど、ちょっと苦にが手てなタイプかもしれん。

　と、心の中で考こう察さつしていると、

「葉月さんは、ぶっきらぼうに見えるけどとっても優しい人なんですよ」

　俺の考えてることが分かったのか、春香がこっそりと耳打ちしてきた。

「この間も、夕食の残り物を近所のノラネコに分けてあげていましたし、お休みの日には必ずペットショップを覗のぞいたりしてるんですよ。趣しゆ味みもヌイグルミ集めで、お部へ屋やにはかわいいヌイグルミがいっぱいあります」

　ヌイグルミねえ……。うーむ、この冗じよう談だんを言ってもぴくりとも反応しないどころか思わず人間やめたくなるような絶ぜつ対たい零れい度どの視し線せんを返してきそうな人が、クマやらネコやらのファンシーなヌイグルミを部屋に集めて名前とかを付けてるってのか。悪いけど想そう像ぞうがつかん。

「……春はる香か様、聞こえております」

　葉は月づきさんが横からぼそりと抗こう議ぎする。おや、何かその頰ほおが少し赤い。

「あ～、葉月さん、照てれてる」

「……………………そんなことは」

　めちゃくちゃあるみたいだった。

　それからしばらく、メイドさんを交まじえて三人で話をした。

　確かに話してみると、葉月さんは見た目ほどとっつきにくい人じゃないことが分かった。

　話しかければ普ふ通つうに答えてくれるし、ジョークを言えば反はん応のうはしてくれる（笑ってはくれなかったが）。ただ感情を強く面おもてに出すことがほとんどないため、何を考えてるんだかが非ひ常じように分かりづらいのが難なん点てんだが、春香曰いわく「慣なれてくれば微び妙みような表情の変化が分かりますよ」とのことらしい。うーむ、そういうものなのか？







　　　　３




　色々とインパクトの強い出で来き事ごとが多すぎて忘わすれかけていたが、俺が今日ここ乃の木ぎ坂ざか邸ていにやって来たのは二週間後に迫せまる中間試験へ向けて勉強をするためである。けして乃木坂家のブルジョワっぷりを拝はい見けんしに来たわけではない。

　お茶を飲み終わった俺たちは、その本来の目的を達成すべく、客間から春香の部へ屋やへと移い動どうしていた（ちなみに途と中ちゆうで巨大なバルコニーやらダンスホールやらミニシアターやらを見かけたりしたことについてはもう突っ込む気すら起きん）。

　で、その春香の部屋だが……何というか、思ったよりも普通の部屋だった。

　いやそりゃあ広さにして三十畳ほどあって部屋の中央に巨大なグランドピアノが鎮ちん座ざしていて天てん蓋がい付つきのベッドがある部屋を普通と呼よんでいいわけがもちろんないんだが、そういう意味ではなく、俺としてはもう少しアキバ系の混こん沌とんとした部屋を想そう像ぞうしてたんだよな。

「あ、その辺に適てき当とうに座すわっていてください。テーブルを出しますので」

　俺にそう言って、春香はさっきからウォークインのクローゼットの中で何やらごそごそとやっている。クローゼットだけでおそらく俺の部屋よりも遥はるかに広いだろうという事実にはこの際さい目を瞑つぶっておこう。

　高価そうな絨じゆう毯たんの上に座すわり込こんで改めて周まわりを見てみても、やっぱり普通のお嬢じよう様の部屋って感じだった。少なくとも目に映る場所にアキバ系の片へん鱗りんはない。

　まあこれはこれでこの上なく『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』らしい部屋のような気もする。信のぶ長ながの部屋みたいにアニメのポスターやフィギュア、おびただしい数のマンガや小説に埋うめ尽つくされた腐ふ界かいだったらかなりイヤだったかもしれんしな。

　そんなことを考えていると春はる香かがテーブルを手に戻もどって来たので、何なに気げなく訊きいてみた。

「この部へ屋やって、ポスターとかないんだな」

「あ、ええ……」

「この前、アキハバラでいくつか貰もらってたけど、あれとか貼はらないのか？」

　あの中には春香お気に入りの『ドジっ娘こアキちゃん』やら何やらのポスターもあったはずだ。それにガチャポンで当てたミニフィギュア。春香の性格上、これらのお気に入りのモノは部屋の目立つところに飾かざっていてもおかしくなさそうなもんだが。

「それは──」

　春香が一いつ瞬しゆん口ごもる。ん、何かマズイこと訊いたのかな。

「それは、私も飾りたいと思います。かわいいですし、出で来きればいつも目の届とどくところに置いておきたいです。でも……しょうがないんです。だって私がこういう趣しゆ味みを持っていることは、家族にも秘ひ密みつなんですから」

「え？」

　家族にも？

「私の家は両親、特にお父様がとても厳きびしくて……そういったアニメのポスターやフィギュアなんかは、それこそ見付かったら即そく座ざに捨てられてしまうと思います。教育上良くないって。だから、部屋の目立つところには置けないんです」

　うつむく春香。

　なんつーか……そりゃあ大たい変へんだな。ふむ、春香にどこか一般常じよう識しきが欠けている部分がある理由が少し分かった気がした。この部屋、やたら広い割には娯ご楽らくに関する物がやけに少ないのもそういうわけか。テレビもないしパソコンもないしな。携けい帯たいを持ってないのも、たぶんその延えん長ちようなんだろう。

「そういえば、家の人っていないのか？」

　ふと思った。

　もしも件くだんのお父様とかがいらっしゃるのだとしたら、早めに挨あい拶さつしといた方がいいような気がする。俺なんかどこからどう見ても、手塩にかけて育てた愛まな娘むすめに取り付く悪い虫（エキノコックスとか）にしか見えんだろうし。

「今日は私しかいないです。お父様はアメリカの〝ぺんたごん〟というところに出張していますし、お母様も経営している料理学校の講義で夜中まで帰ってきません。お祖じ父い様も北海道にクマ狩りに出かけてしまっていて朝からいませんし──」

「……」

　えっと。

　あなたのお父上は何者ですか？　……ヘタしたら消されるんじゃないか、俺。

　そんな俺の気持ちを分かっているのかいないのか、春香はどこまでも平和そうな顔でにっこりと笑った。

「というわけですので、気を遣つかわないでご自分の家にいるようにリラックスしてください。さ、それではそろそろ勉強を始めましょうね。初日は英語のリーダーと世界史なので、英語からやりましょう」







　さて、さすがに入学以来学年トップを維い持じしているだけのことはあり、春はる香かはめちゃくちゃ頭が良かった。どのくらいすごいのかというと、自分は淡たん々たんと応用問題集を解きながら、隣となりで学園指定の基礎問題集をやってる俺の間ま違ちがいを指し摘てきしかつそれに適てき切せつな解説を加えることが出で来きるくらいである。




「あ、ここの不ふ定てい詞しはですね、未来というか運命をあらわす特とく殊しゆな用法なんです。訳やくすと、『彼は都会に行ったきり、二度と故こ郷きように戻もどることはなかった』になりますね」

「それはつまり、彼は都会に出て一山当ててやるぜと勢いきおい込こんで上京したところ世せ間けんの風当たりは思ったよりも強くて彼なりにがんばってはみたものの定てい職しよくも得えられずコンビニのバイトで糊こ口こうをしのぐ毎日で最後には契けい約やく更こう新しんで賃貸アパートを追い出されて故郷に錦にしきを飾かざるなんて夢のまた夢のまま公園で一人孤こ独どくに野の垂たれ死じんだ、ってことか？」

「え、ええ、まあそうかもしれませんが……」

「ふむふむ」




「これは不定詞と動どう名めい詞しの区別の問題です。前者が『タバコを吸うために立ち止まった』になるのに対して、後者は『タバコを吸うことを止めた』という意味になります」

「つまり前者が道みち端ばただろうとどこであろうとタバコを吸わずにいられず条例違い反はんで罰ばつ金きんを食らいまくった末期のニコチン中ちゆう毒どく者しやで、後者がそれまでは熱ねつ烈れつな愛あい煙えん家かであったにもかかわらず子供が産まれた途と端たんに一転してタバコを完全禁止、うちの子の前でタバコを吸うヤツはぶっ殺してやる、的な考えに変わった子こ煩ぼん悩のうな禁きん煙えん者しやってこと？」

「……ま、まあいちおう。中毒かどうかは知りませんが」

「なるほどなるほど」




　てな感じに。何か俺の果はてしないバカさ加か減げんがうかがえるやりとりではあるが。

　ほとんど俺が春香に教えてもらうカタチではあったが、それでも勉強は順じゆん調ちように進んだといえるだろう。てか解説中も春香の右手は自分の問題を解き続けてたし。

「えと、ここはですね……」

　そして本日何回目かになろうという春香先生の解説が始まろうとして、ふとその左手がテーブルの上にある俺の消しゴムに触ふれた。消しゴムはその反動でおむすびのごとくころころころりと絨じゆう毯たんの上に転ころがり落ちた。

「あ、すみません」

　春はる香かが身を乗り出そうとする。でも俺からの方が位い置ちが近い。

「いいよ、俺が拾うから──」

「いえ、私が──」

　そう言って俺たちが手を伸ばしたのは、奇き跡せき的てきなくらいに全く同時だった。

「……」

「……」

　指先に柔やわらかい感かん触しよく。触れているのは、断だんじて消しゴムなんかではない。

　心臓が、どくりと動く。

「あっ、あの……」

「あ、わ、悪い」

　慌あわてて手を引っ込めるが、胸むねの動どう悸きは消えてはくれなかった。どくんどくんどくん。クスリでも盛もられたみたいに不自然に心臓が酸素を求めている。かなりオーバーヒート気ぎ味み。サウナにでも入ってのぼせた時みたいに頰ほおが熱い。

　何だ？　何か……ヘンな気分だ。見れば隣となりで春香まで何やらぽーっとした顔で頰を真っ赤に染そめている。まるであのアキハバラの公園で感じたような妙みような──色にすればピンク色の──もやもやとした雰ふん囲い気きが部へ屋やの中を包つつんでいるみたいな……

　目の前には潤うるんだ春香の瞳ひとみ。

　よく考えてみれば、今この部屋には俺と春香の二人しかいない。二人しかいないということは他にはだれもいないってことであり、二人きりってことだ（当たり前だ）。閉じられた空間。年若い男女。二人きり。これらのキーワードから連れん想そうされる言こと葉ばは……密みつ室しつ殺人？　って違ちがうだろ！　そうじゃなくて、もっとこう初うい々ういしいというか、穏おん当とうというか健けん全ぜんな言葉は思い付かんのかね。

　などと自分の想そう像ぞう力りよくの偏かたよりを嘆なげいている場合じゃない。

　とにかく、今はこの不ふ可か思し議ぎなピンク色に染そまったどこかインモラルな空間からいかに脱だつするかを考えるのが先決である。このままじゃ俺の理り性せいが周しゆう回かい軌き道どうを外はずれた人工衛星のごとく宇う宙ちゆうの彼方かなたにすっ飛んでいくのも時間の問題だ。……よし、ここは心を落ち着かせるために素そ数すうでも数えることにしよう。えっと最初は０から……あれ、０って素数だったっけ？　それとも１から？　あれ？

　──いきなり詰つまってしまった。

　我ながら、数学二（十段階中）の成績は伊だ達てではない。何せ数学の教師に、「頼たのむからお前だけは、三年になっても理系コースには来ないでくれ。な？」と泣なき顔がおで懇こん願がんされたくらいである。そう、言わば折り紙付きだ。バカであることの。

　……自分で言っていてアレだが、何だかものすごく悲しくなってきた。

　やるせない気分になり春はる香かの顔に視し線せんを戻もどすと、春香もじっとこっちを見ていた。

　目が合った。

　春香がぼんって音がしそうなくらいに顔を赤くする。そのまま落ち着かなく視線をあちこちに彷徨さまよわせて、そして何かの覚かく悟ごを決めたかのようにゆっくりと目を閉じた。……いや春香さん、何でそこで目を閉じますか？

　そのまま十秒が経けい過か。

　うーむ、さすがにこのまま放ほう置ちってのはかえって春香に失礼なのか？　こういった青春な場面に遭そう遇ぐうしたことがいまだかつて一度もない俺には、さっぱり分からん。

　もうこうなったら勢いきおいに任まかせて行くところまで（どこだよ）行ってしまおうか、それとも俺も目を瞑つぶって寝ねたフリでもしようかと両極きよく端たんに悩なやみ（言いい訳わけになるが、この時の俺はまともな精せい神しん状じよう態たいじゃなかったんだよ）、結けつ局きよく前者を選せん択たくしようとしたところに、

「お二人で良い雰ふん囲い気きのところを申もうし訳わけありませんが」

　突とつ然ぜん、背はい後ごから声がした。

「!?」

　振ふり返かえると……そこにメイドさんがいた。

「うわあっ！」「きゃあ！」

「……私の顔はそんなに驚おどろかれるような造ぞう作さくをしておりますでしょうか？」

　少しばかり心しん外がいそうな顔でメイドさんが答える。そうじゃなくていつからここに!?

「五度ほどノックをしましたが、返事がないようなので失礼とは思いながら勝手に入らせていただきました」

　いや……いくら春香に気を取られてたとはいえ全くもって気け配はいを感じなかったんですが。メイドさん恐おそるべし。

「は、葉は月づきさん、何のご用でしょうか？」

　春香が慌あわてた声で尋たずねる。

「はい。実は先ほど美み夏か様がお戻もどりになられたところ、春香様にお話があると仰おつしやっておられるのですがいかがなさいましょうか？」

「え、美夏が？」

「はい」

　メイドさん、こくりとうなずく。

「あの子、今日はお友達のお家へ遊びに行くって言ってませんでしたか？　どうしたんでしょう」

「詳くわしくは分かりませんが……『面おも白しろそうだから、早めに切り上げて帰ってきちゃった♪』と仰おつしやってました」

「面おも白しろそう……ですか？」

　春はる香かが首を捻ひねる。

「あの春香、美み夏かって？」

「え？　ああ、裕ゆう人とさんにはまだ言ってませんでしたね。私の妹です」

「妹？　春香、姉妹いたんだ」

「はい。中学二年生なのですが」

　そういえば前に信のぶ長なが（ストーカー）がそんなことを言ってたな。

「すみません、そういうことですので私、ちょっと美夏のところに──」

「ああ、りょうかい」

「ほんとにすみませんです……。すぐ戻もどってきますので、適てき当とうにくつろいでいてくださいね」







　　　　４




　春香とメイドさんが行ってしまい、部へ屋やには俺が一人残された。

　適当にくつろいでと言われたものの、何だかこの部屋は広すぎて落ち着かない。狭せまいオリから急に広い実験スペースに放り出されてとまどうマウスみたいなもんか。

　じっと座すわってるのも退たい屈くつだったので、部屋の中を色々と見てみることにした。

　まずは部屋の中央にどん、と置かれているグランドピアノ。メイドさん曰いわく、スタンウェイのフルコンだかファミコンだかそんな名前の代しろ物もので、時じ価かにして二千万円ほどするとかしないとか。……うちの家、買えるな。しかも土地付きで。

「……」

　何だか底そこ知しれない敗はい北ぼく感かんに苛さいなまれて、俺は目の前の黒い楽器から目を逸そらした。

　ピアノの向こうにある本ほん棚だなを覗のぞいてみる。

　本棚には、いくつもの楽がく譜ふが収おさめられていた。ベートーヴェン、モーツァルト、ショパン、リスト、シューマン、ブラームス……音楽の授業で出てきて何とか名前だけは知ってるってレベルだ。

「これ……全部弾ひけるのか？」

　何か『超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こう練習曲集』とかいう、楽譜にあるまじき壮そう絶ぜつなタイトルのやつもあるが、春香のことだからたぶん弾けるんだろうな。この前音楽室で見た春香の演奏は、ある意味超絶技巧と呼よぶにふさわしかったし。

　と、その中に、楽譜に紛まぎれて一冊だけタイトルの付いていない本が置いてあるのが目に留とまった。高級そうな布製の真っ白なカバーが丁てい寧ねいにかけられた本。他の楽譜とは明らかに（いい意味で）扱あつかいが違ちがう。

　何だろ、これ？

　中身を見てみようと思ったのは、ほんの気まぐれだろう。ちょっとした好こう奇き心しんもあったかもしれない。

　本ほん棚だなから取り出し、カバーを取ってみる。

「……」

　中身は、マンガだった。

「……おい」

　いや正確に言えばマンガ雑誌か。楽がく譜ふと同じＡ４サイズの少し古びた雑誌。タイトルは……『イノセント・スマイル』創刊号とある。

　──ああ、コレね。

　今でもこのタイトルを聞くと二ヶ月ほど前のあの図書室不法侵しん入にゆう事件を思い出して、色々と複雑な気分になる。思えば俺が春はる香かと親しくなりこうして自宅にまで呼よばれるまでになったのも、ある意味、春香の愛読書でありあの事件の当事品でもあるこのシリーズのおかげだったりするんだよな。『創刊号』と書いてあるから、これはたぶん前に図書室で聞いた、春香がアキバ系に興きよう味みを持つきっかけとなった思い出の品ってやつなんだろう。それを考えれば、これだけがやたらと丁てい重ちように扱われているのにもうなずける。

　春香の思い出の一品か……

　ロングヘアーの女の子のイラストが微ほほ笑えんでいる表紙に何となく目を落とすと、

「……あれ？」

　そこで、何かが引っかかった。

　それが何であるのか、はっきりとは分からない。だけどこの表紙を見ていると記き憶おくの隅すみで何かが引っかかるのだ。心の奥おくで何かが騒さわぐというか。何だか以前にどこかでこれと同じモノを見たことがあるようなないような──

「お待たせしました」

「!?」

　その時ドアの開く音と春香の声が聞こえ、俺は反はん射しや的てきに『イノセント・スマイル』にカバーを付け直し本棚に戻もどした。

　部へ屋やに入ってきた春香が俺を見る。

「あれ？　楽譜に興きよう味みがあるんですか？」

「ん、ま、まあちょっと」

　首を振ふって誤ご魔ま化かす。隠かくしてあるものを勝手に見られたと知ったら、春香もいい気分はしないだろうし。

「もし何か聴きいてみたいのがありましたら言ってください。弾ひきますから」

　にこにこと嬉うれしそうに春はる香かが答える。う、そんな無む邪じや気きな顔をされると胸むねが微び妙みように痛いたむな。

「じゃあ後あとで頼たのむ。それより、妹さんのところに行ってたんじゃなかったのか？」

「あ、そうでした。実は妹が……美み夏かがどうしてもご挨あい拶さつがしたいと言っているのですが、ご迷めい惑わくじゃないでしょうか？」

「いや、俺は構かまわないけど」

　向こうから挨拶がしたいっていうのを断ことわる理由もない。それに春香の妹ってのにも興きよう味みがあるしな。やっぱり姉と同じく天てん然ねんぽわぽわなお嬢じよう様なんだろうか。

「そうですか。美夏も喜びます。美夏、いらっしゃい」

「は～い！」

　と、元気な声とともにドアの向こうからウサギのようにぴょんと飛び出してきたのは──

「ん？　あれ？」

「へへ～、こんにちは、おに～さん。また会ったね」

　何とあの地図を描かいてくれた女の子だった。え？　この子が春香の妹？

「あ、驚おどろいてるな。おに～さんもまだまだ甘いね。わたし、あの時ちゃんと言ったよ。『またね』って」

　言われてみればそんな気もするが……でも何で俺が春香の知り合いだって分かったんだろ。

　疑問が顔に出ていたのか、女の子は俺の耳に顔を寄せて小声でささやいた。

（あんな妖よう怪かい画がを描くのって、お姉ちゃんくらいしかいないじゃん。ちゃんとサインまでしてあったし）

　……なるほど。大いに納なつ得とく。

（それにお姉ちゃんから、今日はお客様が来るって聞いてたしね）

　えへへ、と笑う。そんな無邪気な表情は春香によく似にている。さすがに姉妹だけはあるな。

「……妖怪画？」

　その隣となりで、春香が怪け訝げんそうに首を傾かしげていた。

「あ、ううん、何でもないよ。こっちのことだから～。それよりお姉ちゃん、早く紹しよう介かいしてよ」

「あ、そうですね。何か二人とももうお知り合いみたいですけど……。この子がさっき話した私の妹で──」

「乃の木ぎ坂ざか美夏で～す。十四歳で、趣しゆ味みはヴァイオリンとイノシシの餌え付づけとスカッシュ。よろしくね、おに～さん」

「……」

　何か趣味のところで一部あり得えない響ひびきが聞こえたような気もするが、聞こえなかったことにしよう。

　気を取り直して自己紹介を続ける。

「あー、俺は綾あや瀬せ裕ゆう人と。春香のクラスメイトだ。こっちこそよろしくな」

「えっ……裕ゆう人と？」

　と、春はる香か妹がなぜかそこで反はん応のうしていた。何だ？

「美み夏か、目上の人を呼よび捨すてにするのは失礼ですから……」

「いや別に俺はいいけど……何か俺の名前、変だったか？」

「あ、ん～ん、そういうことじゃないんだけど……」

「？」

「な、何でもない。──ふ～ん、それより〝春香〟か～」

　春香妹……美夏が俺と春香の顔を見てにやっと笑う。

「な、何だよ」「な、何ですか」

「ん～ん、べっつに～。ただお姉ちゃんのことこんなに親しげに呼ぶ男の人、珍めずらしいな～って」

　そうなのか？　でも確かに学園ではみんな乃の木ぎ坂ざかさんとか春香様とか『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』とかだしな。てか不用意に呼び捨てなんかにしようものなら、先日の俺のような悲ひ惨さんな目（屋おく上じようで簀す巻まき未み遂すい）に遭あうことは請うけ合あいである。自分から核かく地じ雷らいを踏ふもうとする物好きはそうそういまい。

「べ、別に深い意味はないんですよ。ただ裕人さんはクラスメイトで、その、お、お友達ですから、それで……」

「ふ～ん、〝裕人さん〟ね～。お姉ちゃんが男の人を名前で呼ぶのも初めて聞いたな～」

「あ、そ、それは……」

　しどろもどろになる春香。うーん、何となくこの姉妹の基本的な力関係が見えたような気がする。

　ともあれ春香が困こまっているようなので、フォローを入れとこう。

「あー、ヘンな勘かんぐりをしなくても、俺と春香はただの友達だから」

　本当はちょっと違ちがうのだが、例の趣しゆ味みについては家族に秘ひ密みつだそうだから、こう言っておくのが吉だろう。

「そ～なの、お姉ちゃん？」

「そ、そうです。た、ただのお友達です。け、けして特別な関係とかではないです」

　春香が戸と惑まどうような何とも微び妙みような表情でそう答える。

　それを見た美夏が含ふくみのある笑いを浮うかべた。

「ふ～ん。ナルホド、そうゆうことか」

「何だよ、それ」

「何でもな～い。つつけばまだいろいろありそうだけど、だいたいは分かったから今日のところはこれくらいでカンベンしといたげる。あ、それからわたしのことも美夏って呼んでね、おに～さん」

「りょうかい」

「よろしい♪」

　しかし元気で活発な妹だ。春はる香かとは良くも悪くも正反対。春香を月だとすると、こっちはさしずめ太陽ってところか。







　それからはもう勉強どころじゃなかった。

　俺は美み夏かにせがまれてウノをやったり人生ゲームをやったりチェスをやったりと（レトロだ……）、まったりのんびりだらだらとした時を過ごした。

「美夏、裕ゆう人とさんはお勉強をしにいらっしゃったのですから……」

「え～、いいじゃん、ちょっとくらい。おに～さんはわたしと遊ぶの～」

「もう……」

　とたしなめつつも、春香もそれほど強く注意する気はないみたいだった。

「ごめんなさい、裕人さん。美夏が初しよ対たい面めんの人にこんなに懐なつくのは珍めずらしいんです。よろしければ、お相手をしていたただければ……」

「おっけ」

「わ～い、じゃあ次はトランプね」

　というわけで、これじゃあもう試験勉強に来たっていうよりほんとにただ遊びに来たって感じだったが、楽しかったのでよしとしよう。あと一週間あるんだし試験勉強は何とかなるさ、きっと。明日は明日の風が吹く（現実逃とう避ひとも言う）。

　で、気付けば夕方になっていた。

　夕食を食べていってはいかがですか？　と春香は言ってくれたのだが、ウチには定時に食事を与あたえないと暴あばれだす問題人物が若じやつ干かん一名（時によりもう一名：某ぼう音楽教師）ほどいるので、後うしろ髪がみ引かれる思いながらお断ことわりした。

「そうですか……残ざん念ねんです」

「せっかく誘さそってくれたのに悪いな。今度はちゃんとエサを用意してから来ることにするから」

「エサ？　裕人さん、ワンちゃんでも飼かってるんですか？」

「あー、まあ……」

　手がかかるって点では似にたようなもんだ。イヌの方が聞き分けがいい分だけ遥はるかにマシだが。

「ワンちゃんですか……。あ、そうだ。それなら昼間に食べたプラムプディングの残り、お土産みやげに包つつみますね。よかったらワンちゃんにも食べさせてあげてください」

「いやそこまでしてくれなくても……」

「大した手て間まじゃありませんから。遠えん慮りよしないでください。私、ワンちゃん大好きですし」

　葉は月づきさんにそのことを伝えてきますね、と、春香は駆かけ足あしでぱたぱたと部へ屋やを出て行った。いつの間まにかウチにはイヌがいることが確定になってしまったみたいだ。

「ま、いいか……」

　大きな間ま違ちがいはないし。

「ね、おに～さん、ちょっとちょっと」

「ん？」

　と、美み夏かがちょいちょいと俺に手て招まねきをしていた。何だ？　ここは定番として、本人がいない間に春はる香かの子供の頃ころのアルバムを見せてくれるとかそういう展てん開かいか。

　などと少し期き待たいしてそっちに行ってみると、

「おに～さん、この前はアキバ楽しかった？」

「!?」

　いきなりそんなとんでもないことを訊きかれた。

「お姉ちゃんと二人でデートしてきたんでしょ？　い～な～。ね、もう手は繫つないだの？　キスは？」

「な……」

　突とつ然ぜんの質問に混こん乱らんし、言こと葉ばに詰つまる。

「何を言って──」

　ほんとに、突然何を言い出すんだ、この子は。

「ふっふっふ。とぼけてもムダだよ。わたしにはちゃ～んと分かってるんだから」

「と、とぼけるって、何のことだよ……」

　アキバって……当然先月のあの春香との買い物のことを指してるんだよな。というかそれ以外あり得えない。でも、何でこの子があれを知ってるんだ？　カマをかけてるにしても行き先が具ぐ体たい的てきすぎる。

　俺の焦あせりを見て取ったのか、さらに美夏は突っ込んできた。

「ふ～ん、とことんとぼける気なんだ～。でもね～、もうネタは上がってるんだよ。確か連休明けの日曜日だったかな～？　お姉ちゃん、新しい服着てうきうきで出かけていったんだよね～」

　にやにやと笑う美夏。

　……日にちと詳しよう細さいまで合ってやがる。ということは……あんま認みとめたくないが、ほんとに美夏はあのことを知ってるってことに。いや、でも春香がこういうことをだれか（たとえ妹とはいえ）に話すとも思えないんだが……

　悩なやむ俺に、美夏はとどめを刺さしてくれた。

「お姉ちゃん、おに～さん専用のリッパな〝お買い物のしおり〟まで用意してたよね。妖よう怪かい画が仕し様ようの」

「……」

　もう、認みとめるしかなかった。

「何でそのことを……」

　うなだれる俺に、美み夏かは勝かち誇ほこったように、にまっと笑った。

「へへ～、実はね、〝お買い物のしおり〟をこっそり見ちゃったんだ～。ていってもわたしが悪いんじゃないんだよ。だってお姉ちゃん、リビングのテーブルに堂どう々どうと置おきっぱなしにしてたんだもん。見るなってのがムリな話でしょ？」

「……」

「で、ちらっと見てみたら二冊あって、その一つに『裕ゆう人とさん用』って書かれてて、この『裕人』さんってだれなんだろって不ふ思し議ぎに思ってたら……お姉ちゃんが連れて来たお客さんの名前が『裕人』なんだもん。わたし、びっくりしちゃった」

「はあ……なるほどな」

　納なつ得とくした。イヤになるくらいに納得した。それならお買い物のことを知っていて当然である。

　しかし何つーか……そういうところ（置き忘れ）は実に春はる香からしいな。完全無む欠けつに見えていつも肝かん心じんなところで抜ぬけに抜けまくっている。まあもう慣なれたが。

「でさ～。ついでにもういっこ訊きいていい？」

「……どうぞ」

　もうここまで来たら何を訊かれても驚おどろくまい。毒どくを食らわば皿さらまでと思ったのだが。

「おに～さんは、お姉ちゃんの秘ひ密みつのことも知ってるんだよね？」

「え……」

　それは少し予よ想そう外がいの質問だった。

　春香の秘密。それが指すものはもう一つしかないだろうが、果はたしてそこまで答えてしまっていいものなのか？　いや、そもそも家族は秘密のことを知らないんじゃなかったのか？　それとも美夏にだけは特別に教えてあるのだろうか？　……あー、もうワケが分からん。

「ど～なの、おに～さん」

「い、いや……」

「あ、その目は知ってる目だな～。ほらほら～、大人しく吐はいちゃえば楽になるぞ～」

　迷まよっていると、美夏は俺の脇わきの下をこちょこちょとくすぐり始めた。

「こ、こら……俺はそこ弱いんだ」

「あ、それいいこと聞いた～、ほれほれ～」

「う、うははははは……や、やめ」

「ほれほれ～」

　ひとしきりそんなじゃれ合いにも近いやり取りをやった後、ちょっと真しん剣けんな顔をして美夏が改めて言った。

「ね、おに～さん。真ま面じ目めに答えてほしいんだ。おに～さんは、お姉ちゃんの秘密のこと、知ってるの？」

「……」

　迷まよったが、結けつ局きよく、本当のことを言うことにした。美み夏かの瞳ひとみに宿る光を見て、何となくそうするべきだと思ったから。

「……知ってる。きっかけは偶ぐう然ぜんだったけど、その後あとに春はる香か本人から詳くわしい話を聞いた」

「そっか」

　美夏の表情がぱっと明るくなる。

「うん。まあたぶんそうだろうとは思ってたんだけど、やっぱそうだったか。うんうん、我ながら女の勘かんってのは当たるものよね～」

　微び妙みように突っ込みどころのあることを言いながら笑う美夏。

「なあ、今度はこっちが訊きいていいか？」

「ん、な～に」

「そっちこそ、何で春香の秘ひ密みつのこと知ってるんだ？　家族にも秘密なんだろ」

　確かにあの〝お買い物のしおり〟を見れば予よ想そうがつくかもしれないが、美夏の口く調ちようからは、むしろそれよりもかなり前から秘密について知っていたように感じられる。

「あ、そのことか」

　美夏が苦く笑しようする。

「ん～、本人は必ひつ死しに隠かくしているみたいだけどね～。わたしとか葉は月づきさんには昔からバレバレだよ。お姉ちゃん、ウソつけないタイプだから。気付いてないのってお父さんとお母さんくらいじゃないかな。でもお姉ちゃんは隠したいって思ってるみたいだから、わたしが知ってるってことはまだ秘密にしといてね」

　ぺろっと舌を出しながら笑う。この歳でそんなことまで考えてるのか。うーん、お姉ちゃん想おもいのよく出で来きた妹だ。うちのダメ姉とトイレットペーパー付きで交こう換かんしたいくらいだな。

　まあ、美夏たちが秘密を知っていることについてはこれで納なつ得とくがいった。

　でもまだ一つ気にかかることがあった。

「なあ、何で俺が春香の秘密を知ってるって思ったんだ？」

　美夏も、俺が知っているというある程てい度どの確信があったからこそ訊いてきたんだろう。これでもいちおう隠すために気を遣つかったつもりなんだが。

　すると美夏はあはは、と笑った。

「それは簡かん単たん。お姉ちゃんが、自分の秘密を知らない人を、アキバに誘さそうわけないもん。それもあんな妖よう怪かい画が仕し様よう──こ、こほん、イラスト付きの地図まで用意して」

「……あ」

　確かにそれはまったくもってその通りだ。

「それに……そうじゃなくたって、お姉ちゃんの顔を見てれば丸分かりだよ」

「顔？」

「うん。だってあんなに幸せそうな楽しそうな顔したお姉ちゃん見るの、初めてだもん。あれは完全に心を許ゆるしてる顔だった。あれはきっと全てを許した女の顔ね。──これもきっと、おに～さんの前だと本当の自分を出せるからなんだと思う」

「……本当の春はる香か、か」

　確かに学園での『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』としての春香よりも、こっちの春香の方が本物……というか素すなんだろう。以前は気付かなかったが、学園にいる時の春香は僅わずかに表情が固かたい。にこやかに笑いながらもどこか周まわりに対して一歩退ひいているような、そんな感じがするのだ。

「きっと、お姉ちゃんはおに～さんのこと憎にくからず思ってるんだと思うよ。でもそれも何となく分かる気がする。わたしから見ても、おに～さんっていい人っぽいし。これでもわたし、人を見る目には自信あるんだよ」

「うーん」

　姉妹にそろっていい人と言われてしまった。実じつ際さいのところ、そんないいモンじゃないんだけどな、俺。

「おに～さん」

　と、美み夏かがそれまでうって変わって真しん摯しな面おも持もちになった。

「お姉ちゃんを……どうか見み放はなさないでやってください」

「見放すって……」

　いや立場的にはどちらかと言えば俺が春香に見放される方かと。何せ『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』と凡ぼん庸ような一学生だし。

　しかし美夏はふるふると首を振ふった。

「お姉ちゃん……あの趣しゆ味みが周りにバレたせいで、昔にけっこう辛つらい思いとかしてるの。見た目とか雰ふん囲い気きとかがああだから、周りの人たちはみんな清せい楚そで落ち着いた完かん璧ぺきなお嬢じよう様ってイメージみたいなものをお姉ちゃんに押し付けて、それが破られると勝手に幻げん滅めつして離はなれていくって感じで。ほんとはドジで抜ぬけてて、ちょっと変わった趣味を持ってるだけの普ふ通つうの女の子なのに」

　それは……あるかもしれんな。うちの学園にもファンクラブはあるが、果はたしてそのうちの何人が春香の中身を知ってるだろう。そして何人が中身を知っても今までと同じように春香のことを見ることが出で来きるだろう。ガチャポンにはまったり、妙みようなマンガを愛読してたり、携けい帯たいゲーム機が買えなくて泣ないたり……知れば知るほど完璧なお嬢様──『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の本来のイメージとはほど遠い。

「お姉ちゃんには、お姉ちゃんのことを色眼鏡なしで見てくれる人が必ひつ要ようなんだと思う。ありのままの、自然体のお姉ちゃんを見てくれる人が。そして何となくだけど、おに～さんにならそれが出来る気がする」

　だから、と言って、美み夏かは俺の目をしっかりと見た。

「勝手なこと言ってるのは分かってるけど……でも、どうかお姉ちゃんと仲良くしてあげてください。わたし、もうだれかに裏うら切ぎられて泣ないてるお姉ちゃんを見たくないから……」

　ぺこりと頭を下げる。

　──ほんとにこの子は春はる香かのことを大事に思ってるんだな。言こと葉ばの端はし々ばし、態たい度どからそのことがひしひしと伝わってくる。いい子なんだな……この子は。

　だからってわけじゃないが、俺は美夏の頭に手を置いて、出来るだけ優しい口く調ちようで言った。

「……心しん配ぱいしなくても大だい丈じよう夫ぶだ。俺が春香を見み放はなすなんて、そんなことあるわけない」

「え……」

「春香は大事な友達だし、それに……」

「それに？」

「……か、かわいいとも思ってるしな。ドジで抜ぬけてて天てん然ねんなところも、ちょっと変わった趣しゆ味みを持ってるところも、全部ひっくるめて」

　そうでなければ、春香の中身を知ってから二ヶ月近くもこんな関係（真夜中の学園に不法侵しん入にゆうしたり、放ほう置ちプレイをされたり、ファンクラブに睨にらまれたり）を続けていない。

「おに～さん……うん、やっぱりおに～さんはわたしの見込んだ通りの人だっ！」

　美夏が歓かん声せいをあげて俺に抱だきついてきた。その勢いきおいで束たばねてある髪かみの毛が鼻先をかすめ、ふわりといい匂においが舞まう。春香と同じフローラル系の柔やわらかな香かおり。同じシャンプーを使ってるんだろうか。何だか春香に抱だきつかれているような錯さつ覚かくに襲おそわれて、頭がぼーっといい気持ちになってくる──

　と、その時。

「お待たせしました」

　がちゃりとドアが開き、春香が戻もどってきた。

「ワンちゃんのお土産みやげ、ばっちり用意出で来きました。──あら？」

「は、春香……」

　紙袋を片手に部へ屋やに入ってきた春香。その視し線せんは、じっと俺と美夏に注そそがれている。

「は、春香、いやこれは」

　最悪のタイミングだった。客観的に見れば、どう言いい訳わけしても俺が美夏を抱きしめている（あるいは襲おそっている）ようにしか見えない。
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「み、美夏からも何とか言ってくれ」

「おに～さん、いくらわたしがカワイイからって、いきなり抱きしめるのは早いと思う。物事には順じゆん序じよってものがあるんだから。きゃっ♪」

　いや「きゃっ♪」じゃないだろ！

　もうどうしていいか分からず、浮うわ気き現場を妻に踏ふみ込こまれた夫のようにその場で凍こおり付ついていると、春はる香かがにっこりと笑った。

「もう美み夏か、そんなに裕ゆう人とさんに甘えちゃダメですよ。裕人さん、困こまってます」

「は～い」

　イタズラを咎とがめられた子供みたいな顔をして美夏が離はなれる。その様子を、春香はにこにこと穏おだやかな顔のままで見守っている。あれ？

「……春香、怒おこってないのか？」

「え、どうしてです？」

　頭の上にハテナマークを浮うかべながら、ぽわんとした表情で不ふ思し議ぎがる春香。ほんとに何とも思ってないみたいだ。……何だかそれはそれで少し寂さびしいような気も。

「お姉ちゃん、こういったことにはすっごく鈍にぶいからね～」

　腕うでを組みながら、うんうんと美夏がうなずいた。

「ま、それがお姉ちゃんの短所でもあり長所でもあるんだけど」

「？」

「あ～、いいのいいの、お姉ちゃんは分からなくて。それよりおに～さん」

「ん？」

　小首をかしげたままの春香から俺の方に向き直り、美夏は改めてこんなことを言った。

「ああいうお姉ちゃんだから色々と大たい変へんかとは思いますが……どうかよろしくお願いします。……お義に兄いさん♪」

　最後の〝おにいさん〟の響ひびきが、少し他と異ことなっていたように聞こえたのは俺の気のせいだろうか。気のせいってことにしとこう。
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「それではまた明日学園で、ですね」

　門まで送りに来てくれた春はる香かが名残なごり惜おしそうにそう言う。

「こちらがさっきのプラムプディングです。他に、少しオマケもつけておきました」

　手て渡わたされた紙袋には「ワンちゃんへ♪」と書かれた字の横に、何か地じ獄ごくの番犬ケルベロスみたいな生き物が狂きよう気きに満ちた熱あつい視し線せんをこっちに送っていた。何から何まで突っ込みどころ満まん載さいのステキなお土産みやげである。

「あの、よかったら駅まで車でお送りしますけど……」

「ありがたいけど遠えん慮りよしとく。大した距きよ離りじゃないから、歩いていくさ」

　春香の申し出を謹つつしんで辞じ退たいした。いや、だって徒と歩ほ十分もかからない距離だしさ（ちなみに屋や敷しき内から門まで徒歩二十分である）。

「おに～さん、気をつけて帰ってね」

「ぜひ、またお越こしください」

　春香だけでなく、美み夏かも葉は月づきさんも見送りにきてくれていた。ここまでわざわざ来てくれたことが、少し嬉うれしい。

「じゃ、また」

　門の前で手を振ふっている三人に手を振り返して、俺は駅へと向かって歩き出した。

　何だかんだで、今日はいい日だったと思う。

　美夏や葉月さんといった面おも白しろい人たちと知り合うことも出で来きたし、春香のことを今までよりも知ることが出来て、何だかもう少し身近に感じられるようになった気がする。行く途と中ちゆうで道に迷まよったり、気け配はいのないメイドさんにおどかされたり、美夏に色々と答えにくいことを突っ込まれたりもしたけど、それだけで今日は俺にとっていい日だった。

　こんな一日が、これからもたくさんあるといいんだけどな。







　さて、これは全くもって余よ談だんであるが。

　春香から貰もらったお土産をうちのワンちゃんに渡わたしたところ、

「おお、これは美う味まいな。こっちのすもも味のプリンもいいが、特にこの燻くん製せい肉にくは絶ぜつ品ぴんだ。日本酒にとてもよく合う。いささか味が薄うすいような気もするが、それはまあご愛あい嬌きようだろう。貰もらったものに文もん句くを言ったらバチがあたるな」

　と喜んでいた。非ひ常じように喜んでいた。

　すもも味のプリンとはおそらくプラムプディングのことを指しているんだろう。まんまな表現であるが、横文字に弱い人だからそれはいい。それはいいんだが──

「……燻くん製せい肉にく？」

　そんなもん入ってたのか？　そういえば春はる香か、オマケを付けたとか言ってたような言ってなかったような……

　イヤな予よ感かんがして、恐おそる恐おそる姉の傍かたわらに置かれているモノを覗のぞき込こんでみる。

　そこには、大きく『最高級ビーフジャーキー』と記き載さいされた袋ふくろがあった。……ただし、その横に『犬用』と書かれた。

「……うわ」

　幸さいわいなことに、すでに酔よっ払ぱらっている姉はそれに全く気付くことなく上じよう機き嫌げんでジャーキー（犬用）を口にしている。そんな姉を横目で見つつ、俺は無言でジャーキー（犬用）を全部袋から出すと、家にあったビニールパックにそれらを移し替え、『犬用』と書かれた方の袋をゴミ箱にそっと投げ入れた（証しよう拠こ隠いん滅めつ）。だってバレたらたぶん……コロされる。

「ん、どうした？」

「あ、い、いや。湿し気けるとまずいだろうから、袋、入れ替えておいたぞ」

「おお、すまんな」

　珍めずらしく礼などを言って、ルコはさらにジャーキー（犬用）に手を伸ばした。よほどこれ（犬用）が気に入ったみたいだ。

　まあ食べても死ぬことはないだろう。というか、最近のペット用食品は人間が食べるものよりも高品質であるという話も聞く。だから大だい丈じよう夫ぶだ。おそらく。

「……じ、じゃあ俺はもう寝るから。ルコも早く寝ろよ」

「ああ。これを飲んだら寝るよ」

　そして俺はリビングを後あとにした。

　結けつ局きよく、その日のうちに春香からのお土産みやげであるビーフジャーキー（犬用）は、全てルコの腹の中に納おさまったのだった。
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　七月。

　中間試験も終わり、学園全体が来るべき夏休みに向けて段々と騒さわがしくなりはじめていた。

　どこどこへの旅行の計画だとか、終業式までにはだれだれに告こく白はくするだとかで教室中がどこか落ち着かないそわそわとした雰ふん囲い気きに包つつまれる中、何とかかろうじて補ほ習しゆうを免まぬかれることに成功した俺は（とはいってもかなりきわどい点数のものがいくつもあった）、三バカに一アホ（信のぶ長なが）が加わった四人（……客観的には五バカに見られてるかもしれんが）と、いつものごとくだらだらと昼休みを過ごしていた。

「やっぱり夏は海だろ。飛び散る水飛沫しぶき、降ふり注そそぐ太陽、焼けた砂浜、白はく熱ねつするスイカ割り。これこそ日本の侘わび寂さびってやつだ！　……男しかいないけどな」

「そうですね。深しん緑りよくに包つつまれた山の中で涼りよう気きを堪たん能のうするのも乙おつなものです。日本の夏とはそういうものです。……人ひと喰くいグマに襲おそわれるかもしれませんが」

「ああ、そうだな。近所の公園で一晩中飲んで騒さわいで脱ぬいで歌って語り明かす。これが夏の醍だい醐ご味みだ。……たぶん警察に捕つかまるだろうがな」

　こいつら、三人とも夏がキライなんだろうか。おまけに全然会話が嚙かみ合あってないような……。三人が三人ともボールを投げっぱなし状じよう態たいである。

「夏といえばさー、何といっても有あり明あけだよねー」

　信長は信長でまたワケノワカランことを言ってるし……。有明って、九州まで行くつもりか、こいつは。

「おい裕ゆう人と、お前はどう思う？　やっぱ男は海水浴だよな？」

　永なが井いがいきなりこっちを向く。そういう議論を俺に振ふるな。ていうか、俺も頭数に入ってたのか。

「いいえ、海なんて有害な紫し外がい線せんの照しよう射しや場じようみたいなものです。やはりここはマイナスイオンが豊ほう富ふに満ち満ちた癒いやしと安らぎの場である山でのキャンプを選ぶのが賢けん人じんの選せん択たくかと」

「公園で宴えん会かいが一番だろ？　金もかかんねーし」

「やっぱ同人誌だよねー？」

　四人がずい、と顔を寄せてくる。うっ、暑苦しい。

　いや俺は海でも山でもどこでも別に構かまわんのだが（信長はそもそも何を言ってんだか分からんし）、いっしょに行くのがこいつらってところが一番問題なんだよな……。どこに行っても絶ぜつ対たいに何かロクでもないトラブルが起きそうな気がする。そもそも、これらの計画全てが男のみで構こう成せいされてる（すなわち色気の『い』の字もなし）ってところが何よりも悲しい。

「あー、とりあえず俺の意見は保ほ留りゆうってことで」

　何と答えてもどこからか文もん句くが出そうだったので無ぶ難なんにそう逃にげておくと、

「またか。お前は本当にいいかげんだな」

「その全てにおいて等なお閑ざりな性格、直さないと痛いたい目を見ると忠ちゆう告こくしたはずですが」

「けっ、この中ちゆう途と半はん端ぱな根無し草ヤロウが」

「裕ゆう人とは昔から優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだよねー。外食するときもメニューを選ぶのにやたらと時間かかるしさー」

　言いたい放ほう題だいだった。まあ別に今さらこいつらに何と言われようと気にはならんけどさ。

　再ふたたびあーだこーだ不ふ毛もうな議論を始めた四人は放ほうっておいて、机につっぷす。

　──夏休みと言えば、春はる香かはどうするんだろうな。

　ふと気になった。

　三バカプラス一アホたちの意味不明な計画はほんとに心の底そこからどうでも良かったが、そっちはかなり気になる。

　やっぱりお嬢じよう様だけあって南の島でバカンスを楽しみながら優ゆう雅がにクルージングだとか、軽かる井い沢ざわの別べつ荘そうで備そなえ付つけのテニスコートで汗を流しながらのんびりと避ひ暑しよとかなのかね。

　ちらりと教室の反対側を見ると、その春香が食後のお茶を楽しみながらのんびりと読書をしていた。相変わらずその姿すがたは優雅で、しとやかにたたずむ白しら百ゆ合りを連れん想そうさせる。読んでいるのは高価そうなカバーに覆おおわれたいかにも文学的な香りを感じさせる文庫本だが、その中身が必かならずしも外がい観かんと一いつ致ちしないということは先日以来もうよく分かっている。頼たのむから人前で落としたりしないでくれよ（すげえやりそう）。

　春香がふとこっちを見た。目が合う。すると少し恥はずかしそうに頰ほおを染そめて、でも嬉うれしそうにぱたぱたと手を振ふってくれた。うーん、とてつもなくかわいい。

　出で来きることなら三バカたちとなんかじゃなくて春香とどこかに行きたいんだが（それも二人で）……まあそれは調ちよう子しに乗りすぎってもんだろう。いかにここ数ヶ月の間に少しは親しくなったとはいえ、夏に二人だけでどこかへ出かけられるほどの仲じゃない。

　だけど、訊きいてみるだけは訊いてみてもいいかな……







「え、夏の予定ですか？」

「おう。春香はどっかに行ったりするのか？」

　放課後。廊ろう下かでたまたますれ違ちがった時にさりげなくそう訊いてみると、春香はかわいらしく小首をかしげた。

「えと……そうですね、美み夏かや葉は月づきさんたちといっしょに葉は山やまの別荘に行くのは決まっています。八月にはロンドンでピアノのコンクールがありますし、あとはお祖じ父い様と尾お瀬ぜにテニスへ行く予定もあります」

「ふんふん」

　予よ想そうから大きくは外はずれていないラインナップだ。さすがお嬢じよう様。

「う～ん、あとは何かあったかな……。あ、一つ行きたいところがありました」

「どこだ？」

「〝なつこみ〟です」

「……」

　……何それ？

「『イノセント・スマイル』に書いてあったんですけど、何でも『ドジっ娘こアキちゃん』と『ダメっ娘メグちゃん』の茶道ヴァージョンの限げん定ていふぃぎゅあが売られているそうで……。それがとっても素す敵てきなんです」

　夢見る少女の瞳ひとみでそう語かたる春はる香か。それだけで〝なつこみ〟とやらがどういうものかだいたい分かった。分かりすぎるくらいに分かった。

「それって、どこでやってるんだ？」

「有あり明あけの東京ビッグサイトと書いてありました。でも一人だと不安なので諦あきらめようかとも思っているんですけど……」

「ゆりかもめか……」

　それならそう遠くもないな。

「もしよかったら、いっしょに行くか？」

　そう提てい案あんしてみた。

「い、いいんですか？」

「ああ」

「あ、ありがとうございますっ」

　興こう奮ふんした面おも持もちで春香が立ち上がる。ほんとに嬉うれしそうだな。

　ひとしきり喜んだ後、

「あ、それじゃ私そろそろ行きますね。今日、掃そう除じ当番なんです」

　と言って、にこにこ顔で春香は去っていった。

　かくして少々（かなりか？）色気には欠けるものの、春香と二人きりでどこかへ行くという、念ねん願がんの夏の予定が決定したのだった。







　春香と別れて下校しようとすると、校門のところで呼よび止とめられた。

「お～い、おに～さん」

「ん？」

　聞きき覚おぼえのある舌ったらずな声。

　見ると校門の辺あたりでこっちに向かって手を振ふっている小こ柄がらな影かげが一つあった。

「美み夏か？」

「へへ～、おに～さん、久しぶり」

　たたたっと駆かけ寄よってくると、制服姿すがたの美夏はそう挨あい拶さつした。

「どうした？　春はる香かに何か用か」

「うん、用っていうか、ちょっとこの近くまで来たから寄ってみたの。いっしょに帰ろうと思って。お姉ちゃん、まだいる？」

「ああ。でも出てくるまでにはもう少しかかるんじゃないか」

　掃そう除じ当番だと言ってたから、たぶんあと二、三十分はかかるだろう。しかし考えてみると、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』に掃除当番とは、何とも似に合あわん組み合わせである。

「そ～なの？　ね、おに～さん。だったらお姉ちゃんが来るまで話し相手になってくれない？　せっかく会えたんだし。それともこれから何か用事でもある？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　彼女がいるわけでもなしバイトをやっているわけでもなし、やることといえば七時までにルコの夕飯を作ることくらいである。俺の放課後のスケジュールは基本的に空きまくっているのだ。……自分で言ってて悲しいが。

「わ～い、やった」

　ぴょんぴょんとその場で飛とび跳はねて美夏が喜ぶ。どうでもいいが、スカートでそういうことをするのはやめた方がいいと思う。

「で、最近お姉ちゃんとの仲はどう？」

　ひとしきり喜んだ後、美夏はいきなりそんなことを尋たずねてきた。

「いやどうって言われても」

　夏にいっしょに出かける約やく束そくはしたものの、それ以外には特に進しん展てんはない。というか、学園内ではヘタに春香と仲良くするとファンクラブに目を付けられるため、人前では落ち着いて話も出来ないのである。

「う～ん、ダメダメだなあ。そんなんじゃ、おに～さんがお義に兄いさんになる日はまだまだ遠いぞ～」

　そう言って、俺の腕うでに抱だきついてくる美夏。

「お、おい」

「えへへ、ちょっとくらいならいいじゃん。わたし、お兄ちゃんも欲しかったんだよね～。今のところ、おに～さんが将来のお義兄ちゃん候こう補ほナンバーワンだし」

　美夏がイタズラっぽく笑う。

「それとも、おに～さんはわたしのこと、キライ？」

「いや、そういうわけじゃなくてだな……」

　まあ何だかんだいって美み夏かはかわいいし、懐なつかれるのは悪い気はしない。俺としてもこんな妹がいたらいいなと思うこともある。

　ただ──

「人前でってのは、問題あると思うぞ……」

　さっきから何やら周しゆう囲いの視し線せんがやたらと俺たちに集中していた。

　すれ違ちがう人、通り過ぎる人がこっちをちらちらと見てはひそひそと小声で何かをささやいているのだ。

　その中のいくつかが聞こえた。

「ね、あの子って中学生だよね？　何あれ、男の方がナンパしてるの？」

「でもさっき〝おに～さん〟って呼よんでたよ。兄妹なんじゃない？」

「〝おに～さん〟ねえ……。それって本物じゃない〝パパ〟とかと同どう義ぎなんじゃないの」

「うわ、最低」

　別の集団からは、こんな声も聞こえた。

「なあ、あの子、すごいかわいくないか？」

「ああ。でも、何かだれかに似にてるような……」

「だれだっけ？」

「うーん……」

「で、あの男は何してんだ。ナンパか？」

「白はく昼ちゆう堂どう々どう、校門で中学生をナンパか……最悪だな」

　さらにはこんな声も。

「あれって二年の綾あや瀬せじゃねえか？　確か春はる香か様にちょっかいだしてるってウワサの……」

「春香様に手を出しておきながら他の子をナンパだぁ？」

「しかも自分のことを〝おに～さん〟とか呼ばせて悦えつに入ってるらしいぞ」

「腕うでなんて組みやがって……変へん態たいが」

「……殺やっとくか？」

「親しん衛えい隊たい、呼べば五分以内に二十人は集められるぞ」

　後半の方、ものすごく物ぶつ騒そうな会話が交わされていた。

　身の危き険けんを感じた。これ以上この場に留とどまっていたら生命が危あぶないと本ほん能のうがレッドシグナルで警けい告こくしていた。

「あれ、おに～さん、顔が青いよ。どしたの、具ぐ合あい悪い？」

　美夏が顔をぐっと寄せてくる。

　周囲からの視線が、刃は物ものでえぐるようなさらに強きよう烈れつなものになった。やばい……このままじゃマジで殺られるかもしれん。

　ここはとりあえず一いつ刻こくも早くこの場を離はなれるべきだろう（戦略的撤てつ退たい）。

「あー、美み夏か。悪いが俺、急用を思い出したからここで──」

「あれ美夏？　どうしてここにいるんですか？」

　死線を離り脱だつしようとした俺を、校舎の方から響ひびいてきたのんびりとした声が遮さえぎった。

「あ、裕ゆう人とさんもいます。二人でどうしたんですか？」

　春はる香かだった。

　ようやく掃そう除じが終わったのか、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせながらこっちに向かってとことこと歩いてくる。う、春香もやって来た以上、ここでいきなり俺が消えるのは不自然だ。

「お、おい、春香様だ……」

『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の出現で、にわかに周まわりが騒さわがしくなる。慌あわてて頭に怪あやしい赤いハチマキを巻まきだすやつも（それもけっこう多数）出てきた。

「春香様、あの女の子と知り合いなのか？　親しそうだぞ」

「あれって……もしかして美夏様か？」

「だれそれ？」

「お前知らねえのかよ、モグリか？　春香様の妹だ」

「そういえば顔、似にてるな」

「かわいい……」

「でもあいつ、何で春香様の妹とあんなに親しげに腕うでなんて組んでやがるんだ？」

「……まさか妹にも手を出してやがるんじゃ」

「フタマタ……」

　その言こと葉ばに、ざわりと辺あたりの空気が揺ゆれた。

「……おい、親しん衛えい隊たい、集められるだけ集めろ。あのヤロウ……春香様だけじゃなくて美夏様にまで手を出しやがって。バットとか木刀しないとかあるやつは持ってくるようにも言え」

「ラジャ」

　周りの雰ふん囲い気きが殴なぐり込こみ前の組事務所みたいな剣けん吞のんなものへと変化していく。やばい、本気でやばい。

「そ、それじゃ美夏、春香も来たことだし俺はこのへんで。春香もまた明日──」

「え～、せっかくだから途と中ちゆうまでいっしょに帰ろうよ」

　左腕に美夏がぶら下がってくる。

「あ、私もそれに賛成です。裕人さんといっしょに帰る機き会かいって、あまりありませんので」

　右腕の袖そでを春香がきゅっと摑つかむ。

「い、いや……」

　それはもう普ふ段だんなら両手に花どころか胡こ蝶ちよう蘭らん（最高級品）といったところなのだが、今の状じよう況きようではそれは葬そう式しき（もちろん俺の）で飾かざられる弔ちよう花かに他ほかならなかった。

「ちょっといいかな、綾あや瀬せくん」

　突とつ然ぜん、強い力で後ろから肩かたをがっちりと摑つかまれた。

　振ふり返かえると、そこには岩のような顔に白いハチマキを巻まいた野や生せいの熊くまみたいな男が立っていた。目を真っ赤に血走らせて親の仇かたきのごとく俺を睨にらみ付つけている。

「少しばかり話があるから、俺といっしょに校舎裏うらまで来てもらえる？」

　その鋭するどい目がぎらりと光る。……こいつ、どっかで見たことあると思ったら空から手て部ぶの主しゆ将しよう（全国大会三位）だよ。先日、絡からんできた他校の不良五人をボコボコにして病院送りにしたとかいう……

「ああ、もちろん時間は取らせないからさ。……痛いたいのは一いつ瞬しゆんだけだよ」

　にっこりと笑ってそう言うが、目が全く笑っていない。

　あからさまな破は壊かいと暴ぼう力りよくの匂においを感じ、俺は必ひつ死しに春はる香かと美み夏かの二人に目で訴うつたえかけた。『タ・ス・ケ・テ・ク・レ』。それを受けて姉妹は、ああなるほどとばかりにうんうんとうなずいた。

「何だ、おに～さん、友達と約やく束そくがあったんだ」

「お友達との約束なら仕方がないです。残ざん念ねんですけれど、私たちのことは気になさらずにそちらに行ってください」

　二人そろってにっこり。

「全然違ちがう……」

　アイコンタクトは失敗だった。見み事ごとなまでに大失敗だった。いやどこをどう見ればこいつと俺が友達に見えるんですか……。

「じゃ～ね、おに～さん」

「さようなら、裕ゆう人とさん」

　姉妹の背せ中なかが遠ざかっていく。

「ああ、キミはこっちだから。親しん衛えい隊たいのみんながお待ちかねだよ」

　半ば引きずられるようにして春香たちとは反対方向へ連れて行かれる俺。

　その後、突とつ如じよ現れた信のぶ長なが（どうも俺が美夏といるところから見ていたらしい）に助けられて（信長がぼそりと何かを耳打ちしたところ、空手部主将は真っ青になって逃にげていった。相変わらずこいつは謎なぞだ……）何とか逃げ出すことに成功したものの、それからしばらくの間、俺はファンクラブからの一級指名手て配はい犯はんとなり隠いん遁とん生活を送るハメになったのだった。







　また別のある日のこと。

　その日もまた春香に会いに来た美夏（なぜか最近よく来る）に校門前で捕つかまり、一般生徒から冷たい視し線せんを浴あびせられた挙あげ句く、ファンクラブ員に校舎裏に連れていかれそうになりながらも命からがら逃とう亡ぼうに成功し、半ばボロボロになって帰宅すると、一階のリビングの方から二人分の笑い声が聞こえてきた。

「ふふ、それは面おも白しろいな」

「あはははは、やっぱそうよね～」

　ルコの声と……もう一つ、すごく聞きき覚おぼえのある声。この妙みように高いテンションからして、まずあの人に間ま違ちがいないだろう。

　疲ひ労ろうがいきなり倍ばい加かした気がした。

　一いつ瞬しゆんそのまま二階の自分の部へ屋やに引きこもりたい衝しよう動どうに駆かられたが、挨あい拶さつもしないでそんなことをすると後のち々のちもっと厄やつ介かいなこと（翌よく日じつに校内放送で呼よび出だされたり、音楽の授業中に『あの素す晴ばらしい愛をもう一度』の独どく唱しようをやらされることになったり）になるのはこれまでの経けい験けんで身をもって知らされている。仕し方かたがないので、嫌いや々いやながら俺はリビングへと足を向けた。

「ただいま」

　がちゃり、とリビングの扉とびらを開く。

「おお、帰ってきたか」

「お、裕ゆうくん、おかえり～。おじゃましてるわよ～」

　思った通り、そこにはソファの上で足を組んでふんぞり返っているバカ姉と、その隣となりでぷらぷらと手を振ふる親友の音楽教師の姿すがたがあった。

「……」

　この人たちは二人とも肩かた書がき上は立りつ派ぱな社会人なはずなのになぜ高校生である俺よりも早く帰宅しているのかとか、まだ午後四時半なのにもかかわらず何だってテーブルの上に日本酒の空から瓶びんが二本ほど載のっかっているのかとか、突っ込みどころは山とあったのだが、たぶんそこらヘンは命が惜おしくば深く突っ込んじゃいけないんだろう。まあ、こんなの（キッチンドランカー）はいつものことだしな。……なお悪いが。

「今日はいつもより遅おそかったな。何か用事でもあったのか？」

「いや別に」

　据すわった目でじっとこっちを見る姉から目を逸そらす。こいつらにあえて春はる香かたちのことは話すこともあるまい。出で来き上あがった酔よっ払ぱらいども（それもかなりタチが悪い）にわざわざ酒の肴さかなを提供するなんて、それこそ飢うえたトラの前に自らの腕うでを差し出すようなもんだ。

　しかし。

「春香ちゃんとかその妹ちゃんにヘンなことしてたんじゃないでしょうね～？」

　俺は何も言ってないのに、一いつ升しよう瓶びん片手に、由ゆ香か里りさんがにやりとファウスト博士みたいな笑えみを浮うかべた。

「……何の話ですか？」

「隠かくしたっておねいさんにはムダよ。ここのところ裕くんが春香ちゃんと妹ちゃんと仲良くしてるってことは、信のぶ長ながくんからの情報で分かってるんだから」

「……信長？」

　確かにあいつは俺が春はる香かに興きよう味みを持ってたことを知っている。でもあいつはそういったことを他た言ごんするようなやつじゃない。適てき当とうそうに見えてそういったところは意い外がいに律りち儀ぎなやつなのである。その信長が、よりにもよって知られたら一番メンドウなこのセクハラ音楽教師に教えるはずがないんだが……

　すると由ゆ香か里りさん、再ふたたびにやりと笑い、

「ま、信長くんも最初は言うのを渋しぶってたみたいだけどね～。でも優しく〝か・ら・だ♪〟に訊きいてみたら快こころよく洗いざらい答えてくれたわよ。『わ、分かったよー。僕が知ってることなら全部喋しやべるからさー、い、いやむしろ喋らせてくださいー。うわー、僕はまだキレイな身体のままでいたいんだー。裕ゆう人と、ごめんねー』って」

「……」

　その場で何が行われたのかは……考えない方が心の健康のためにはいいんだろうな。生いけ贄にえとなった哀あわれな幼おさな馴な染じみに少しだけ同情した。

「さすがに信長くんの情報は詳しよう細さいかつ的確よね～。裕くんが周まわりの目を盗ぬすんでちょくちょく春香ちゃんと話をしてることとか、試験勉強をしに春香ちゃんの家にまで行ったこととか、妹ちゃんと校門のところで仲良くじゃれあってたこととか、まるで見てきたみたいに詳くわしく説明してくれたわよ～」

　由香里さんの口ぶりからして、信長のやつ、持っていた情報を全て開かい示じさせられたのは間ま違ちがいなさそうだ。はあ……てことは、この人に春香関係の情報は全て握にぎられたってことか。うわ、最悪だ。

「……ん？」

　ちょっと待て。

　そこで思った。

　春香と学園でちょくちょく喋っていたことや美夏との一件はともかくとして、何であいつ、俺が春香の家に行ったことまで知ってるんだ？　このことはだれにも喋ってないのに……

『情報化社会っていいよねー。情報保ほ護ご条例だプライバシーだなんて言っても、その気になれば結けつ局きよく個人情報なんて筒つつ抜ぬけだしー』

　いつかの信長の言こと葉ばが頭に浮うかぶ。

「……」

　改めて、朝あさ倉くら信長という人物の恐おそろしさを垣かい間ま見みたような気がした。てか絶ぜつ対たいストーカーだよ、こいつ……

　色んな意味で俺が絶ぜつ句くしていると、由香里さんはさらに続けた。

「ま、もっとも信長くんに聞く前からも薄うす々うす気付いてたけどね。だって最近、学園内じゃ有名よ？　あの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にちょっかいをかけてるクソヤロウがいて、さらにそいつはその妹ちゃんまで毒どく牙がにかけようとしてる人間のクズだって。それを聞いた時、私ぴ～んときたのよね。これもう絶ぜつ対たいに裕ゆうくんのことだって」

　……いや由ゆ香か里りさん、どうしてその人間像から真っ先に俺が浮うかんでくるんでしょうか。

「だって裕くんならいかにもじゃない。普ふ段だんからむっつりスケベだし」

「……」

　俺の抗こう議ぎにさらりと答える由香里さん。

「……裕ゆう人と。幼よう女じよ偏へん愛あいはいかんぞ。私はお前をそんな風に育てたつもりはないんだが──」

「……」

　姉は姉で真ま面じ目めな顔でそんなことを言いやがるし、

「でも裕くんの性格じゃ幼女ちゃんにも尻に敷しかれそうよね～」

「……」

　由香里さんも由香里さんでさらに好き勝手なことを言いやがる。……くそ、何か本気でグレたくなってきたぞ。

「あ、裕くん、怒おこってる？」

「……そりゃあもう」

　変へん態たいプラスヘタレ呼よばわりされて仏ほとけ顔がおでいられるほど俺は人間出で来きてない。
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「ごめんごめん、そんな怖こわい顔しないでよ。ほんの冗じよう談だんなんだから。でも薄うす々うす気付いてたってのはホント。だって前から裕ゆうくん、春はる香かちゃんのこと色々と気にかけてたじゃない。いつかのホームルームの一件とか」

「……う」

　そこをつかれると痛いたい。

「確か、裕くんがいきなり繁はん殖しよく期きのシマウマのごとく発情して春香ちゃんに覆おおいかぶさったのよね～。いや、私が必ひつ死しに止めたから被ひ害がいは未み然ぜんに防ふせげたものの、色しき欲よくに狂くるったケダモノを抑おさえるのには苦労したわ～」

「過去を捏ねつ造ぞうすんな」

　あんたあの時ほとんど何もしてないだろ。

「ま、恋することはいいことよ。恋があるから愛があるわけだし、愛があるから人類は今こうやって繁はん栄えいしてるわけだしね～。愛は地球を救すくう。ラヴ・アンド・ピース♪」

　何だかいいことを言っているように見えて実はその場のノリで喋しやべってるだけの酔よっ払ぱらいは、すげえ楽しそうな顔で親指を立てててぐっと俺の方に突き出した。

「どお、裕くんも私といっしょに地球を救ってみない？」

「遠えん慮りよしておきます」

　ピンク色のオーラを出している酔っ払いに、〇・五秒でそう答えた。

「よよよ、フラれちゃったわ～。ルコ～、裕くんが冷たいよ～……」

「……いや、私としても由ゆ香か里りが義妹いもうとになるのは心の底そこから遠慮したい」

「うう～、姉弟そろって北極に吹く北風みたいに冷たいのね～……」

　何やら泣なきマネを始めた人はとりあえず放ほう置ちしておく。

「それじゃ俺は宿題があるんで部へ屋やに戻もどりますんで。飲むのもいいけどほどほどにしといてくださいよ。ルコも」

「心しん配ぱいするな」

　その言こと葉ばに一いつ片ぺんたりとの信しん憑ぴよう性せいもないことはもはや疑うたがいようもないんだが。せめていつかのように家の中で火か炎えん放ほう射しや（口にアルコール度数九十六％のウオッカを含ふくんでライターの炎ほのおに向かって思いっきり吹き付ける。注１：良い子は絶ぜつ対たいにマネしないでください）をやって消防車を呼よばれるようなマネだけは避さけてほしい。

「……ほんと気を付けてくださいよ」

　俺はリビングのドアに手をかけ部屋へ行こうとして、

「裕くん」

　と、背はい後ごから由香里さんに声をかけられた。いつになく真しん剣けんな声。何だ？　振ふり返かえると、そこにはまるでホンモノの教師のような顔をした（注２：本物です）由香里さんが、こっちをじっと見つめていた。

「……私ね、これだけは言っておきたいと思うの」

「何ですか？」

　普ふ段だんと異ことなる、どこか厳おごそかですらあるその雰ふん囲い気きに、少しばかり身み構がまえながら問うと、由ゆ香か里りさんは実に真ま面じ目めな声こわ音ねでこんなことを言いやがった。

「……年下よりもね、やっぱり年上の方がいいわよ？　何といってもテクニックに天と地ほどの差が──」

「うるさいだまれ」

　……ダメだ、この人。







　春はる香かと知り合って以来の俺の日常は、概おおむねこんな感じだった。

　学園では三バカや信のぶ長ながとだべり、チャンスを見ては春香と色々なことを話し、放課後はルコや由香里さんにからかわれる。休日は時々春香の買い物に付き合ったり、なぜか美み夏かの買い物に付き合わされることもあったりした。

　春香と出会って以来、微び妙みように変化した日常。

　それはちょっとばかりエキセントリックで、色々と苦労も多い。

　でもそんな日常が、俺は気に入っていた。

　だってそれはそれまでの退たい屈くつな日常より、確実に面おも白しろかったからな。
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　夏休みまであと二週間に迫せまったある日の放課後。

　由香里さんに呼よばれて職員室へと向かっていた俺は、どこからか呼よび止とめる声を聞いて、廊ろう下かを振ふり返かえった。

「裕ゆう人とさ～ん」

　耳みみ心ごこ地ちの良いソプラノボイスを辿たどると、廊ろう下かの向こうの方で春香がぶんぶんと手を振っているのが見えた。何かとても嬉うれしそうな表情だ。

「裕人さ～ん」

　再ふたたび指名される。

　その辺を歩いていたヤツらが一いつ斉せいにこっちを見る。その視し線せんの一部に殺さつ気きのようなモノが含ふくまれているように感じるのは気のせいでしょうか？　見み覚おぼえのあるハチマキをしてるヤツらも何人かいるし。

　だけど春香は相変わらずそんなもんどこ吹く風でにっこりと笑って、

「あのですね、〝この前お話ししたモノ〟を持ってきました。よろしかったらこれからいっしょに見ませんか？」

　ぱたぱたとこっちに向かって走り始めたのだが。

「あ、おい春はる香か、足下！」

　その進路上には掃そう除じの時間にだれかが置おき忘わすれたのか一枚の雑ぞう巾きんが落ちていて──

「え？」

　こっちに来るのに夢む中ちゆうで全く足下が見えていない（見ていない）春香が、ピンポイントでそれを踏ふんづけるのはもはやお約やく束そくだった。

「え、ええっ……？」

　そして衆しゆう人じん環かん視しの中、春香は宙ちゆうを舞まい、

「き、きゃあっ！」

　一回転して、見み事ごとに廊ろう下かに墜つい落らくした。

　走る→滑すべる→見事に転ころぶ、の素す晴ばらしいコンボだった。

「い、痛いたいです……」

　床ゆかにしこたまぶつけたのか、痛そうに腰こしをさする春香。その横ではカバンの中身が完全にぶちまけられている。あー、またハデにやったもんだな、こりゃ。

　助け起こそうと春香のもとへ行こうとして……そこで、周しゆう囲いの視し線せんに気が付いた。

　何やら見てはいけないものを見てしまったような、たまたま物もの陰かげから殺人事件を目もく撃げきしてしまった家か政せい婦ふみたいな視線。そんな視線が春香に集中している。

　最初はただの注目だと思った。

　あの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』が廊下のど真ん中で見事にすっ転んだことに、注目が集まっているだけかと思った。

　しかし。

　春香の傍かたわらで悪あく魔ま召しよう還かん辞じ典てんのごとく開かれている雑誌のようなものを目にした瞬しゆん間かん、その視線のほんとの意味が分かった。イヤってくらいに。

〝この前お話ししたモノ〟とやら。

　たまたまめくれて顕あらわになっているページには、どんな偶ぐう然ぜんか今の春香と全く同じポーズで痛そうにお尻しりをさすっている蒼そう髪はつの女の子のイラストがあった。『ドジっ娘こアキちゃん』ドジポーズＮＯ．Ⅲとか書いてある。

「……」

　辺あたりの時間は完全に止まっていた。

　空から手て師し範はんが寸すん止どめの手本を見せようとして思いっきり弟で子しの顔がん面めんにクリーンヒットを食らわせてしまった時みたいな、そこはかとなく気まずい雰ふん囲い気きが廊下を漂ただよっている。

「ま、またやっちゃいました……」

　状じよう況きようがつかめていないのか、最初のうちは廊ろう下かにぺたりと座すわり込こんだまま恥はずかしそうにそんなことを言っていた春はる香かだったが、やがて周しゆう囲いの異い様ような静せい寂じやくに気付いたみたいだった。

「あ、あれ……みなさん、どうしたんでしょう？」

「……」

「あの、どうしてこんなに静まり返っているのですか？」

　俺を見てそう不ふ思し議ぎがる。どう答えたらいいか分からず俺が言こと葉ばに詰つまっていると、さらに不思議そうな顔をして春香は周まわりを見回した。ヤジウマをしていた何人かの生徒と目が合うも、そいつらはみんな一いち様ように気まずそうな顔をして素す早ばやく春香から目を逸そらした（まあムリもないんだが）。

「??」

　春香の頭の上にでっかいハテナマークがいくつも浮うかんでいた。全く何が何だか分からないって顔だ。

「あの裕ゆう人とさん、一体何が──」

　助けを求めるように再ふたたびこっちに視し線せんを向けようとして、

「え……？」

　その途と中ちゆうに落ちている、これ以上ないってほどに自己主張している物体に気付いてしまった。

「え、どうして〝なつこみ〟のカタログが……え？　え？」

　春香の顔色がかわいそうなくらいに変わった。朝会で校長先生の長話の最中に貧ひん血けつで倒たおれる寸すん前ぜんの生徒みたいに真っ青になった。

「え？　だって私、ちゃんとカバンの一番奥おくに仕し舞まっておいたはずなのに。何で、どうして……」

　受け入れたくない現状に心がついてこないのか、春香はあたふたとするだけで立ち上がることもしない。

「春香、とりあえず立てるか？」

　転ころんだ拍ひよう子しに乱みだれたスカートの裾すそを直してやり、右手を差し出す。だが春香の様よう子すは少しヘンだった。

「あ……わ、私、私……」

「春香？」

　虚うつろな瞳ひとみで辺あたりを呆ぼう然ぜんと見回し、廊下に視線をさまよわせる。

「や、やめて……そんな目で見ないでください。私、私は……」

「お、おい、落ち着けって……」

　俺の声も聞こえていないのか、両手で頭を抱かかえ込こむようにして春香が首を振ふる。まるでそうすることで周りの視線が全部消えるとでもいうかのように。

「わ、私はっ……」

　そして春はる香かはその大きな瞳ひとみに涙なみだをためて、

「っ……」

　そのまま落ちているカバンを摑つかむと、呼よび止とめる間もなく全速力で走り去ってしまった。

「は、春香……」

　残されたのは、いまだドジポーズとやらのページが開かれたままのカタログと俺。う、視し線せんがイタイ……。

「なあ……アレって、本当に乃の木ぎ坂ざかさんのなのか？」

「分かんない……でも彼女のカバンに入ってたのよね」

「でもあの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』があんな怪あやしいもん持ってるなんてこと……」

　周まわりからはそんな囁ささやきが聞こえてきた。うーん、こりゃマズイな。このままだと春香の秘ひ密みつが盛せい大だいにバレかねない。そこまでいかなくても、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』があんなカタログを持っていたなんてことがウワサになったらそれだけでも十分に大問題だ。もしそんなことになったら、春香はきっと泣なくだろう。春香の泣き顔は……もう見たくない。

　よし。

　だったらここはもうこれしかないだろ。

「あ、これってもしかして！」

　俺はわざとらしく大声を出し、残されたカタログを指差した。

「これってもしかして……俺が三日前に落として探さがしてたカタログか？　ああ、やっぱりそうだ！　乃木坂さんが拾って持っていてくれてたんだな。さすがは乃木坂さん！」

　……かなり棒ぼう読よみかつ説明臭くさい台詞せりふになってしまった。俺にはどうやら役者の才さい能のうは全くといっていいほどないみたいである。

　だがそれでも、周りのヤツらは俺の大だい根こん芝しば居い（それも桜島大根並なみ）を信じたみたいだった。

「……そうだよな。あの乃木坂さんがこんなもん持ってるはずないし」

「春香ちゃん優しいから、あんなものでも捨てずに持ち主を探さがしてたのね」

「あいつ一組の綾あや瀬せだろ？　ほら、あの朝あさ倉くらの親友の。ならこういう怪しいもんを持っててもおかしくねーしな」

「ふーん、綾瀬くんもそういう趣しゆ味みだったんだ。何かイメージ崩くずれたなあ」

「そう？　別に綾瀬なんてどうでもよくない？」

「まあもういいじゃん。行こーよ」

　好き勝手なこと（人のことどうでもいいとか言うな）を言いながら、ヤジウマ共はちりぢりに解かい散さんしていった。

　……ふう。何とか誤ご魔ま化かせたみたいだな。

　胸むねを撫なで下ろし、俺は廊ろう下かに散ちらばった春香の私し物ぶつを拾い集め始めた。教科書、ノートにペンケース。それに楽がく譜ふと例のカタログ。かなり勢いきおいよくコケたせいかあちこちに分ぶん散さんしていて大たい変へんだったが、それでも全部集めるのに一分とかからなかった。

「やれやれ……」

　立ち上がる。

　ともあれ、これで一件落らく着ちやくだと思った。春はる香かの秘ひ密みつはバレずにすんだし、このカタログは明日にでも人目につかない場所で返せばオッケーだ。春香の様よう子すが少しおかしいように見えたのが気にはなったが、きっとそれも突とつ然ぜんの出で来き事ごとにいつか（図書室半はん壊かい時じ）みたいに半パニック状じよう態たいに陥おちいっていただけだろう。そんな風に簡かん単たんに考えていた。

　だけどその考えは、少しばかり楽らつ観かん的てきすぎたみたいだった。




　翌日。

　春香は学園を休んだ。
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「はい、それでね～。フランスでは近代になってドビュッシーやラヴェルなどの印いん象しよう派はと呼よばれる人たちが台たい頭とうしてきて──」

　壇だん上じようでは、由ゆ香か里りさんが教師とは思えない女子高生チックな丸文字を板書しながら、流りゆう暢ちように教科書の内容を説明している。

「この印象派の人たちの特とく徴ちようはね～、それまでの古典主義音楽に見られる三つの要よう素そ、旋せん律りつ、和わ声せい、リズムからの脱だつ却きやくを図ったもので～、ま、簡かん単たんに言えば頭の固い先人の考え出した固っ苦しいルールとかをほとんどムシして、感性の赴おもむくままにやりたいようにやったってことね～」

　口く調ちようは軽いがその分だけ分かり易い説明。なにげにこの人、教師としての能のう力りよくは高いんだよなあ。……中身はほとんどエロオヤジなのに。まあ、個人の人格と教育の能力とは完全に別次元の問題であるという生きた見本である。

　だけどそんな由香里さんの説明も、今の俺の頭にはほとんど入ってこなかった。まあもともと退たい屈くつな音楽史の授業（と言ったらおそらく鉄てつ拳けんが飛んでくるだろうが）な上に、そんなことよりももっと気がかりなことがあったから。

　教室の斜ななめ後うしろを見やる。

　そこにある、本来春香が座すわっているはずの席せきには、今日はだれも座っていなかった。

　いや今日も、という表現の方が正しいか。

　心の中でため息いきを吐つく。

　今日で、春香が学園を欠席して三日目である。

　先日の〝カタログ露ろ出しゆつ事件〟（命名：俺）以来、春香は学園に姿すがたを見せていない。由香里さんに訊きいたところ「体調不良のためお休みだって～。何か体力を消しよう耗もうさせるようなことでもやったのかな～？　このこの～」と非ひ常じようにセクハラな返答が返ってきた（相手にしても疲つかれるのでもちろんノーリアクション）。

　ほんとに体調不良ってことは……たぶんないだろう。

　いまだに俺のカバンの中に入りっぱなしのカタログのことを考える。あの時の春はる香かの反はん応のう……今にして思えば少し過か剰じようだったような。いくら自分の特とく殊しゆな趣しゆ味みがバレそうになったとはいえ、あそこまでパニックに陥おちいるだろうか。

　いくら考えても、俺のニワトリ並なみの頭じゃ分からない。

　だが何にせよ、このまま放っておくことはためらわれた。

　──見み舞まいに、行ってみるか。

　こんなことを信のぶ長ながやら由ゆ香か里りさんやらに知られたらまた鬼おにの首を取ったがごとく（俺から見ればやつらの方がオニだが）からかわれまくること必ひつ定じようであるが、気になるもんは気になるんだからしょうがない。

　放課後になるのを待って、俺は乃の木ぎ坂ざか邸ていに行くことを決めた。

　文もん句くあるか。







　そういえばあの事件以来、俺の周しゆう囲いで変化したことがもう一つあった。

「またありやがる……」

　下げ駄た箱ばこを開くと同時に、中からドサドサと落ちてくる手紙の山。軽く見積もって全部で五十通はある。もちろんこれらはラブレターなんて夢あふれる代しろ物ものじゃなくて、ほとんどが不幸の手紙や嫌いやがらせの手紙、それらに類るいするモノである。

「やれやれ……」

　全部拾い集めて焼しよう却きやく炉ろへと持っていく。心情的にはそのまま放ほう置ちしておきたいが、怪かい文ぶん書しよのほとんどに俺の名前が書いてあるため始し末まつしないと責任が全て俺にかぶさってくるのである。ったく……出したヤツらもそこまで計算してるんなら大したもんだ。その細やかな心こころ遣づかいをもうちょっと違ちがった方向に活いかせばこの世せ知ち辛がらい世の中ももう少しは住みやすくなるだろうに。

　などと嘆なげきつつ、道すがらいくつか怪文書の中身を見てみる。

　そこには、「春香ちゃんに近づく害虫め！　怪あやしい本を春香ちゃんに拾わせてんじゃねえよ、ファック！」とか「あんたみたいなサルには春香様は似につかわしくないのよ。身の程ほどを知りなさい、オタク野郎！」「春香様のフィギュアとか造ってんじゃねえだろな、この変へん態たいが！」とか、実に頭の悪そうな煽あおり文句が書かれていた。

　心の底そこからため息いきを吐つく。

　このテの嫌いやがらせの手紙は前々からもあった。春香と馴なれ馴なれしくするなだの春香の半径五メートル内に近づくなだの春はる香かと同じ空気の中に存そん在ざいするなだの、そんな内容のやつである。それも信のぶ長ながが好意でやってくれた情報操そう作さのおかげで一時期はだいぶ少なくなってきたように思えたんだが、先日の一件以来また大量に届とどくようになり始めている。しかも今までとは多少毛色の違ちがうやつが。

「はあ……ったく」

　どうも学園では、『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』にべったりとくっ付いているクソヤロウ（俺）＝怪あやしいフィギュアを愛めでるアキバ系、という公式が確立しようとしているらしい。原げん因いんは探さぐるまでもなく先日のアレだろうが、今回ばかりは信長に情報操作をしてもらうわけにもいかない。あのカタログの持ち主が俺でないということになれば、必ひつ然ぜん的てきに春香の方に嫌けん疑ぎがいくからな。それに信長も信長で、「わー、裕ゆう人ともとうとうこっちの道に覚かく醒せいしてくれたんだねー。わーい」などと素す直なおに喜んでいたから、頼たのんでもやってくれんかもしれん。

「にしてもどいつもこいつも……アキバ系がそんなにキライなのかね」

　あるいは単に俺のことがキライなだけかもしれんが。

　いや冷れい静せいに考えてみるとむしろそっちの方が可か能のう性せいとしては大きいか。実じつ際さい、アキバ系のマスターとして認にん知ちされている信長に今までこういった嫌いやがらせがあったと聞いたことはない。それどころかあいつは、そのフレンドリーかつユニークなキャラクターから、ある意味学園のマスコット的存在として、周しゆう囲いの人間には意い外がいなほどに好かれているのである（見た目は美少年だし）。

　これらのことから結論すると、

「……つまり、キラわれてるのは俺個人ってことか？」

　ちょっと鬱うつになった。うう、俺が何をしたっていうんだよ……

　まあしかし、なるようにしかならないだろ。

　人のウワサも七十五日。そのうちみんな俺のことなんて忘わすれてくれるに違いない。そう思うことにする。物事を深く考えないことは俺の短所でもあり長所でもあるのだ。

　怪かい文ぶん書しよをまとめて焼しよう却きやく炉ろに投げ入れる。

　んなことより今は春香の方が心しん配ぱいだった。怪文書の始し末まつも無ぶ事じに終わったことだし、さっさと乃の木ぎ坂ざか邸ていへと向かうとしよう。

　校門へと足を向けようとした俺の前に、

「やあ、綾あや瀬せくん。今日もゴミ捨て大たい変へんだね」

　茶ちや髪ぱつロンゲでホスト風の長身の男が、イヤミったらしい笑えみを浮うかべて立たち塞ふさがった。

　……だれだ、こいつ。

　初めて見る顔だが、少なくとも好こう感かんの持てる雰ふん囲い気きではなかった。理由などない。だが一般女性のほとんどが無む条じよう件けんでゴキブリを嫌きらうように、俺は本ほん能のう的てきにこいつを好きになれないと感じていた。

「ああ、自己紹しよう介かいが遅おくれたね。僕は三年の佐さ々さ岡おか。佐々岡修しゆう斗と」

　にやにや笑いを貼はり付つかせたまま、芝しば居いがかった仕し草ぐさで男が頭を下げる。

　その名前には聞きき覚おぼえがあった。

　確かバスケ部の主しゆ将しようで、春はる香かにフられた過去もあるイケメン（ただしプチ整せい形けい）。その性格と女おんな癖ぐせの悪さで学園内では有名な最上級生である。出で来きれば関かかわり合あいになりたくない人物ナンバーワンだった。

「……で、その佐々岡先輩が俺に何の用ですか？」

　どうせロクな用事ではあるまいと予よ想そうしつつも訊きいてみる。

「いやなに、春香ちゃんに寄き生せい虫ちゆうのごとく張はり付ついている無ぶ粋すいなオタクヤロウのツラってやつを、一度は直じかに拝おがんでおこうと思ってね」

「……それはおヒマなことで」

　予よ想そうはバッチリ当たってくれやがった。

　はあ。試験のヤマとかは全くもって当たらないクセに、どうしてこういうろくでもないことだけは当たるんだろうね。自らの不運を嘆なげきつつ、俺は佐々岡の方に向き直った。

「……だったら、十分に見ることが出来てもう満足したでしょう。そこ、どいてくれますか？　俺はこれから用事があるんで、アンタに構かまってるヒマはないんですよ」

　押おしのけるようにして佐々岡の横を通り過ぎようとする。だけど佐々岡の野郎はニヤニヤと癇しやくに障さわる笑みを浮うかべて、再さい度ど俺の前に立たち塞ふさがりやがった。

「……何ですか？」

「まあ待てよ。キミに一言だけ言っておきたいことがあってね」

「……手短に」

　三秒以内にすませろ。

「何、簡かん単たんだ。……キミ、春香ちゃんにまとわりつくのやめろよ。目め障ざわりだからさ。春香ちゃんだって、怪あやしい美少女フィギュアを眺ながめて悦えつに入っているキミみたいな人種に近づかれたくないと思っているに違ちがいないからね。はっきり言って、春香ちゃんがカワイソウだ」

　……フィギュアを眺めて喜んでるのは実は春香の方なんだけどな。まあ何であれ、こんなヤツの言うことを聞く気なんてこれっぽっちもありゃしない。

「用件はそれだけですか？　んじゃ俺はこれで」

「ま、待ちたまえ！」

「何ですか？」

　しつこいな。

「何だじゃない！　今の僕の話は聞いてたんだろ？　だったらここで誓ちかえよ。もう二度と春香ちゃんには近づかないってさ」

「お断ことわりします」

「うん、分かればいい……って、断ことわる!?」

「ええ。別に俺にはアンタの言うことを聞かなくちゃいけない義ぎ理りはありませんので」

　当たり前だ。

「……っ」

　その返事が気に食わなかったのか、佐さ々さ岡おかはあと一歩のところで皇帝暗あん殺さつに失敗した宰さい相しようみたいな気き難むずかしい顔になり、

「ふ、ふん、まあいいさ。キミなんて、放ほうっておいてもそのウチ、春はる香かちゃんの方から捨てられるよ。何せオタクヤロウだしね」

　と、鼻で笑った。

　もういいからそこどけ。







　佐々岡の野郎を振ふり切きって校門までやって来ると、

「おに～さん！」

　美み夏かがいた。

　何やら腰こしのところに両手を当てて、仁に王おう立だちでこっちを睨にらみつけている。うわ、何か髪かみの毛が逆さか立だってないか？

「おに～さん、お姉ちゃんに何したの!?」

　いきなりそれだった。

「……原げん因いんをハナから俺に求めるのはどうかと思うぞ」

　だが俺の抗こう議ぎを全く耳に入れず、

「だってお姉ちゃんがあんなに落ち込む理由なんて他に考えられないもん！　おに～さん、お姉ちゃんに、へ、ヘンなプレイとか強要したんじゃないのっ？」

　顔を真っ赤にして美夏が叫さけぶ。……お願いだから下校途と中ちゆうの生徒が大おお勢ぜいいるこんなところで『ヘンなプレイ』とか大声で言うのはやめてください。

「ナ、ナースとか、バニーとか、裸はだかエプロンとか……」

　さらに超具体的な内容を付け加える美夏。

　案あんの定じよう、周しゆう囲いからすげえ蔑さげすんだ視し線せんが俺に突つき刺ささった。完全に変へん質しつ者しやを見る視線だった。……もういいけどな、どうでも。

「あのな、だから俺のせいじゃないんだって」

　説明するが、美夏からは疑ぎ惑わくの視線が返ってくる。

「ウソ！　じゃあ何でお姉ちゃん、あんなになってるの!?　三日前に学園から帰ってくるなり部へ屋やにこもりっきりで全然出て来なくて、ゴハンもロクに食べてないんだよ！　ときどき部屋から聴きこえてくるピアノも『葬そう送そう行進曲』とか『悲ひ愴そう』とか『死の舞ぶ踏とう』とかで……」

　それはかなり怖こわいな。

「それに夜には泣なき声ごえとかも聞こえて……あれじゃまるで中学のあの頃ころみたいな──」

　そこまで言って、美み夏かははっとした表情になった。

「……もしかして、お姉ちゃんの秘ひ密みつ、バレたの？」

　すがるような瞳ひとみで俺を見上げる。

「いや未み遂すい。危あぶないところだったけどな」

「それじゃ何で……」

「あー、でも春はる香かはバレたと勘かん違ちがいしてるかもしれん。ていうか、やっぱ体調不良じゃなかったんだな」

「あ、うん……」

　美夏が控ひかえめにうなずく。

「いちおう本人は体調が悪いからって言ってる。でもあれは絶ぜつ対たいに違うの。お父さんとお母さんは特に気にも留とめてないけど……あれはあの時と同じだもん。葉は月づきさんもすごく心しん配ぱいしてる」

「あの時と言うと……？」

「あ、え、それは……」

　珍めずらしく美夏が口ごもる。言いにくい内容、なんだろうな。

「俺が聞いていいような話じゃないならムリにとは言わないが──」

「……そういうわけじゃないんだけど」

「でも、もし出で来きるものなら聞きたい。その話、たぶん春香の今の状じよう態たいと関係あるんだろ？」

「……」

　美夏は少し考え込むようにうつむいて、

「……そうだね。うん、おに～さんは知っておくべきなのかもしれない」

　それから何かを振ふり切きったかのように顔を上げた。

「分かった、話す。おに～さんにだったら話してもだいじょぶだと思うから。あのね、お姉ちゃんは──」







　　　　３




　そして俺は再ふたたびあの乃の木ぎ坂ざか邸ていへとやって来ていた。

　相変わらず凱がい旋せん門もん並なみに巨大な門を抜ぬけ、森林公園以上の広さの庭を越え、どこぞのダンジョンのように複雑な構こう造ぞうの屋や敷しきを歩き──

　合計二十分ほどかけて、ようやく春香の部へ屋やの前に到とう着ちやくする。

「春はる香か様、裕ゆう人と様がお見み舞まいにいらっしゃいました」

　葉は月づきさんがドアをノックすると、中で少し物音がした。

「お姉ちゃん、おに～さんがお土産みやげに銀ぎん果か堂どうのケーキを買ってきてくれたの。お姉ちゃんもいっしょに食べようよ～」

　ガタリバタバタ、と中から何やら動どう揺ようしたような音が聞こえた。

　ちなみに俺が今右手に持っているケーキ（一日限げん定てい十個販はん売ばい）は春香の大だい好こう物ぶつらしく、三日に一度は必かならず食べているとかいないとか。それでもあのスリムな体型を維い持じしているんだからスゴイ。

「……出ていらっしゃいませんね」

　さっきの物音以来、反はん応のうがない。

　美み夏かが腕うでを組んで首をひねる。

「う～ん、おに～さんとケーキのダブルコンボでだいぶ動揺してるみたいだから、もうちょっとって感じなんだけどな～。とりあえず、ここでお茶しよっか？　葉月さん、用意してくれる？」

「はい」

　どこから持ってきたのか、葉月さんは折おり畳たたみ式の簡かん易いテーブルを手早く組み立て、その上にテーブルシートを敷しく。さらにどこからか四人分のイスを取り出し、ティーポットとカップを並ならべ始はじめ…………………………………………

　……………………………って、ちょっと待て。こんな大おお荷に物もつどこに持ってた？　確かさっきまでこの人、手ぶらじゃなかったか？

「それは企き業ぎよう秘ひ密みつです」

　尋たずねると、涼すずしい顔してメイドさんはそう答えた。企業秘密ってあんた。実はそのメイド服のポケットが四次元に繫つながっているとかそういうんじゃないだろうな？

「企業秘密です」

「いや……」

「企業秘密です」

「だから……」

「企業秘密です」

「……分かりましたよ」

　もうそういうことにしておこう。諦あきらめて、俺は大人しく（出所不明の）イスに腰こし掛かけた。

　メイドさんが、ポットに手をかけて俺たちを見回す。

「ヌワラエリアでよろしいでしょうか？」

「何でもいいよ。わたしはお姉ちゃんみたく紅茶マニアじゃないから」

「……右に同じく」

　というか言われるまでそれが茶葉の名前だってことすら分からんかったし。

　そんな感じで、いつの間まにか春はる香かの部へ屋やの真ん前（廊ろう下かである）でお茶会が始まった。

「わ～、おいしそ～♪」

「ザッハ・トルテですね。切り分けましょうか？」

「うん、お願い～」

　鮮あざやかな手付きで葉は月づきさんがケーキにナイフを入れていく。チョコレートの甘い香かおりが辺あたりにふわりと広がる。春香のお気に入りだけあって、ほんとにうまそうだ。

　と、その時、背はい後ごでカタリ、と小さな音がした。

「ん？」

「！」

　振ふり返かえると、そこにはドアの隙すき間まからこっそりとこっちを覗のぞいている春香の姿すがたがあった。俺の視し線せんに気付くと、ぱたぱたと慌あわててドアを閉じる。……もしかしてケーキにつられて顔を出したのか？

（よしよし、惹ひかれてる惹かれてる）

　小声で美み夏かがそう囁ささやく。……やっぱそうなのか？

（よろしければ、フルーツコンポートもお持ちしましょうか？）

（あ、いいかも。お姉ちゃん、大だい好こう物ぶつだし）

（では……）

　葉月さんが廊ろう下かを滑すべるように去っていき、

（お待たせしました）

　果物くだものを煮に込こんだようなモノが載のったトレイを持ってあっという間まに戻もどってきた。何やら独特の匂においがする。

（これはフルーツコンポート。季節の果物をシロップで煮にて、ラム酒を加えたものです）

　葉月さんがそう解かい説せつしてくれた。なるほど、ラム酒か。

　カチャ。

　と、再ふたたびドアが開く音がした。匂いに惹かれてまた春香が顔を出したみたいだった。だが俺たちの視線に気付くと、用心深いリスのようにすぐに顔を引っ込めてしまう。まあそんな小動物みたいな仕し草ぐさもかわいかったりはするんだが。

（ん～、あと一ひと押おしだと思うんだけど）

（それでは今度はジンジャービスケットを持ってきますか？）

（うん、お願い）

　とまあ、そんな天あまの岩いわ戸とまがいのことを何度か繰くり返かえしたのだが、それでもあと少しのところで春香は出て来てくれなかった。

「もう～……粘ねばるなあ、お姉ちゃん」

　とうとうシビレを切らしたのか美み夏かは、

「よ～し、こうなったら……」

　すう、と息いきを吸い込んで、

「ほら～、出て来ないんだったら、ケーキもおに～さんもわたしが貰もらっちゃうよ～。ねっ、おに～さん」

「う、うわっ！　おい」

　大声でそう叫さけんで、がばっとネコのように俺に抱だきついてきた。おお、柔やわらかい。

「おに～さん、ごろごろ～」

「こ、こら」

　ほ、ほっぺたを擦すりつけるな！

「もうお姉ちゃんなんか放ほうっておいてわたしとデートしようよ～、デート。二人だけでさ～、アキハバラとかいいよね～」

「だ、だから待てって」

「うにゃ～」

　じゃれついてくる美夏を何とか振ふりほどこうとしていると、突とつ然ぜんドアの向こうからドタン！　とすごい音がした。

「だ、だめですっ！」

　続いて勢いきおいよくドアが開かれ、中から必ひつ死しな顔をした春はる香かが両腕うでをぶんぶんと振ふり回まわしながら出て来た。

「ゆ、裕ゆう人とさんはだめですっ！　他のことならともかく、裕人さんだけは譲ゆずれません！　ゆ、裕人さんは、アキハバラには私とだけ行くんですっ！」

「……」

「……」

「……わお」

　沈ちん黙もくする俺と葉は月づきさんと、なぜか楽しそうな声をあげる美夏。

　そこに至いたって自分の言ったことのイミにようやく気付いたのか、春香の顔が酸さん性せい反はん応のうを起こしたリトマス紙みたいにかーっと真っ赤になった。
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「わ、私、何言って……す、すみませんっ！」

　ばたん、と再ふたたびドアが閉じられてしまった。続いてかちゃん、とカギ及びストッパー（チェーンが進化したようなモノ。高級ホテルなんかによく付いている）のかかる音。

「う～ん、逆ぎやく効こう果かだったかな……」

「いえ、作戦としては良かったと思うのですが……」

「そうだよね～。う～ん、おに～さんの色男♪」

「……スケコマシ」

　二人（特に後こう者しやのメイドさん）が好き勝手なことを言う。

　ともあれこれで振ふり出だしに戻もどってしまった。いやむしろストッパーまでかけられたので三歩進んで四歩戻るといった感じか。

「……こうなったらもう、強行突とつ破ぱをせざるを得ません。ここ三日、まともに食事を摂とっていらっしゃらないので、春はる香か様のお身体が心しん配ぱいです」

　メイドさんが一歩前に出る。

「それはそうですけど、でも強行突破ったってどうやって？」

　チェーンと違ちがって、ストッパーはペンチなどで簡かん単たんに切ったり出で来きない。

「これを使用します」

　と、メイドさんの手に（これまたいつの間にか）握にぎられていたのは某ぼうホッケーマスクを被かぶった殺さつ人じん鬼きも真っ青の巨大なチェーンソー。だからんなもんどこから持ってきたんだよ……

「危あぶないですので、お二人は下がっていてください」

　チェーンソーが、チュインチュインチュイン！　と危き険けんな音を発し始めた。……本気でこれを使う気か、この人。

「それでは──」

「待ってください。ここは俺が行きます」

　ドアの前でチェーンソーを大だい上じよう段だんに構かまえようとした葉は月づきさん（使い方絶ぜつ対たい間ま違ちがってる）を制する。

　とりあえずあの件はちゃんとカタが付いたことだけでも教えておかなければなるまい。美み夏かから聞いた話からして、春はる香かが落ち込んでるのは趣しゆ味みがバレたと思っているからだ。ならば誤ご解かいを解とけばこの状じよう況きようも変わるに違ちがいない。おそらく。

「しかし……」

「任まかせてください」

　少なくともそんなチェーンソーを使うよりはマシなはずだ。

「……分かりました。お任せします」

「がんばってね、おに～さん」

　美夏と葉は月づきさん二人の視し線せんを背せ中なかに受けながら、部へ屋やのドアを軽く叩たたく。

「春香、ここ開けてくれ。この前のことで話がある」

「……」

　無む言ごん。

「あー、きっと春香にとっても悪い話じゃないはずだ。それにほら、春香の好きなケーキもあるぞ」

「……」

　まだ無言。

「というか、開けてくれないと葉月さんがチェーンソーを振ふり回まわして暴あばれるって言ってるんだが」

「……そこまでするとは言っておりません」

　背はい後ごからメイドさんの冷れい静せいな突っ込みが入る。いやあなたならやりそうです。

「で、そういうわけなんだが、開けてくれないか？」

　改めて尋たずねると、少し迷まようような気け配はいがドアの向こうから感じられたがやがて、

「……分かりました。入ってください」

　か細い声で、そんな返事が戻もどってきた。







　春香はヒザを抱かかえるようにしてベッド（天てん蓋がい付つき）の上にちょこんと座すわっていた。

　その傍かたわらにはクマのヌイグルミと、雑誌のようなものが置かれている。

　俺の姿すがたを確認すると、春香は頰ほおを薄うつすらと朱しゆに染そめて目を伏ふせた。

「……あの、さっきはすみませんでした。そ、そのおかしなことを言ってしまって……」

「あー、俺は気にしてないから」

　そのことに関しては今はあんま突っ込まない方が吉だろう。いや突っ込んではみたいんだけど。

「それより三日も学園休んで……心しん配ぱいしたぞ」

「……すみません」

「いや別に責せめてるわけじゃなくてな……」

　叱しかられた仔こ犬いぬみたいにしょんぼりとしてしまった春はる香かを見ていると、何だかまるで自分がいじめをしているようなやるせない気分になってくる。

「とりあえず、大だい丈じよう夫ぶだから」

「え？」

「春香の趣しゆ味み、バレてないから。あの後あと何とかフォローが上う手まくいった」

「そ、そうなんですか？」

　春香がぱっと顔を上げた。

「ああ、だから春香は何も心配することない」

「あ、ありがとうございます。でも、あの状じよう況きようでどうやってフォローなんて……」

　確かにあれはかなり絶ぜつ望ぼう的てきな状況だったからな……

　俺があの時にやったこと（大だい根こん役やく者しや）を簡かん単たんに説明すると、春香の顔色が変わった。

「え、それじゃあ……裕ゆう人とさんがカタログの持ち主だと思われているのですか？」

「まあそういうことに」

「そ、そんな……」

　春香の表情が変わった。

「ん？　何かマズイか？」

　特に問題はないと思うんだが。

「だ、だって、裕人さんがヘンな目で見られてしまいます……」

　なるほど、そのことか。確かにアレが原げん因いんで現在色々と弊へい害がい（怪かい文ぶん書しよとか佐さ々さ岡おかとか）が生じているが、別にそれくらいは昨さつ今こんの世界情じよう勢せいに比べれば全然大したことじゃない。てか春香の悲しむ顔を見るくらいなら、むしろ自分がイヤな目に遭あった方がまだマシだって思えるんだよな。……不ふ思し議ぎだ。今までこんな感情をだれかに持ったことなんてなかったってのに。

「それは別に気にしなくていい。春香が元気になれば、それで俺は満足だ」

　だから俺はそう言ったのだが。

「そ、そんな、そんなこと……」

　しかし、春香はその答えに納なつ得とくがいかなかったみたいだった。

「裕人さんは分かってないです。それがどういうことなのか……周まわりとは違ちがう、変わった趣味を持っていることが露ろ見けんしてしまうことがどういうことなのか……」

　その瞳ひとみに、みるみるうちに大おお粒つぶの涙なみだが浮うかびはじめる。

「ダメです……そんなのはダメなんです……。ゆ、裕人さんには、私と同じような思いはさせたくありません」

「春はる香か？」

「……あんな、あんな思いはもう──」

　うつむいて肩かたを震ふるわせる春香。しばらくの間そうしていたが、やがて何かを決心したように顔を上げた。

「……裕ゆう人とさん。これから少しお話をしたいことがあります。聞いて……いただけますでしょうか？」

「ああ。いいけど何の──」

　言いかけて気付いた。こんな状じよう況きようで春香が言おうとしている話。そんなものはもう、一つしかないだろ。それはすなわち、さっき聞いた──

　その予よ想そうに違たがうことなく、春香は静かに口を開いた。

「──私の、中学生の頃ころのお話です」
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　春香の語った内容と美み夏かから聞いた話とを総合すると、以下のようになる。

　要するに、春香は今回やっちまったのとほとんど同じポカを、中学の時にもやっちまったとのことらしい。

　詳くわしくは分からんが、昼休みの教室でたまたま持ってきていたマンガ（『はにかみトライアングル』第一巻）を、床ゆかに落ちていた牛乳の空パックに滑すべって転ころんで宙ちゆうを舞まって、クラスメイトたちの真ん前で見み事ごとにぶちまけたとかなんとか。……なんかその時の情じよう景けいがありありと想そう像ぞう出で来きるってのが怖こわい。

　そして見事に趣しゆ味みがバレた。

　中学の時も、すでに今と同じように周しゆう囲いからは良い意味で特別視されていた春香が、そういった特とく殊しゆな趣味を持っていたことは、退たい屈くつな日常に飽あき飽あきしていた中学生たちには恰かつ好こうのネタであったようで、それ以来、春香を取り巻く状況は大きく変わってしまった。

　別にムシされたり、表立っていじめられたりするようなことはなかったらしい。

　ただ周囲の春香に対する態たい度ど、見る目は（悪い方向に）確実に変わり、それまで仲の良い友達だと思っていたやつらも、選挙に落選した国会議員の取り巻きのように、次し第だいに春香と距きよ離りを置くようになっていったとのことだった。

　美夏が言うには、その時の春香の落ち込みようは見るに耐たえなかったらしい。

「あの頃ころのお姉ちゃん、すっごく痛いた々いたしかった。見てられなかった。それまでは明るくてよく喋しやべるお姉ちゃんだったのに、だんだんと塞ふさぎ込こみがちになって、あんまり笑わなくなって……夜とかには時々一人で泣ないてた」

　美夏も葉は月づきさんも何とかその状況を打だ開かいすべく色々とがんばったみたいだが、学校という閉へい鎖さ社会から見れば二人はあくまでも部ぶ外がい者しやである。それらはことごとく失敗に終わったらしい。

　結けつ局きよく一度変わってしまった周まわりの態たい度どは卒業するまで変わることなく、春はる香かはそのまま塞ふさぎ込こみがちなままで中学生活を終えた。

「ほんとならお姉ちゃん、そのまま付ふ属ぞくの聖せい女じよ──聖せい樹じゆ館かん女学院に上がる予定だったんだけど……そういう事じ情じようがあったから、それをやめて白はく城じよう学園に通うことにしたの。白城なら聖女からは離はなれてたし、お姉ちゃんの趣しゆ味みのことを知ってる人もいなかったから」

　聖樹館女学院とは、幼小中高大の十九年間一いつ貫かん教育のエスカレーター式で、純じゆん粋すい培ばい養ようの超お嬢じよう様学校（生徒の八割は語ご尾びに「～ですわ」を付けるとか、石を投げれば社長令れい嬢じように当たるとか、学食にフランス料理のフルコースがあるとか噂うわさされている）としてこの辺あたりでは有名な名門校である。まあ考えてみれば、確かに春香ほどのお嬢様が白城みたいな上の下レベルの進学校に通ってるってのは少しばかり不自然だったが、だけどそういう事情があったのならそれも納なつ得とく出で来きる。

「お姉ちゃんが、趣味がバレることをあんなに怖こわがってるのはそのせい。その時のヤな思い出が、一種のトラウマみたいになってるんだと思う。……おに～さん。だからわたしはおに～さんに期き待たいしてるの。だってお姉ちゃんの趣味を知って、それでも変わらずに接してくれてるのって、おに～さんだけだから」
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　話を終える頃ころには、春香の頰ほおには涙なみだが伝つたっていた。

「……だ、だから、ダメなんです。あのカタログの持ち主が裕ゆう人とさんだなんて思われたら、こ、今度は裕人さんが周りからヘンな目で見られて、みんな離れていってしまいます」

　思い出したくない昔の話をするのは相そう当とうに辛つらかったんだろうな。ノドの奥おくからしぼり出すようにして春香は言葉を紡つむぐ。

「私、わ、私は……裕人さんに、そんなことになってほしく、ないです……」

「いやそれは」

　春香の言うことは分かるが、必かならずしも全員が全員そうってわけじゃないだろ。確かに純粋培養の聖女のお嬢様たちの目には、アキバ系なんてものはこの世のものとは思えないほど異い質しつに映ってもおかしくないかもしれんけど……普ふ通つうに考えれば十人に一人くらいは、肯こう定ていしてくれるやつもいるんじゃないか？

　俺の言こと葉ばに、しかし春香は首を振ふる。

「そ、それはそうかもしれないです。で、でも私のせいで、裕人さんが、そんなことになる必ひつ要ようはないです。もともとは私がいけないんですから……わ、私だけがヘンな目で見られればそれで──」

「そういうこと、言うな」

「だ、だって……」

　春はる香かの目を見み据すえる。

「だいたいそんなことくらいで離はなれていく友達なんて、ほんとの友達じゃない。そういうやつらとは、そのことがなかったとしてもいつか何らかの理由で絶ぜつ対たいにうまくいかなくなるに決まってる。離れていってよかったとまでは言わんが……そこまで気にしても仕し方かたがないだろ？」

　少なくとも俺はそう思っている。

　そいつがアキバ系であるというだけで、その他の性格などの要よう素そを無む視しして、付き合い方や態たい度どを露ろ骨こつに変えるやつなんて、友達でいても仕し方かたがない。

「で、でも……」

　胸むねの前で手をぎゅっと握にぎり締しめる春香。

「でも……一人になってしまうのは辛つらいことです。私はそれに耐たえられませんでした。今だって、耐えられる自信はありません。ひとりぼっちは……イヤです。みんな、イヤなはずです……」

　そして辛そうに目を伏ふせた。

　うーむ、かなり後ろ向きになってるな。話を聞く限りじゃムリもないことかもしれんが、いいかげんにそんな過去から春香を解かい放ほうしてやりたい。

「なあ」

　だから俺は言った。

「一人、じゃないだろ」

「え？」

　春香が顔を上げる。

「春香は、俺が変わった趣しゆ味みを持ってるからって、俺から離れていくか？」

「そ、そんなことはありません。私は裕ゆう人とさんのことが好きです。それくらいのことで、離れていったりはしません」

　まあ、その『好き』に深い意味は含ふくまれていないと考えておこう。

「だろ？　だったら少なくとも俺には春香がいる。一人じゃない」

「それは、でも……」

　戸と惑まどう春香に、俺はさらに続ける。というかむしろこっちこそが真に春香に言いたい言こと葉ばだ。

「それに……俺だって同じだ。たとえ世界中のやつらが春香のことをヘンな目で見たって、俺だけは春香の味み方かただ。いつだって、だれが相手だって、その結果俺がどんな目に遭あったって、フォローしてやる。それだけは約やく束そくするぞ」

「え、ええっ……!?」

　断だん言げんしてもいい。

　もしも春はる香かがもう一度この前みたいなことを、いやそれ以上のこと（……いつか本当にやりそうな気がするが）をやらかしてしまっても、やっぱり俺はフォローするだろう。その結けつ果か、周まわりからヘンな目で見られようが、良くないウワサを立てられようが、おそらく後こう悔かいはしないと思う。

　何でかって？

　そりゃ春香の秘ひ密みつを知っているのが俺しかいないからだとか、春香の趣しゆ味みを肯こう定ていしたことへの責任があるからだとか、美み夏かに真しん剣けんな顔をして頼たのまれたからだとか、色々と理り屈くつはつけられる。

　けど、俺が春香の味み方かたになると決めた一番の理由は、もっと単たん純じゆんで、もっと根本的なものだ。

　要ようするに。

　俺は気に入ってしまったのだ。この一いつ見けんすると完全無む欠けつのようで、実のところはドジで泣なき虫で天てん然ねんで、どこか放ほうっておけない雰ふん囲い気きを持った、ちょっとばかり変わったお嬢じよう様を。

「だから、春香が一人になることもない。どんなことがあっても、俺は絶ぜつ対たいに春香から離はなれていかない」

　……って、自分で言っておいて何だが、これってもしかしてかなり恥はずかしい台詞せりふなんじゃないのか？　それこそ花火会場で「お前の瞳ひとみに映うつる花火を見ていたい……」とか言うくらいに。

「ゆ、裕ゆう人とさん……」

　でも春香は感かん極きわまった表情で、再ふたたびその大きな瞳ひとみいっぱいに涙なみだをためていた。

「わ、私……きっとだれかにそう言ってもらいたかったのかもしれないです。私は一人じゃないって、どんなことがあっても傍そばにいてくれるだれかがいるって、ずっとそう言ってもらいたかったんです」

　ガマンしきれなかったのか、春香の目から再びぽろぽろと雫しずくがこぼれた。ポケットからハンカチを出してそれを拭ぬぐおうとして、やっぱり今日もハンカチなんて上品なものは持ってきていなかったことに気付く。我ながら甲か斐い性しようナシなことこの上ない。

　ちょっと迷まよったが、俺は指で春香の涙を拭ぬぐった。柔やわらかくてすべすべとした肌はだ。最初は驚おどろいたような表情をしていた春香だったけど、すぐにされるがままになった。

「あの、一つだけお願いして、いいでしょうか？」

「ああ」

「少しの間だけ、胸むねを貸してほしいです」

「お安い御ご用ようだ」

「はい」

　春香はこくりとうなずくと、俺の胸に顔をうずめて静かに泣ないた。それがどういう意味での涙なみだだったのか分からなかったけど、その間、俺はそっと春はる香かの身体を抱だきしめていた。

　やがて春香は泣なきやみ、顔を上げた。そしてウサギみたいに真っ赤な目のままで、照てれくさそうにこう言った。

「……ずっと、傍そばにいてくださいね」

　返事の代わりに、俺はもう一度春香の身体を抱きしめた。さっきは気付かなかったが、春香の長い髪かみからはとても心落ち着く柔やわらかい香かおりがする。そんな春香の髪を撫なでようとして──

「……とても良い雰ふん囲い気きの中、申もうし訳わけありませんが」

「うわあっ！」「きゃっ!?」

　気が付くと、また背はい後ごにメイドさんが立っていた。

　磁じ石しやくの同極のように、俺たちはぱっとお互たがいの身体から離はなれた。

「……ですから、私の顔はそんなに驚おどろかれるような造ぞう作さくをしておりますでしょうか？」

　かなり心しん外がいそうな顔でメイドさんが答える。だからそうじゃなくていつの間まに部へ屋やに入ってきたんだ？　確かにカギは開いてたが、ドアを開く音とか足音とか気け配はいとかが全くもってなかったぞ？

「二人の世界に入ってたから、気付かなかったんじゃないの～？」

　これまたいつの間まにいたのか、葉は月づきさんの後ろで美み夏かが笑っていた。この二人、絶ぜつ対たいおかしいよ……

「どうやら悩なやみ事ごとも解決したご様よう子すですので、どうかお食事をお摂とりください。三日も食べていないのですから、ご空くう腹ふくのはずです」

「あ、そういえば……」

　思い出したかのように、春香のお腹がく～とかわいらしい音を立てた。

「……」

　春香が真っ赤な顔になる。

　そんな春香を見ながら俺は、お嬢じよう様は腹の鳴なる音も上品なんだな……と実にどうでもいい感想を抱いだいたのだった。
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　さてそれから一週間が過ぎた。

「あ、裕ゆう人とさん」

　朝の通学路。いつもの道を少し行ったところでたまたま春香と会った。

「お、春香。おはよう」

「おはようございます。いい朝ですね」

「ああ。まだちょっと眠ねむいが」

「あ、ほんと。眠そうな顔してます。寝ね不ぶ足そくのパンダみたい」

　ころころと笑う春はる香かと、そのまま二人並ならんで学園へと向かう。周しゆう囲いにはやはり同じ白はく城じようの制服を着た生徒が何人か歩いている。どうでもいいが、ここのところ何だか行きがけに春香と会うことが多いように思えるんだよな。気のせいだろうか？

「明後日で授業も終わりですね。そうしたらいよいよ夏休みです」

　明るく微ほほ笑えむ春香。

　あの日以来、春香はいつもの春香（にこにこぽわぽわの天てん然ねんお嬢じよう様）に戻もどり、元気に学園に通っている。その表情に、つい一週間前に見えた憂うれいはない。

「夏休み、とっても楽しみです。あ、そういえばこの間の約やく束そく……覚おぼえてくれていますか？」

「もちろん」

「えと、日程はおそらく八月の中なか頃ごろになると思いますので──」

　ともあれ、コトは全て良い方向に向かっているように思えた。

　今回の事件（春香の秘ひ密みつ露ろ見けん未み遂すい）をきっかけに、春香は過去のわだかまりのかなりの部分──さすがに全部とはいかないだろうが──を解かい消しようすることが出で来きたようだし、俺は俺で春香との距きよ離りをちょっとばかり縮ちぢめることが出来た。災わざわい転てんじて福となすとはまさにこのことである。

　もっともこの状じよう況きようにおいてもまだ一つだけ、懸けん案あん事じ項こうというかメンドクサイことが残っているのだが──

「おはよう、春香ちゃん」

　と、歩いていた俺たちの前に突とつ然ぜん長身の影かげが立たち塞ふさがった。

「春香ちゃん、いつまでもそんなオタクヤロウといっしょにいるのやめなよ。そんなの春香ちゃんの価か値ちを下げるだけだって」

　佐さ々さ岡おかだった。

「そいつは怪あやしげなフィギュアとか眺ながめて喜んでる変へん態たいなんだよ？　背も高くないし顔だって大したことない。頭がいいわけでもないし、運動神経がいいわけでもない。さらに怪しげなフィギュアとかを眺めて喜んでる変態ときてる。春香ちゃんだって、例のウワサを聞いてないわけじゃないでしょ？」

　相変わらずのにやにや笑いを貼はり付つけたまま、俺をじろりと睨にらむ。

　そう。

　懸案事項とはまさにこれのことだったりする。

　俺についてのウワサ（とそれを攻こう撃げき材料にしつこく絡からんでくる佐々岡）。

　これがいまだに──それこそ殺やっても殺っても湧わいて出て来る真夏の蚊かのように──しぶとく生き残っていたりするのである。まあさすがに十日も続けばいいかげんそんな状じよう態たい（ウワサ蔓まん延えん）にも慣なれてきたとはいえ、それでも面めんと向かって変へん態たいだの何だのと言われるのはあんまり気分がいいもんじゃない。というかむしろかなり悪い。

　思わず渋じゆう面めんになった俺を無む視しして、佐さ々さ岡おかはさらに続ける。

「もう終わってるっていうの？　学園にまでいかがわしいカタログとかも持ってくるしさ。救すくいようがないよ。ていうかキショイ？」

　もう言いたい放ほう題だいだな、こいつ。

「どこを探さがしてもいいとこなんて何にもないじゃん。何で春はる香かちゃんがこんなやつと仲良くしてるのか僕には分からないよ。あ、もしかして春香ちゃん、そいつに何か弱みでも握にぎられてるとか？　それならそう言ってくれれば僕が何とかするよ。これでも僕は少しよう林りん寺じ拳けん法ぽう二級で──」

「……やめてください」

　佐々岡の言葉は最後まで続かなかった。

「裕ゆう人とさんはとっても素す敵てきな人です。優しいし、周まわりの人に心を配くばることが出で来きる素す晴ばらしい人です。私はそんな裕人さんを素敵だと思っていますし、そのことをあなたに否ひ定ていされるのはとっても心しん外がいです。だから、やめてください」

「は、春香ちゃん？」

　いつにない春香の様よう子すに佐々岡がひるんだ。辺あたりを歩いていた生徒たちの何人かも、何事かと足を止める。もしかして春香……怒おこってる？

「お話がそれだけでしたらこれで失礼します。……行きましょう、裕人さん」

「あ、ああ」

　春香に手を引かれその場から立ち去ろうとして。

「ちょ、ちょっと待てよ！　それ一体どういう意味!?　こいつみたいなオタクヤロウの何がいいってんだ？　僕にも分かるように説明しろよ！　おい、春香ちゃん！」

　佐々岡が背はい後ごから強ごう引いんに春香の手を摑つかんだ。うーむ、このテの偏かたよった似え非せフェミニストはキレると厄やつ介かいだからな。ここらで釘くぎを刺さしておかないと後あと々あとメンドウだろう。

「おい、アンタいいかげんに──」

　俺はたまたま近くに落ちていた落葉清せい掃そう用ようのホウキ（市役所の人が忘わすれていったんだろう）を拾い上げ、佐々岡の頭をぶっ叩たたくべくそれを大きく振ふりかぶろうとして──




　佐々岡の身体が、眼がん前ぜんで宙ちゆうに浮うくのを見た。




「……え？」

　それは重力と物理法則に逆さからった、現実的にあり得えない浮き方。ほとんどタケトンボみたいな勢いきおいで、佐々岡の身体がぐんぐんと天高く舞まい上あがっていく。うわ、すげえ……。そしてそのまますさまじいキリモミ回転で宙を滑すべり、十メートルほど向こうにある街がい路ろ樹じゆに思いっきり激げき突とつして、ずり落おちるように地面に墜つい落らくした。遅おくれて「ぐえ」と死にかけたカエルみたいな声が聞こえた。

「……」

　そして佐さ々さ岡おかの身体の発はつ射しや地点……すなわち俺の隣となりには、何やら武ぶ道どうの型かたのようなポーズをした春はる香かの姿すがた。ふわりと舞まい上あがったスカートの下から一いつ瞬しゆんだけちらりと白いモノ（!?）が覗のぞく。い、今のはまさか……って、そんな助すけ平べオヤジみたいなこと考えてる場合じゃないな。

　辺あたりがシーンと静まり返っていた。

　道行く人々が、信じられないものを見るような目で、地面に情なさけなく転ころがっている佐々岡を見ている。

　えっと。

　いまいち信じられないんだが。

　もしかしてこれ……春香がやったのか？

　完全に理り解かいの範はん疇ちゆう外がいの出で来き事ごとに呆ほうけるばかりの俺と周しゆう囲いの生徒をよそに、春香は口から日射病のカニみたいにアワを吹いて生まれたてのアザラシみたいにピクピクと痙けい攣れんしている佐々岡（意い識しきだけはあるらしい）の下に歩み寄ると、にっこりと笑ってこう言った。

「裕ゆう人とさんの悪口、言わないでください」

「は、春香ちゃ……」
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「それに……あなたの言うそのいかがわしいカタログ、本当は私が持ってきたものなんです。だから言いたいことがあるのなら、私に言ってくださいね」

「……」

　春はる香かの背せ中なかに、炎ほのおをまとった龍りゆうが吼ほえているのが見えた。

　その笑え顔がおの裏うらに隠かくされた迫はく力りよくに、さすがの佐さ々さ岡おかもそれ以上は何も言えなかったみたいだ。まあ単にダメージがひどくて喋しやべれなかっただけかもしれんが。

「それでは裕ゆう人とさん、行きましょう。遅ち刻こくしてしまいます」

　振ふり返かえってそう微ほほ笑えむ春香は、いつもの天使のような表情に戻もどっていた。

　……そういえば今さらながらに思い出したが、春香ってどこかの古こ武ぶ術じゆつの師し範はん代だいの資し格かくを持ってるとか何とか。いやそれにしたって今の佐々岡の飛び方、明らかに異い常じようだったぞ……

「あの……裕人さん？」

　停てい止ししている俺の顔を、心しん配ぱいそうに春香が下から覗のぞき込こんでくる。

「……いや、何でもない」

　まあ、いいか。気にならないわけではないが（ていうかすげえ気になるが）、春香の屈くつ託たくのない無む邪じや気きな笑顔の前では、そんなことは小さなことだ。春香の悲しむ顔を見ることがなければ、俺はそれでいい。

　だけど地面を活いきの悪いゾンビのように這はいつくばっている佐々岡の姿すがたを見て、一つだけ固かたく心に誓ちかった。

　この先、何があろうと春香を本気で怒おこらせるようなことだけは絶ぜつ対たいするまい、と。







　そしてこの一件を境さかいに、あれだけうるさかった佐々岡はめっきりと静かになった。それどころか俺や春香を見ると、マングースに相あい対たいしたシマヘビのように目を逸そらしてそそくさと逃にげ出だす始し末まつである。気持ちは分からんでもないが。

　またそれと同時に、それまでさっぱり収おさまる気け配はいのなかった俺についての悪いウワサまでもが、キレイさっぱり跡あと形かたもなく完全消しよう滅めつしたりもした。理由については──考えるまでもないだろう。あの場には俺たちの他にたくさんのギャラリーもいたしな。……今さらながらに春香の影えい響きよう力りよくの強さというものを再さい確かく認にんさせられた思いである。

　何にせよこれでようやく、残った厄やつ介かい事ごとの全てが解決されたことになる。

　約二週間ぶりに戻ってきた日常。

　とはいえファンクラブ員からは相変わらず親の仇かたきのごとく睨にらまれてはいるし、「春香様から離はなれろ！　このブタが！」みたいな内容の怪かい文ぶん書しよもなお時とき折おり届とどいたりもするのだが、そのことについてはもう諦あきらめた。何だかんだ言って、俺が春香と仲良くしていることは事実であるわけだし。うーむ、せめて屋おく上じようで簀す巻まきにされかねないような、目立つことだけはしないように気を付けよう。

「裕ゆう人とさ～ん」

　──とは思うのだが。

「よろしかったらいっしょにお昼ご飯を食べませんか？」

　──正直、それも難むずかしいんじゃないかって気がする今日この頃ごろである。

　楽しそうな顔でこっちに向かって手をぱたぱたと振ふる春はる香か。

　ちなみに現在のシチュエーションは昼休みの教室である。最近、春香は以前に比べて学園でも積極的に俺に声をかけてくるようになった。それが俺に心を許ゆるしてくれたということならば嬉うれしいことこの上ないのだが、いかんせん物事には必かならず長所と短所の両面が存そん在ざいするのである。

　まあつまり。

　昼休みの教室には当然ながら周まわりに大おお勢ぜいのクラスメイトたちがいるわけであり、そんな中で『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』がそんな行動をとれば注目を買うのは必ひつ至しであり、

「綾あや瀬せ、お前ここ最近一段と春香様と仲がいいみたいじゃねえか」

「いっしょに昼メシねえ……けっ、調ちよう子しに乗ってんじゃねえぞ」

　さらにうちのクラス内にはファンクラブ員（しかもわりと武ぶ闘とう派は）が多数存在しているのである。

「とりあえず、屋おく上じようで簀す巻まきか？」

「いや、花か壇だんに埋うめてチューリップにしてやるのがいいだろ」

「プールで逆さかさ吊づりってのもあるな」

　……はたして俺は無ぶ事じに夏休みを迎えられるんだろうか。

　かなり不安だった。
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　夏休みの初日。

　俺は春はる香かの部へ屋やにいた。

「実は……裕ゆう人とさんに、お見せしたいものがあるんです」

　と言われてやって来たのだが、見せたいものって一体何だろう。……まさか、春香のメイド服姿すがたをご披ひ露ろうしてくれるとか!?　ここにはリアルメイド服（葉は月づきさん所しよ有ゆう）があるわけだし──。いやいくら何でもそりゃないか。でも前に着てみたいとか言ってたよな……

　などと我ながら春季発動期な考えに頭を悩なやませていると、

「お待たせしました」

　春香が、ティーポットを片手に戻もどってきた。

　当然、メイド服は着ていなかった。

「……ちっ」

「？　何が〝ちっ〟なんですか？」

「い、いやこっちのことで……」

「？」

　言えるわけがありません。

「よく分かりませんが……あ、セイロンブレンドのテ・フレスコでよろしかったでしょうか？」

「ああ」

　とりあえず、それが紅茶の名前なんだろうってことが分かるくらいには俺も成長している。

　オレンジの甘い香りのする紅茶を、春香がカップ（旧エドワード王朝のアンティーク。時じ価か六十万円）に注そそいでくれた。

「そういえば、今日は葉月さんは？」

　ふと、いつもはこういった仕事を一手に引き受けているメイド長さんの姿すがたがないことに気付く。

「葉月さんはお休み中です。早めの夏休み、ということで田舎いなかに帰き省せいしています」

「へえ、田舎か」

　そう言われてみれば、門のところまで迎えにきてくれたのも他のメイドさんだった。

「北海道だそうです。お土産みやげにクマカレーを買ってきてくれるって言っていました」

「クマカレー……」

　またマニアックなもんを。

「美み夏かの姿すがたも見当たらないが……」

「あの子はお祖じ父い様といっしょに山に狩しゆ猟りように行っています。たぶん夜まで帰ってこないと思います」

「狩しゆ猟りよう……」

　渋しぶすぎる趣しゆ味みだ。というか、あの歳で猟りよう銃じゆうをぶっぱなしたりして法律に触ふれはしないんだろうか。

「ちなみにお父様は〝なさ〟に出張で、お母様もパリに視し察さつ旅行に出かけていますので、今日はいないです。なので、ゆっくりしていってくださいね」

　春はる香かがそう付け加える。

　なるほど。てことは、今日は春香と二人きりってことか。うんうん。美み夏かや葉は月づきさんたちがいてにぎやかなのもキライじゃないが、たまにはそういうのもいいかもな──

「……」

　……って、二人きり!?

　自分で思おもい浮うかべた言こと葉ばに思わず突っ込みを入れてしまう。

　いやもちろん、この広大な乃の木ぎ坂ざか邸ていの維い持じを陰かげで支ささえている常じよう駐ちゆうメイドさんはたくさんいるんだろうから純じゆん粋すいな意味では二人きりじゃないかもしれんが、少なくともあの気け配はいを殺せるメイド長さんのように、呼よんでもいないのに気付いたらいつの間まにか背はい後ごに立っているなんて無ぶ粋すいなマネをする人はいないだろう。だとすれば、実質的には二人きりも同然だ。

　二人きり。

　何とも素す敵てきな響ひびきである。

「あれ？　裕ゆう人とさん、何だか顔が赤いですが、どうかされましたか？」

「い、いや」

　だがそう考えると何だか急に緊きん張ちようしてきた。さっきまでは気にならなかった春香の仕し草ぐさの一つ一つになぜだか目が行ってしまう。

　気を逸そらすために頭の中で世界史の年号（１イ９ク１イ９クホテルヴェルサイユでヴェルサイユ条約、とか）を暗あん誦しようしていると、

「──裕人さん」

　間ま近ぢかに春香の顔があった。

「な、何だ？」

　答える声が思わず動どう揺ようしてしまう。うう、落ち着け、俺。

「今日は裕人さんにお見せしたいものがあるって言いましたよね」

「あ、ああ」

　見せたいもの、と言われて再ふたたび頭にメイド服姿すがたの春香を思い浮かべてしまうが（変へん態たい）、こちらを見つめる春香の表情が思っていたよりもずっと真しん剣けんだったため、すぐに気を引ひき締しめ直なおす。

「実は、これなんです」

　そう言って春香は傍かたわらに置かれている雑誌を大事そうに手に取った。

「これは……」

　それはつい先日にこの部へ屋やの本ほん棚だなの片かた隅すみで見てしまったモノ。

「はい。『イノセント・スマイル』の創刊号です」

　春はる香かの思い出の品がそこにあった。

「あの……私といっしょに、これを読んでいただけませんか？」

「これを？」

「はい。ダメ……でしょうか」

「いや、それは構かまわないが……」

　特別に断ことわる理由もないためそう答える。でも何だって春香、そんなことをしたいんだ？

「……これは私にとって、特別な本なんです」

　春香が静かに語かたり出だした。

「私、落ち込んだりイヤなことがあったりした時には、いつもこれを見ることで自分を励はげましてきました。辛つらいことがあっても悲しいことがあっても、きっとあの時のあの方みたいに私のことを慰なぐさめてくれる人がどこかにいる。そう信じて、私はイヤなことを乗のり越こえてきたんです」

　胸むねにぎゅっと『イノセント・スマイル』を抱だきしめる春香。

「そういう意味で、この本は私にとって特別なんです。あの方との思い出の品であって、とてもとても大事な、私の宝たから物ものです」

「そう、か……」

　今でもその人物が春香にそこまで頼たよられているということは、俺としては何となく複雑な気分だったりする。いやそんな名前も顔も分かんないようなやつに嫉しつ妬としてもしょうがないんだけどさ。

　少しばかり沈しずんでいると、

「だから、裕ゆう人とさんにもこれを読んでほしかったんです。私を今まで支ささえてきてくれたものを……そ、その、今、私のことを一番支えてくれる人に」

　春香は、そう言った。

「え……」

「私、嬉うれしかったです。裕人さんが私を庇かばってくれたって聞いて……それで裕人さんが周まわりからヘンな目で見られたらどうしようかと思うと同時に、心の奥では、庇ってくれたことを嬉うれしいって思う私がいました。……ごめんなさい。私は悪い子だと思います。でも……本当に、嬉しくて──」

「春香……」

　素す直なおに嬉しかった。春香は俺のことを『自分を一番支えてくれる人』と思ってくれている。それが何よりも嬉しかった。

　嬉しさのあまり一いつ瞬しゆん辺あたりを走り回りたい衝しよう動どうに駆かられたが、実じつ際さいにそれをやるとただのヘンな人（それも黄色い救急車を呼よばれるレベル）である。俺はこみ上げてくる喜びを何とか抑おさえて言った。

「それじゃ、いっしょに読むか」

「はいっ！」

　春はる香かと並ならんでベッドの端はしに座すわって、二人で『イノセント・スマイル』のページをめくっていく。

「私、ここのところの台詞せりふが大好きなんです」

「ここのお話のクライマックスの部分がとっても面おも白しろくて──」

「このイラスト、かわいいですよね」

　各所で春香が感想を述のべる。その姿すがたはいつにないほど生き生きとしていて、本当に春香はこの本に思い入れがあるんだなということを改めて思い知らされる。それはやっぱりちょっとばかり悔くやしいんだが、でも仕し方かたがないことなんだろうな。恋人の元彼かれ氏しのことが気にかかる現彼氏の心しん境きように近いものを味わいながら、ちらりと隣となりの春香の顔を見てみた。

　楽しそうに、『イノセント・スマイル』のページを繰くる春香。

　──あれ？

　その姿に、ふと違い和わ感かんを覚おぼえた。

　それはあの日、春香がいないときにこの部へ屋やでこっそりとこれを見てしまったときに感じたものと同じ、何かが心に引っかかる感じ。既き視し感かんといってもいいような気がする。

　──俺は、どこかでこれと同じシーンを見たことがある？

　夕ゆう暮ぐれ時どき。オレンジ色に染そまった公園。泣ないている女の子。並んで本を読む俺たち。

　その瞬しゆん間かん、ふいに頭に一つの映えい像ぞうが浮うかんだ。




　　　＊




　それは確か信のぶ長ながに付き合わされて二度目にアキハバラに行った日の帰り道のことだった。

　家いえ路じを急ぐ俺の目に入ってきたのは、夕日に照てらされてオレンジ色に染まった公園と、その片かた隅すみにあるベンチに一人で座すわっている女の子の姿。

　女の子は泣いていた。

　人目もはばからずに大声で泣いていた。

　そんな女の子の声に気付かないわけがないのに、周まわりを歩く大人たちはみんな見て見ぬフリをして足早にその場を通り過ぎていく。だれも女の子に声をかけようとする者はいない。

　何だかハラが立った。

　これだけ大人がいるんなら、一人くらい声をかけてやってもいいだろ。女の子が泣いてるんだぞ。

　でもやっぱり、だれも女の子に声をかけるやつはいなくて。

　女の子は変わらずにわんわんと泣なき続つづけていて。

　気付いたら、俺は女の子に声をかけていた。

「一人……なのか？」

「……」

　女の子が、すすりあげながらもこくりとうなずく。

「家、帰らなくていいのか？　もう遅おそいぞ」

「……帰りたく、ないです」

　ふるふると首を横に振ふる。何があったのかなんて俺には全然分からなかったけど、女の子が本気でそう思ってることだけは分かった。

　放ほうっておけなかった。

「隣となり、いいか」

　そう訊きくと女の子は少し驚おどろいた顔をしたが、すぐに首を縦たてに振った。

　女の子の横に座すわる。

「……」

「……」

　しばらくの間、沈ちん黙もくが続いた。

　女の子のぐすっ、という泣き声だけが辺あたりに響ひびく。

　先に耐たえられなくなったのは俺の方だった。

「なあ、何があったの知らないけど、泣いてばっかりじゃつまんないだろ。何かしようぜ」

「……」

　女の子が無む言ごんで俺の顔を見る。「するって、何を？」とその目が言っていた。

「そうだな……サッカーとか」

「……ボール、ないです」

　その通りだった。

「だったら、かくれんぼとかは」

「……二人だけでやると、すごく寂さびしいです」

　確かに。

「うーん……」

　他にも色々と提てい案あんしてみたが、人も物も少ないこの場では出で来きないことばかりだった。

「まいった……どうするか」

　女の子は顔をうつむかせて、じっと地面を見つめている。このままだとまた泣き出してしまいそうだった。何か女の子を楽しませることが出来るものはないか──

「ん、そうだ」

　思い出したのは右手に持っていたモノ。今日一日中、アキハバラ中の本屋をムリヤリ巡めぐらされてようやく手に入れたそれを紙袋から取り出し、女の子に見せる。

「いっしょにこれ読まないか？　まあ、マンガなんだけどさ」

「まん、が？」

　女の子が少しだけ興きよう味みありそうな顔を見せた。

「ああ。友達が言ってたんだが、けっこうレアアイテムらしいぞ」

「れあ、あいてむ……」

　適てき当とうにページを開いて何ページか読み進めていくと、女の子は目を輝かがやかせた。

「面おも白しろい……です」

　女の子は、ちょっとだけ笑ってそう言った。それは初めて見た女の子の笑え顔がおだった。

　確かにそのマンガは面白かった。信のぶ長ながの買うこのテの本には全然興味のなかった俺だけど、これから少しはその認にん識しきを改めてもいいかなとも思った。あくまで少しは、だが。

　それから二人で、並ならんでそれを読んだ。その間に会話はほとんどなかったけど、ページが進むにつれて女の子の顔が段だん々だんと明るくなっていくのが分かった。

　全部を読み終える頃ころには、辺あたりはすっかり暗くなっていた。

「少しは元気、出たか？」

　問うと、女の子は最初に見たときよりも少しだけ大きな声で、

「……はい」

　と、うなずいた。

「それじゃ俺はそろそろ帰るけど、おまえは──」

「あ、私も……帰ります」

　ベンチから立ち上がり、

「おかげさまで……元気、出ました」

　そう言って女の子がぺこりと頭を下げる。その手には、今まで読んでいたマンガ雑誌。

「あ、そうですよね。これ、お返ししないと──」

　名残なごり惜おしそうに見つめて、俺にマンガ雑誌を差し出す女の子。その宝たから物ものを手て放ばなすような目を見て、俺はついこう言っていた。

「……やる」

「え？」

「これ、やるよ。欲しいんだろ」

　女の子が、その大きな瞳ひとみをお月様みたいに丸くした。

「え、で、でも……大事なものなのでは」

「まあそうらしいけど。でもおまえもこれ、好きなんだろ？」

「は、はい。好きです。とっても……」

　女の子が力強く返事をする。

「だったらいいさ。きっとあいつが持ってるよりもおまえが持ってた方が、この本も喜ぶ」

「そ、そうなのでしょうか……」

「ああ」

　この本を見て女の子は笑え顔がおになった。それはつまり、事じ情じようはどうあれ女の子にとってこの本は笑顔の源みなもとの一つであるってことだ。だったら、きっとこの本は信のぶ長ながなんかよりもこの女の子が持つにふさわしい。そうに決まってる。ていうか、今俺が決めた。

　俺は女の子の手に、強く本を握にぎらせた。

「あ、あの……ありがとうございます」

「いいさ。それより、もう泣なくなよ。おまえはたぶん、笑ってた方がかわいいから」

　それはさっきの笑顔を見て何となく思ったことだった。

「え、あ……は、はい」

「それじゃあな！」

　それだけ言って走り出す。

「あ、あの」

　女の子の声がまだ後ろから聞こえてきたような気がしたけれど、門もん限げん（ルコの夕食）が迫せまっていたので俺は振ふり返かえらなかった。

　そのマンガ雑誌は、その日から女の子の物となった。




　ちなみにその後、信長にそのことを話すと、

「あ、あげたって、『イノセント・スマイル』の創刊号をー!?　ぎゃー、な、何てことしてくれたんだよー。あれを手に入れるのに僕がどれだけ苦労したかー」

　などとさんざん文もん句くを言われたが、そんなに大事なもんなら俺に預あずけたままにしたりせずに自分で持ってろって話である。それに本屋巡めぐりをさせられて苦労したのは俺も同じだ。だいたいお前、この本全部で三冊買ってたんだから、今さら一冊くらいなくたって問題ないだろ。

「問題あるよー！　あーもう、裕ゆう人とは分かってないんだからー。大事な本は保ほ管かん用ようと閲えつ覧らん用ようと自じ慢まん用ように三冊用意しておくのが常じよう識しきなんだよー。あーあ、おかげで友達に自慢出で来きなくなっちゃったじゃないかー。裕人のせいだからねー！」

　そこまで知らん。

　アキハバラまで付き合ってやったんだから、それくらいガマンしてくれ。




　　　＊




　──思い出した。

　完全に思い出した。

　夕ゆう暮ぐれ時どき。オレンジ色に染そまった公園。泣ないている女の子。並ならんで本を読む俺たち。

　てことは、あのときのあの女の子は春はる香かだったってことか？

「なあ春香、その『イノセント・スマイル』をくれたやつって……もしかして、小こ生なま意い気きなガキじゃなかったか？」

　訊きいてみる。すると春香は「違ちがいます」と、ふるふると首を横に振ふった。

「あの方は全然小生意気なんかじゃなかったです。とっても素す敵てきな男の子でした。言こと葉ば遣づかいはちょっと乱らん暴ぼうなんですけど優しい方で……そうですね、ちょっと裕ゆう人とさんに似にていたかもしれません」

　はにかんだ表情で俺を見る春香。そのかわいらしい笑え顔がおにあの時の女の子の控ひかえめな笑顔が重なって──

「……はは」

　何だか、おかしくなった。

　つまり俺たちの関係は、三ヶ月前どころか、もっとずっとずっと昔から始まっていたのであり、そればかりか春香がこっちの道（アキバ系）に走った一いち因いんどころか、むしろのその大元の原げん因いんは俺にあるわけで──

「はは、あはは」

　思わず声を上げて笑ってしまった。

　そんな俺を、春香が初めてウーパールーパーを見た小学生みたいな不ふ思し議ぎそうな顔で眺ながめる。

　とりあえず一つだけ確かなことは。

　俺たちのこの不思議な関係が、これからも続いていくことだけは間ま違ちがいなさそうだ。





ＥＮＤ　　









　あとがき




　はじめまして、五十嵐いがらし雄ゆう策さくと申します。

　このたびは第４回電撃ｈｐ短編小説賞で最優秀賞を頂ちよう戴だいし、デビューさせていただきました。……といっても、受賞作と本作は違ちがうのですが。




　本書のプロローグ、第一話は「電撃ｈｐ」30号、第二話は31号に掲けい載さいされたものを加か筆ひつ修しゆう正せいしたもので、第三話と第四話、エピローグは書き下ろしとなっております。

　できるだけ読よみ易やすく、かつ読んでいて楽しいお話になるように心がけたつもりです。あくまで〝つもり〟なのでどこまでうまくいっているかは分かりませんが、少しでもそれが成功していると感じてもらえれば嬉うれしい限りです。

　ちなみに本書はハッピーエンドになっております。鬱うつな展てん開かいとかが苦にが手て～という人も落ち着いて読めるようにしたつもりなのですが、どうでしたでしょうか？




　さてさきほども書きましたが、本作と第４回電撃ｈｐ短編小説賞受賞作の『幸せ二に世せ帯たい同どう居きよ計画』とは異ことなります。

　なぜかと言いますとこれは実に単たん純じゆんでして、

〝私自身が、まさかそこ（受賞）までいくとは思っていなかったため、受賞のお報しらせを聞いた時にはすでに本作の執しつ筆ぴつに入ってしまっていた〟

　ということが理由として挙あげられます。

　そして途と中ちゆうまで書いてしまったのならまずはこっちを完成させてしまおうということになり、執筆を進めた結果、めでたくこのたび文庫化されたものが本作というわけです。

　なので、受賞作についても続編の構こう想そうがないわけではありません。

　私としてもできれば受賞作の続きも書きたいと目もく論ろんでいますので、読みたいと思われる方がいらっしゃいましたらお葉書やメールをいただけたらなあ、とさりげなく宣せん伝でんしてみたり。

　……何だかいつの間まにか話が横道に逸それてきてしまいましたが、これは『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつ』のあとがきです。




　以下はこの本を出すにあたってお世話になった方々へ感かん謝しやを。

　電撃Short3（「電撃ｈｐ」本誌やホームページで行われている読者参加企画）、電撃ｈｐ短編賞への投とう稿こう時代を経へて、ようやくデビューに至いたったのですが……。まずは電撃Short3作品の頃ころから読んでくださっていた担たん当とう編集の和田様と三木様。疲つかれてくると脳のうの稼か働どう率りつが一気に平時の30％くらいにまで落ちるような新人でスミマセン。メインとなるネタ出しからサブの小物のネーミングまで、様々な面でさんざんご面めん倒どうをおかけしましたが、中でもネーミングについては本当にお世せ話わになりました。お二人のアドバイスがなかったら、『イノセント・スマイル』は今でも『スーパー萌もえ萌もえ大王』のままだったでしょう。お二人への心からの感かん謝しやと共に、自分の素す敵てきすぎるネーミングセンスを改めて怖こわく思う今日この頃ごろです。

　イラストのしゃあ様。「電撃ｈｐ」掲けい載さい時じから素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。どのキャラもイメージにぴったりで、途と中ちゆうからはイラストを思おもい浮うかべながら本文を書いておりました。ネコミミメイドが特にラブリーです。キュートです。プリティーです。実に頭の悪そうな形容しかできない自分のボキャブラリーがアレですが、とても感謝しております。これからもよろしくお願いします。

　またデザイナー様に校閲様をはじめ、この本が出るにあたり様々な方面でご尽じん力りよくいただいたたくさんの方々。本当にありがとうございました。感謝の念ねんでいっぱいです。

　高校時代からの友人の松まつ崎ざきくんに村むら口ぐちくん。お酒を飲みながら君たちと交かわす会話は、執しつ筆ぴつにおいて酔よっ払ぱらいを書くのに非常に役に立ちました。また今度、飲みましょうね。

　疲つかれた時に心を和なごませてくれた我が家の愛犬（マルチーズ）。もうそろそろ八歳になるシニア犬ですが、いつまでも長生きしてください。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった皆様。

　本当に本当に心から感謝しております。できるものならば一人一人に直接お礼を言いたいくらいなのですが、実じつ際さいにそんなことをされても迷めい惑わくなだけだと思うのでやめておきます。

　本書を読み終わって、あなたが少しでも楽しい気分になっていただけたなら、それだけで私にとっては何よりの喜びです。

　それではまた再ふたたびお会いできることを願って──





二〇〇四年七月末日　五十嵐雄策　　
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の秘密。第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。趣味はピアノ・料理・ハーブティーと、どこぞのお嬢様のような設定。シカゴに住んでいた過去を持つ帰国子女で、弁護士を目指すかたわらで執筆活動をスタート。弁護士作家の誕生が待ち遠しい？
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イラスト／しゃあ

しゃあの秘密。盆と年末は有明で戦うタイプのナイスガイ。「電撃帝王」でもまったりと活躍中。座右の銘は〝チャンスの女神にバックドロップ〟。赤いヒトではないらしい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「しゃあ先生」係
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